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ごあいさつ

若狭公民館二十周年記念事業実行委員会
実行委員長　山田 民子

　春の訪れとともに年度末の忙しさを感じられる中、若狭公民館20周年記念行事が那覇市の７公民館
の中唯一海が臨めるここ若狭「雪ヌ崎」で迎えられたことを心より喜びと感謝を申し上げます。
　昨年5月に数名で話し合い実行委員が発足し、紆余曲折などもありしかも短期間ではありましたが
どうにか記念式典までこぎつけることができました。これも偏に地域の自治会長をはじめとする関係
諸団体のご指導・ご助言の賜物であり、改めて厚く御礼申し上げます。
　私は社会教育のスタートの地若狭公民館で学び育まれ、光栄にも館長職を担うことができました。
今ある自分は市当局や教育委員会のご指導の下、地域の皆様のご理解とご協力の賜ものと感謝いたして
おります。
　目指す公民館は、行政と地域をつなぐ大切なパイプ役で、明るく安全な街づくり、幼児・子供たちを
育てる環境づくり、老若男女が秩序正しく規律を守り楽しく集い利用する施設としました。若狭公民館は、
地域の人々とより密着した連携ある地域づくりを進めてきました。
　今も継続している事業で、地域文化祭は当初、文化面での発表の場が少ない中で、学校や地域から
名人を発掘して発表の場を作ることを目的とした企画、ナイトウォークは中学生に夜間行動による戦
争追体験を通して平和の尊さを学ぶことを目的で始めた企画、年末に実施するCGG+1（クリーング
リーングレイシャス運動＋シンメーナービ）や新春のもちつき大会等は、青少年の健全育成や三世代交
流によるふれあいづくりを目指したもので、現在も親しまれています。
　公民館は、地域の文化センターとしての重要な役割があり、20年の歴史の中で各利用団体活動も活発
に行われ、公民館が目標とする文化面の活性化が図られてきています。
　これまで長年にわたり各種講座を支えて頂いた講師の先生方及び受講者の皆様や地域・企業関係者
のご支援、ご協力及びご尽力に対して深く感謝申し上げます。
若狭公民館が20年を歩み、晴れて「成人」となりました記念すべき節目に委員長を務めさせていただい
たことは喜びに堪えません。
　結びに、祝賀会ではごゆるりとお互いを懐かしむ「しゃべり場」としてのひと時をお過ごしいただけ
れば幸いです。
　皆様へ心より「ありがとう」を申し上げるとともにご健康とご活躍を祈念し、あいさつといたします。

実行委員長挨拶



平成 25年 2月 17日（日）

司会：伊波 就子・上江洲 寛・花城 惠子

  １．開式のことば   副実行委員長　  金城 光男
  ２．主催者あいさつ   実行委員長  山田 民子
  ３．館長あいさつ   若狭公民館館長  下地 敏雄
  ４．来賓祝辞    那覇市教育委員会教育長 城間 幹子
       若狭小学校校長  桃原 廣市
  ５．表彰状授与    実行委員長  山田 民子
  　・特別功労賞
  　・地域功労賞
  　・自治会 感謝状
  　・歴代利用団体連絡協議会会長 感謝状
  　・歴代館長 感謝状　
  ６．受賞者代表あいさつ  医療法人陽心会理事長 高良 健
  ７．目録贈呈    若狭公民館二十周年記念事業実行委員会
  ８．閉式のことば   副実行委員長  岸本 麗子

若狭公民館開館二十周年記念　功労賞・感謝状受賞者

特別功労賞
医療法人陽心会 理事長 高良 健
波上宮 名誉宮司  末安大孝
波上宮 宮司  渡慶次馨
ジーマ株式会社
株式会社マルクニ

地域功労賞
糸数 武
玉城 節子
島袋 喜美子
翁長 那智子
屋良 秀子
知念 サネ子
琉球新報松山販売店
沖縄タイムス若狭第一販売店
沖縄タイムス若狭第二販売店
沖縄タイムス前島三丁目販売店
沖縄タイムス松山販売店
沖縄タイムス久米販売店

自治会感謝状
若狭一丁目自治会
若狭二丁目自治会
若狭三丁目自治会
若狭市営住宅自治会
若狭めおと自治会
前島三丁目自治会

歴代利用団体連絡協議会会長感謝状
太田 利雄
金城 秀雄
上原 博
佐久本 暁
岸本 麗子

歴代館長感謝状
高良 繁
宮良 毅
阿波連 寛
高里 洋介
山田 民子
宮城 潤
津嘉山 剛
平良 恒次

 記念式典の部        午後４時～５時

若狭公民館開館二十周年記念　式典・祝賀会



  １．開宴のあいさつ   NPO法人地域サポートわかさ
       　理事長　早川 忠光
  ２．祝賀の舞 「かぎゃでぃ風」  玉城流翔節会家元　玉城 節子
  ３．乾杯の音頭    若狭小学校区コミュニティ協議会
       　会長　糸数 武

寿　ご歓談

  ５．演目

  　① 琉舞 秋の踊り 玉城流翔節会家元
       玉城 節子
    貫花  玉城流翔節会暁の会會主
       我那覇 則子

  　② ウクレレ・笛 漫談  玻座真 忠雄

  　③ ハワイアンフラ  上原 史子

  　④ マンドリン  沖縄マンドリンアンサンブル

  ５．閉宴のあいさつ  実行委員長　山田 民子

 祝賀会の部        午後５時～７時



祝　辞

那覇市教育委員会
教育長　城間 幹子

　若狭公民館開館20周年記念式典・祝賀会の開催にあたり、お祝いのことばを申しあげます。

　若狭公民館は本市で５番目の公立公民館として、平成4年6月2日に開館し、今日に至っております。

　これまで若狭地域の社会教育施設として、地域づくり、市民への学習機会の提供、関係機関・団体間の

ネットワーク化などに関する多様な事業に取り組んできております。

　近年、少子高齢化や核家族化など、家庭、社会を取り巻く環境が大きく変化し、親子関係や地域のつな

がりが薄れ、教育力が弱まっている中で、若狭公民館ではこれまで各種学級・講座や講演会等の開催を

はじめ、サークル活動・地域づくりへの支援を通して、若狭地域の活性化に大きな役割を果たしてきま

した。その活動が認められ、平成11年には文部大臣表賞を受けています。

　平成16年度より非常勤館長を配置し、平成22年度からは公民館業務の一部をNPO法人に委託し、最

近では全国公民館連合会主催の全国公民館ホームページコンクールにおいて、平成21･23年度連続して

最優秀賞を受賞しています。

　本市では、「いい暮らしより楽しい暮らし」をキャッチフレーズに、地域の絆づくりにむけた協働のま

ちづくりに取り組んでいますが、若狭公民館がこれからも生涯学習社会の実現にむけて、社会教育施設

としての機能をさらに高めていくことを期待しています。

　おわりに、開館20周年を迎えるにあたり、これまで若狭公民館運営にご支援・ご協力をいただきまし

た関係者の皆様をはじめ、開館20周年記念事業実行委員の皆様に対し、心から感謝を申し上げるととも

に、若狭公民館のさらなる充実・発展を祈念して、お祝いのあいさつといたします。
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教育長挨拶



あいさつ

若狭公民館利用団体連絡協議会
会長　金城 光男

　若狭公民館の二十周年記念式典の開催に当たりご挨拶を申し上げます。

　本日は、公民館二十周年記念式典並びに祝賀会誠におめでとうございます。今から二十年前、社会

教育施設の重要性と若狭地域住民の強い要望やニーズに応えるべく、1993年に開設した当公民館が

二十周年を迎える事になりました。その間、歴代館長を始め利団協の会長や役員及び関係者各位の

努力により数多くの利用団体のすばらしい活動が行われると共に立派な指導者、講師等のお陰で生涯

学習活動家を多々輩出しています。

　このような状況の中で図らずも私が此度利団協の会長を任じられ、祝辞を述べる機会に配したことは

誠に光栄に存する所であります。

　利団協の会長の任に携ってまだ一年足らずで、これまではサークル活動のみに夢中になり全く見え

なかったことが、現在は利用団体の活動が手にとるように感じ取ることができます。利用団体活動の

状況、公民館と地域の人々との関わり、公民館と地域にある学校・児童・生徒等とのつながりがよく

見えるようになり、深く理解できるようになりました。公民館行事や地域行事に参加して感じたことは、

地域住民がいかに公民館を愛し、公民館を大事にしているかが良く認識できました。

　特に若狭公民館の特色はNPO法人設立の認証を受け幅広く活動していることです。公民館運営に

NPOが関わっているのは県内でも少なく、那覇市内でも二ヶ所しかありません。NPO法人地域サポート

わかさ組織体制が若狭公民館活動の充実、発展に大きく寄与しているといっても過言ではないように

思われます。NPO法人地域サポートわかさの理事長が常に「若狭地域の人々はすばらしい」と会う度に

話していた事が良く納得できました。

　結びに、若狭公民館の活動が地域と益々連携を密にしてグローバルな人材育成を図り、充実、発展

する事を祈念申し上げ挨拶と致します。

若狭公民館20周年記念にあたり
平成3年～6年　初代館長
高良 繁

　若狭公民館の開館20周年記念に当たり、一言ご挨拶
申しあげます。
　若狭公民館は、公民館7館設置構想の中、58号線の西
側に成人の学習施設の設置を願う地域住民の声により
設置されました。
　建設地は、その頃、老朽化していた若狭市場に決定し
ました。まだ、若狭市場で営業を続けている店子の移転
補償から、事業が始りました。並行して、公民館の設計
等にも参加して意見を述べる機会がありました。
　まず、予定地が狭隘であるため、駐車場が設置出来な
いこと、図書館を1階、公民館を2階、3階に設置するこ
とを決めました。公民館にパソコン通信を設置するこ
と、パソコン通信とは現在のインターネットの前身で、
文字だけによる情報発信のシステムです。このシステ
ムの立ち上げは職員やメーカーとの協力によって完成
しました。他にホールの床にフローリングを設置、舞台
下に椅子の格納庫を設置、調理室を多目的に利用する
ため、調理台を壁側に設置、和室にお茶の窯を設置した
ことなど、利用者の立場に立ったいろいろな意見を実
現しました。また、図書館については、書架を木製で作
成したこと、ビデオ等の視聴設備の設置や貸し出しを
実現しました。
　地域との関連では、前島から西町までの広い地域を
カバーする必要があるため、地域の自治会との連携に
努力しました。特に、建設地である若狭2丁目はこの機
会に自治会が設置され活動の中心的役割を担ってきま
した。開館にあたっては、職員が全地域を回ってチラシ
を配布し、開館と利用についてお知らせしました。
　その後の公民館の活動は、地域や学校と一緒になっ
た活動が多く実施されています。公民館主催の講座の
実施、市民主体のサークル活動の実施、地域まつり等へ
の参加、学校行事への協力などが上げられます。
　このような若狭公民館の活動が認められ、第52回の
優良公民館表彰で文部大臣表彰を受け、また、公民館の
ホームページについても表彰されたと聞いています。
これからも、この20周年記念を更なるバネとして、さ
らに地域に根差した公民館活動を目指し、地域と一体
となった公民館運営を続けていってください。
　あらためて、公民館の20周年記念のお祝いを申し上
げます。20周年おめでとうございます。

若狭公民館二十歳のお祝い
平成4年～7年　公民館主事
當間 一也

　若狭公民館　ご成人おめでとうございます。
若狭公民館公民館初代職員　當間一也　と申します。
私が那覇市職員として採用され、最初に配属されたの
が若狭公民館です。とっ、言う事は・・・
『若狭公民館の年齢＝私の勤続年数』
若狭公民館には人一倍、愛着と親近感を感じます。
　若狭公民館での思い出は、楽しい思い出ばかりで、い
ろんな方々との出会いもありました。実行委員会の委
員長『山田民子さん』もその一人で、私の第2のかあちゃ
んです。
　公民館祭りでは、実行委員会やサークルの皆さんと
花飾りを一緒に作り、正月には「新春餅つき大会」、中学
生の思い出に企画した「ナイトウォーク」、地域の子ど
も達が中心となった「エイサー　ミチュジュネー」、一
緒に参加したサークル活動etc…思い出がたくさん詰
まっています。
　地域と共に若狭公民館のさらなるご活躍を期待して
おります。私も皆さんに負けませんよ！

若狭公民館開館20周年記念によせて
平成7年～9年　第2代館長
宮良 毅

　華々しく若狭公民館が開館して早20年の歳月が流
れたのかと思うと感概深いものがあります。当時那覇
市として国道58号線から西側に全住民が利用できる
文化施設の皆無の状況でありました。市教委は、当地域
の活性化を図る上からも是非図書館併設で公民館の設
置をという目標を掲げました。実現するにはまず、若狭
市場を撤去しなければならずこれまで商いを続けてこ
られた方々の移転をどうしらたよいか等々の諸問題を
解決すべく鋭意努力した結果公民館建設にこぎつける
ことができました。
　開館20周年若狭公民館も成人式を迎えることにな
りました。若狭を中心とした地域の皆様の生涯学習に
対する熱意を施設に対する愛着によって日々親しみを
以て利用されてきました。
　私は初代高良繁館長の後任として平成7年4月に赴
任して参りました。3年間若狭公民館でお世話になりま

した。まだまだ開館して間もないころで建物自体新鮮な
輝きがありましたし、利用者の皆さんがこの施設をこれ
からも力を合わせて育てていこうという意気込みや暖
かい眼差しを毎日感じながら過ごす事ができました。
　若狭公民館が地域に根ざす交流とコミュニケーショ
ンの中核施設を目指して、職員一同生き生きと仕事に取
り組むことができた充実の3年間でした。
　あれから10年余、長い間ご無沙汰してしまいました。
申し訳ございません。
　さて、急速に進化する情報化社会に身を置く昨今、地
球の裏側で起きることでさえ瞬時にお茶の間に飛び込
んできますが、それとは裏側に地域の中で、しかもすぐ
お隣に何がおきているのかがなかなか伝わってこない
のが各地域の抱える現状ではないかと思います。このま
ま進むとコミュニティーの喪失に繋がりかねません。そ
れだけ地域と個人との関わり合いがますます希薄にな
り、その度合いを深めているようにも思われます。
　この度成人式を迎えた若狭公民館がこれから先、地域
の抱える多面的な要求や課題とどのように向き合って
いくのか人生に例えるならば大切な分岐点に立っての
新しいスタートのような気がします。今は故人となって
「男はつらいよふーてんの寅さん」でお馴染みの山田洋
二監督にあるテレビレポーターが「若者」とはなにか？
監督の定義はなんですかときかれた際に彼曰く「そうだ
なあ……現状じゃだめだと思える人……うん、それが若
人の条件じゃないの……」と言われたのが印象に残って
います。
　現状をさらによりよいものに変えていくという事は
どんな時でも大きなチャレンジです、簡単にはできませ
ん、若狭公民館がいつまでも地域の求心力を失うことな
く、地域の皆さんが歴史と伝統のあるこの若狭地域の住
民であるという喜びをいつも感じながら生活できたら
実に素晴らしい事だと思います。　また、住民全てが「よ
り豊かな人生を送っていくにはどうしたらいいので
しょうか？」の問いかけに対していつも知識、情報、知恵
が結集さて、それを色々な形で発信できる公民館であり
続けて欲しいと切に願う次第です。開館20周年まこと
におめでとうございます。

若狭公民館20周年に寄せて
平成6年～8年　公民館主事
末吉 正幸

　第1回地域文化祭のためにパワー溢れる山田さんと
地域をくまなく回った事。古の若狭を地図と模型で再現
する吉峯さんの後を付いていった事。上原千恵美さんが

力を貸してくれたパソコン通信での学習情報提供に格
闘した事。夫妻で八面六臂の活躍をする上原美智子さん
に頭が下がる思いをした事。赤ら顔の當間さんの若きハ
チャメチャ振りに振り回された事(^^)v。ブーゲンビリ
アの花開くことを夢見て高良館長と土作りに勤しんだ
事。宮良館長に甘え、運転手になってもらい皆で遠くま
で飲みにいった事。同僚職員の皆様・感謝！
最初は得体の知れなかった八尾さん。ヤクルトの喜納さ
んや若狭の女性ボス岸本さん、フラの上原さん、立尾会
長、多くの地域や利用者の皆様に、心から深く感謝！皆
様の支援に元気10倍、勇気100倍頂きました。
　そんな支えに気をよくし、無謀だとも言われながら始
まったナイトウォーク。環境の変化に対応しながらも未
だに続いていることは驚きでもあり、地域の皆様にも少
しは認められているのかなと嬉しくも思います。
　公民館主事としてあっというま3年でしたが、私の
とってはかけがえの無い財産となっています。若狭公民
館に海より深く感謝！

「男子厨房クラブ」の追憶
若狭公民館利用団体連絡協議会 第3代会長
上原 博

　若狭公民館の市民講座に「男子厨房クラブ」が開設さ
れたのは平成8年1月30日からであった。今から17年前
のことである。当時の館長は、宮良毅さんであった。毎週
火曜日の午後6時30分から9時30分までの三時間で
あった。講師は当時近くにあった台湾飯店のベテラン料
理長の田淵さん（岡山県出身）であった。
　講座は募集のときから人気があり、応募者が多く抽選
で決められた。開講後も好評であったので、特別の計ら
いで期間が何度も延長され一か年近く続いたような憶
えがる。
　日本の社会では、昔から「男子厨房へ入らず」と教えら
れ台所仕事は女性の専業であった。この講座はあえてこ
の習慣に逆らい男性だけでスタートした。しかし、その
好評ぶりからわかる通り世の男性たちの中には、料理を
作ってみたい。妻の手助けをしたい。という潜在的な願
いが多かったと思われる。
　講座は数グループに分かれて行われた。中華を中心に
和食、洋食に亘っていた。毎回先生が丁寧レシピを作っ
てきた。それと先生の実技指導によって作っていたの
で、初心者でもスムーズに作れた。レシピの綴りも分厚
いものになっていた。講座の終了後は、みんなで試食を
して楽しいひとときを過した。
　長い期間に及ぶ講座だったので、終了する頃には開講

時に比べてみんな包丁などの器具の使い方、料理の炊き
方、炒め方、揚げ方なども板に付いていた。家で調理をす
る人を調べてみたら全員が挙手をした。家族に褒められ
るとやる気が高まり、実践する日も多くなったと言い
合っていた。
　あのときの受講者の方は、今ごろは家族に煽てられて
ながら台所に立つことが当たり前になっていることで
しょう。何事もそうですが、コツを憶えれば楽しくやれ
るものです。私はもともと料理を作ることが好きでした
が、今は食材の買入れから作ることまでやっています。
妻が留守をするときでも空腹をかってることはありま
せん。
　今は小学校から全生徒を対象に食育という授業を
行っています。食材の生産からその栄養、作り方まで教
えているようです。このことからすると、17年前に若狭
公民館が男性対象の料理講座を開設したということは
先進的な事業であったと言えるでしょう。大変感謝して
います。

私と公民館
若狭一丁目自治会 会長
岸本 麗子

　21年前にタイム・スリップ、更地になった公民館建設
予定地にトラックで土を運び、PTA学年親子レクの名目
で「泥んこ遊び」を計画しました。子ども達は大喜びで
「泥ダンゴ」を作ったり、思い思いに土を手にふざけた
り、無邪気に遊んでいました。都会の中で土に接する機
会が失われつつある現代で貴重な体験ができたと思い
ます。
　公民館が建設されてからは、時間があれば公民館に足
を運び気に入った講座があれば、受講し、歴代の館長と
も親しく会話ができました。
　私は長年公園で子ども達にエイサー指導をしていま
したが、山田館長のおかげで公民館を子ども達の居場所
作りの拠点として使う事ができました。私も公民館活動
のおかげで成長させていただきました。私のお手本であ
る山田さん、島袋さんありがとうございます。20周年を
期に今後の公民館のありかたを皆で考える機会になれ
ばと思います。

20年を振り返って
若狭一丁目自治会 前会長
糸数 武

　このたび、若狭公民館の創立20周年の記念すべき時
を迎えることができましたことは、公民館長をはじめ、
職員の皆さんや大勢の公民館利用団体の皆さんととも
に、自治会の皆さんにおいても喜びの中に感概深いもの
があるのではないでしょうか。それは、公民館の歴史を
尋ねるとき、そこには公民館に深く拘ってきた人達の限
りない思い出があるからだと思います。そこで20年前
を振り返ってみますと、当事は現在の公民館の場所には
若狭市場があって、地域には売店等は殆どなかったの
で、若狭地域の皆さんは勿論のこと、隣接する地域の人
達もこの市場で買物をしていました。しかし、その2、3
年前頃から、比較的安い商品を売るスーパーが出来はじ
めた為に、次第に市場への客足も減少傾向になり、その
うちに市場での商売がきびしくなって、ぽつりぽつり店
をたたむ人が出初めたのです。そこに、タイミングよく
地主である市の方から建物をつくる計画案が出てきた
ので、地域の自治会が中心となって、是非公民館を建設
してもらいたいとの精一杯の陳状により、願が叶って現
在の公民館が建設されました。
　ご承知のように、公民館は那覇市教育委員会の管轄に
なっており、生涯学習の一環としてサークル活動の殆ど
が公民館で行われております。そのことによって各人の
個性に更なる磨きがかかるのはすばらしいことであり
ます。そのほかにも私たち若狭公民館の自治会が公民館
との関わりが深く、特に屋内で行う行事は公民館の三階
ホールや研修室を使わせてもらっています。もっと申し
上げたいのですが、紙面の都合上、以上をもって終りと
致します。最後に、現在は「NPO地域サポートわかさ」が
一部業務を受託し、運営しています。

20周年に寄せて
若狭公民館利用団体連絡協議会 第7代会長
佐久本 暁

　全国的にも素晴らしい業績を上げている若狭公民館
の20周年記念式典並びに祝賀会に当たり心から感謝と
お祝いを申し上げます。
　私が利団協役員として関わり始めたのは、４代目高里
洋介館長になってからであり、翔苑会から利団協の副会
長としてご活躍された西平さんの急死により、急遽替わ
りを翔苑会から出して欲しいとのことで副会長を引受
けてからであります。

　楽しかったことや苦しかった思い出は沢山あります
が、特に、高里館長や津嘉山館長のファッションショ―
の舞台出演、山田民子館長の斬新な考え方と呈茶でのお
もてなし、利団協会則の全面改正、ナイトウォークで一
晩中中学生達とお付き合いしたことであります。
　NPO法人地域サポートわかさは、若狭公民館事業の管
理委託を受けておりますが、素晴らしいスタッフの下で
さらに30周年に向けて充実し、地域とともに発展される
ことを祈念いたしましてお祝いの言葉といたします。

若狭公民館と若狭小学校との連携を振り返って
琉球大学教育学部教育実践総合センター 准教授
玉城 きみ子（元若狭小学校校長）

　若狭公民館創立20周年、誠におめでとうございます。
若狭地域の活性化・発展の原動力となり、いつも地域の
中心的な役割を果たしている若狭公民館の記念すべき
節目に、皆様方とともにお祝いできることをこの上ない
喜びと光栄に存じます。
　平成17年～19年までの3年間、若狭小学校校長とし
て、若狭地域には大変お世話になりました。若狭公民館
を中心とした地域の皆様に支えられ、若狭っ子の「安心
安全の確保をはじめ優しさ、賢さ、たくましさ」を共に育
んでまいりました。若狭小学校が地域の学校として皆様
方に大事にされていることに対し心から感謝を申し上
げます。
　振り返ってみますと、平成17年度に体育館がアスベ
スト除去作業のために使用不可能になった時、若狭っ子
に温かい手をさしのべて下さったのは若狭公民館でし
た。若狭公民館の施設・設備等を借用して学芸会の練習
やいろいろな学習の表現の場にしてまいりました。若狭
公民館は、「第2の若狭小学校」として、より一層子ども
たちが足繁く通う場となりました。放課後子ども教室、
公民館まつり、地域文化祭、小学校の壁画作成、ふれ合い
美化作業等、公民館と学校が一体となって取り組んでき
た活動は数多くありました。「NPO法人地域サポートわ
かさ」として5年生との連携で地域のスウジグヮに名前
を付けた総合的学習や、人間としてのマナーを育むお茶
クラブの活動など、特色ある活動が鮮明に思い出されま
す。このような様々な連携活動は、若狭小学校の学校教
育目標「ふるさとを愛し、世界に目を向ける子」に繋がっ
ています。
　全ての連携活動が日々の生活を充実させ、若狭公民館
を中心に人と人との絆を深めながら地域も学校も豊か
に発展してきたことを誇りに思います。未来を担う若
狭っ子は、地域で育ててもらった「じんぶん」や「美ら

心」で自分の夢や希望に向かって世界に羽ばたいていく
ことだと信じています。若狭地域の人々の拠り所、地域
の要である若狭公民館のますますの発展を心からお祈
り致します。

思い出すのは
平成17年～23年　主査・第7代館長
津嘉山 剛

　若狭公民館の創立20周年おめでとうございます。
　私が若狭公民館に勤務していたのは、平成1７年4月
から平成23年3月までの5年間で（主査で赴任し、最後の
１年間は館長の職にありました。）、市役所勤務の中で最
も思い出に残る期間でした。
　若狭公民館への異動内示が出たとき、周りの人は「と
ても地域活動が盛んなところだよ。」と話してくれまし
たが、私は人の顔と名前を覚えるのが苦手なので、少し
不安になりました。そこで、名前とプロフィールを記入
したノートを作成する事を思いつきました。
　来客があるとお顔を拝見し、当時の山田館長に教えて
もらいながら「早川忠光さん ドイツ語サークル所属、社
会教育の先生」「東澄子さん 若手女性 若狭ちむどんど
ん太鼓指導者」「○○さん 自治会会長」、「○○さん 地域
に長く住んでいる方」、「○○さん 料理名人」、「○○さん 
パワフルな方」等と記入していきました。地域や公民館
で活動している方は大勢いらっしゃり、ノートには百人
以上の名前が載り、繰り返し見返しました。
　今振り返ってみても、若狭公民館は本当に多くの方々
の繋がりで成り立っているのだと感じています。「公民
館まつり」、「ナイトウォーク」、「若狭地域文化祭」、「100
人でだるまさんがころんだ」、「全国公民館ホームページ
コンクール最優秀賞受賞、館報コンクール優秀賞受賞」
等々思い出す事は多く、在任中の５年間は、地域や公民
館関係者のご協力に支えられ、充実した日々を過ごすこ
とが出来ました。地域及び若狭公民館の、今後ますます
のご発展をお祈りします。
　最後に、山田民子元館長をはじめ地域、公民館の方々
及び、絵を描く喜びを広げてくれた宮城潤元館長に感謝
いたします。
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那覇市若狭公民館創立20周年を契機として

NPO法人 地域サポートわかさ
理事長　早川 忠光

　那覇市若狭公民館の創立20周年を心からお祝い申し上げます。
　平成22年4月　那覇市教育委員会から一部業務を受託し、各方面からのご指導をいただきながら経費
縮減、サービス向上、コンプライアンスの遵守に努めてまいりました。手前味噌になりますが「若狭は
公民館を中心に輝いていますね」とよく言われます。これは若狭公民館が創設期から今日まで歴代館
長のリーダーシップと資質の高い社会教育指導員が各自治会をまとめ、また「若狭地域文化祭」や中
学生対象の「ナイトウォーク」等の先導的な事業を行ってきました。最近では職員の手によるホーム
ページが全国公民館ホームページコンクールで最優秀賞を獲得し日ごろの努力と精励してきた成果
だと思い職員に敬意を表しています。
　公民館と学校との連携も強く、若狭小学校は「夢を追う子を育てるために、地域の知恵袋から知恵を
もらう」という教育方針を掲げると、住民たちは登校・下校する子どもに声をかけ各交差点では交通指導
を展開。小学校の正門裏門には熱心な住民たちが毎朝挨拶運動を行なうなど、若狭っ子は地域の大人
たちに見守られ伸び伸び成育しています。
　学校週五日制対応事業では公民館を会場として囲碁・将棋、読み聞かせ、学習支援、卓球等が実施
され、また住民は青少年健全育成や環境教育、防犯パトロール等を行い、公民館、学校に対する支援活動
を展開し学社連携に努めてきました。これまでのように「子どもは学校で受け持ち、公民館は大人の
施設」という風潮から疎遠だった公民館は今や小中学生にとって安心安全な居場所となっています。
また、平成19年度には学校、自治会、NPO、公民館の4者が連携して通学路に「スージグァー文化の再生
事業」をスタートさせ3年間で34箇所のスージグァーに子どもたちが命名しデザインした看板を設置
したり、地域の青少年芸術家の育成を目的としたコンサートの開催など多彩な事業を実施してきました。
　地域づくりでは校区内に有能活発な女性が多数います。発想力の優れた人、冷静に物事を判断する
人、いつも雰囲気を盛り上げる楽しい人、これらNPOの協力者が自分の役割を果たし地域のアイデン
ティティーを創出し若狭を輝かせる一翼を担っています。
　これからの若狭公民館は外壁を絵画や花で飾り子どもたちが創作した素晴らしい道路標識を多く
掲げ樹木を植える予定です。また、公民館は企画事業やサークル活動の場に留まらず「地域の公民館、
みんなの公民館」として子どもから高齢者までが心かよう交流の場にするなどより質の高いサービスを
提供して参ります。
　若狭公民館はこの20年を契機にこれまでの実績を踏まえ更に創意工夫をもって新しい課題に取り
組み地域に親しまれる公民館を創り上げる所存でございます。
　なにとぞ一層のご支援とご指導を賜りますようお願い申し上げ、ご挨拶とします。

若狭公民館20周年記念にあたり
平成3年～6年　初代館長
高良 繁

　若狭公民館の開館20周年記念に当たり、一言ご挨拶
申しあげます。
　若狭公民館は、公民館7館設置構想の中、58号線の西
側に成人の学習施設の設置を願う地域住民の声により
設置されました。
　建設地は、その頃、老朽化していた若狭市場に決定し
ました。まだ、若狭市場で営業を続けている店子の移転
補償から、事業が始りました。並行して、公民館の設計
等にも参加して意見を述べる機会がありました。
　まず、予定地が狭隘であるため、駐車場が設置出来な
いこと、図書館を1階、公民館を2階、3階に設置するこ
とを決めました。公民館にパソコン通信を設置するこ
と、パソコン通信とは現在のインターネットの前身で、
文字だけによる情報発信のシステムです。このシステ
ムの立ち上げは職員やメーカーとの協力によって完成
しました。他にホールの床にフローリングを設置、舞台
下に椅子の格納庫を設置、調理室を多目的に利用する
ため、調理台を壁側に設置、和室にお茶の窯を設置した
ことなど、利用者の立場に立ったいろいろな意見を実
現しました。また、図書館については、書架を木製で作
成したこと、ビデオ等の視聴設備の設置や貸し出しを
実現しました。
　地域との関連では、前島から西町までの広い地域を
カバーする必要があるため、地域の自治会との連携に
努力しました。特に、建設地である若狭2丁目はこの機
会に自治会が設置され活動の中心的役割を担ってきま
した。開館にあたっては、職員が全地域を回ってチラシ
を配布し、開館と利用についてお知らせしました。
　その後の公民館の活動は、地域や学校と一緒になっ
た活動が多く実施されています。公民館主催の講座の
実施、市民主体のサークル活動の実施、地域まつり等へ
の参加、学校行事への協力などが上げられます。
　このような若狭公民館の活動が認められ、第52回の
優良公民館表彰で文部大臣表彰を受け、また、公民館の
ホームページについても表彰されたと聞いています。
これからも、この20周年記念を更なるバネとして、さ
らに地域に根差した公民館活動を目指し、地域と一体
となった公民館運営を続けていってください。
　あらためて、公民館の20周年記念のお祝いを申し上
げます。20周年おめでとうございます。

若狭公民館二十歳のお祝い
平成4年～7年　公民館主事
當間 一也

　若狭公民館　ご成人おめでとうございます。
若狭公民館公民館初代職員　當間一也　と申します。
私が那覇市職員として採用され、最初に配属されたの
が若狭公民館です。とっ、言う事は・・・
『若狭公民館の年齢＝私の勤続年数』
若狭公民館には人一倍、愛着と親近感を感じます。
　若狭公民館での思い出は、楽しい思い出ばかりで、い
ろんな方々との出会いもありました。実行委員会の委
員長『山田民子さん』もその一人で、私の第2のかあちゃ
んです。
　公民館祭りでは、実行委員会やサークルの皆さんと
花飾りを一緒に作り、正月には「新春餅つき大会」、中学
生の思い出に企画した「ナイトウォーク」、地域の子ど
も達が中心となった「エイサー　ミチュジュネー」、一
緒に参加したサークル活動etc…思い出がたくさん詰
まっています。
　地域と共に若狭公民館のさらなるご活躍を期待して
おります。私も皆さんに負けませんよ！

若狭公民館開館20周年記念によせて
平成7年～9年　第2代館長
宮良 毅

　華々しく若狭公民館が開館して早20年の歳月が流
れたのかと思うと感概深いものがあります。当時那覇
市として国道58号線から西側に全住民が利用できる
文化施設の皆無の状況でありました。市教委は、当地域
の活性化を図る上からも是非図書館併設で公民館の設
置をという目標を掲げました。実現するにはまず、若狭
市場を撤去しなければならずこれまで商いを続けてこ
られた方々の移転をどうしらたよいか等々の諸問題を
解決すべく鋭意努力した結果公民館建設にこぎつける
ことができました。
　開館20周年若狭公民館も成人式を迎えることにな
りました。若狭を中心とした地域の皆様の生涯学習に
対する熱意を施設に対する愛着によって日々親しみを
以て利用されてきました。
　私は初代高良繁館長の後任として平成7年4月に赴
任して参りました。3年間若狭公民館でお世話になりま

した。まだまだ開館して間もないころで建物自体新鮮な
輝きがありましたし、利用者の皆さんがこの施設をこれ
からも力を合わせて育てていこうという意気込みや暖
かい眼差しを毎日感じながら過ごす事ができました。
　若狭公民館が地域に根ざす交流とコミュニケーショ
ンの中核施設を目指して、職員一同生き生きと仕事に取
り組むことができた充実の3年間でした。
　あれから10年余、長い間ご無沙汰してしまいました。
申し訳ございません。
　さて、急速に進化する情報化社会に身を置く昨今、地
球の裏側で起きることでさえ瞬時にお茶の間に飛び込
んできますが、それとは裏側に地域の中で、しかもすぐ
お隣に何がおきているのかがなかなか伝わってこない
のが各地域の抱える現状ではないかと思います。このま
ま進むとコミュニティーの喪失に繋がりかねません。そ
れだけ地域と個人との関わり合いがますます希薄にな
り、その度合いを深めているようにも思われます。
　この度成人式を迎えた若狭公民館がこれから先、地域
の抱える多面的な要求や課題とどのように向き合って
いくのか人生に例えるならば大切な分岐点に立っての
新しいスタートのような気がします。今は故人となって
「男はつらいよふーてんの寅さん」でお馴染みの山田洋
二監督にあるテレビレポーターが「若者」とはなにか？
監督の定義はなんですかときかれた際に彼曰く「そうだ
なあ……現状じゃだめだと思える人……うん、それが若
人の条件じゃないの……」と言われたのが印象に残って
います。
　現状をさらによりよいものに変えていくという事は
どんな時でも大きなチャレンジです、簡単にはできませ
ん、若狭公民館がいつまでも地域の求心力を失うことな
く、地域の皆さんが歴史と伝統のあるこの若狭地域の住
民であるという喜びをいつも感じながら生活できたら
実に素晴らしい事だと思います。　また、住民全てが「よ
り豊かな人生を送っていくにはどうしたらいいので
しょうか？」の問いかけに対していつも知識、情報、知恵
が結集さて、それを色々な形で発信できる公民館であり
続けて欲しいと切に願う次第です。開館20周年まこと
におめでとうございます。

若狭公民館20周年に寄せて
平成6年～8年　公民館主事
末吉 正幸

　第1回地域文化祭のためにパワー溢れる山田さんと
地域をくまなく回った事。古の若狭を地図と模型で再現
する吉峯さんの後を付いていった事。上原千恵美さんが

力を貸してくれたパソコン通信での学習情報提供に格
闘した事。夫妻で八面六臂の活躍をする上原美智子さん
に頭が下がる思いをした事。赤ら顔の當間さんの若きハ
チャメチャ振りに振り回された事(^^)v。ブーゲンビリ
アの花開くことを夢見て高良館長と土作りに勤しんだ
事。宮良館長に甘え、運転手になってもらい皆で遠くま
で飲みにいった事。同僚職員の皆様・感謝！
最初は得体の知れなかった八尾さん。ヤクルトの喜納さ
んや若狭の女性ボス岸本さん、フラの上原さん、立尾会
長、多くの地域や利用者の皆様に、心から深く感謝！皆
様の支援に元気10倍、勇気100倍頂きました。
　そんな支えに気をよくし、無謀だとも言われながら始
まったナイトウォーク。環境の変化に対応しながらも未
だに続いていることは驚きでもあり、地域の皆様にも少
しは認められているのかなと嬉しくも思います。
　公民館主事としてあっというま3年でしたが、私の
とってはかけがえの無い財産となっています。若狭公民
館に海より深く感謝！

「男子厨房クラブ」の追憶
若狭公民館利用団体連絡協議会 第3代会長
上原 博

　若狭公民館の市民講座に「男子厨房クラブ」が開設さ
れたのは平成8年1月30日からであった。今から17年前
のことである。当時の館長は、宮良毅さんであった。毎週
火曜日の午後6時30分から9時30分までの三時間で
あった。講師は当時近くにあった台湾飯店のベテラン料
理長の田淵さん（岡山県出身）であった。
　講座は募集のときから人気があり、応募者が多く抽選
で決められた。開講後も好評であったので、特別の計ら
いで期間が何度も延長され一か年近く続いたような憶
えがる。
　日本の社会では、昔から「男子厨房へ入らず」と教えら
れ台所仕事は女性の専業であった。この講座はあえてこ
の習慣に逆らい男性だけでスタートした。しかし、その
好評ぶりからわかる通り世の男性たちの中には、料理を
作ってみたい。妻の手助けをしたい。という潜在的な願
いが多かったと思われる。
　講座は数グループに分かれて行われた。中華を中心に
和食、洋食に亘っていた。毎回先生が丁寧レシピを作っ
てきた。それと先生の実技指導によって作っていたの
で、初心者でもスムーズに作れた。レシピの綴りも分厚
いものになっていた。講座の終了後は、みんなで試食を
して楽しいひとときを過した。
　長い期間に及ぶ講座だったので、終了する頃には開講

時に比べてみんな包丁などの器具の使い方、料理の炊き
方、炒め方、揚げ方なども板に付いていた。家で調理をす
る人を調べてみたら全員が挙手をした。家族に褒められ
るとやる気が高まり、実践する日も多くなったと言い
合っていた。
　あのときの受講者の方は、今ごろは家族に煽てられて
ながら台所に立つことが当たり前になっていることで
しょう。何事もそうですが、コツを憶えれば楽しくやれ
るものです。私はもともと料理を作ることが好きでした
が、今は食材の買入れから作ることまでやっています。
妻が留守をするときでも空腹をかってることはありま
せん。
　今は小学校から全生徒を対象に食育という授業を
行っています。食材の生産からその栄養、作り方まで教
えているようです。このことからすると、17年前に若狭
公民館が男性対象の料理講座を開設したということは
先進的な事業であったと言えるでしょう。大変感謝して
います。

私と公民館
若狭一丁目自治会 会長
岸本 麗子

　21年前にタイム・スリップ、更地になった公民館建設
予定地にトラックで土を運び、PTA学年親子レクの名目
で「泥んこ遊び」を計画しました。子ども達は大喜びで
「泥ダンゴ」を作ったり、思い思いに土を手にふざけた
り、無邪気に遊んでいました。都会の中で土に接する機
会が失われつつある現代で貴重な体験ができたと思い
ます。
　公民館が建設されてからは、時間があれば公民館に足
を運び気に入った講座があれば、受講し、歴代の館長と
も親しく会話ができました。
　私は長年公園で子ども達にエイサー指導をしていま
したが、山田館長のおかげで公民館を子ども達の居場所
作りの拠点として使う事ができました。私も公民館活動
のおかげで成長させていただきました。私のお手本であ
る山田さん、島袋さんありがとうございます。20周年を
期に今後の公民館のありかたを皆で考える機会になれ
ばと思います。

20年を振り返って
若狭一丁目自治会 前会長
糸数 武

　このたび、若狭公民館の創立20周年の記念すべき時
を迎えることができましたことは、公民館長をはじめ、
職員の皆さんや大勢の公民館利用団体の皆さんととも
に、自治会の皆さんにおいても喜びの中に感概深いもの
があるのではないでしょうか。それは、公民館の歴史を
尋ねるとき、そこには公民館に深く拘ってきた人達の限
りない思い出があるからだと思います。そこで20年前
を振り返ってみますと、当事は現在の公民館の場所には
若狭市場があって、地域には売店等は殆どなかったの
で、若狭地域の皆さんは勿論のこと、隣接する地域の人
達もこの市場で買物をしていました。しかし、その2、3
年前頃から、比較的安い商品を売るスーパーが出来はじ
めた為に、次第に市場への客足も減少傾向になり、その
うちに市場での商売がきびしくなって、ぽつりぽつり店
をたたむ人が出初めたのです。そこに、タイミングよく
地主である市の方から建物をつくる計画案が出てきた
ので、地域の自治会が中心となって、是非公民館を建設
してもらいたいとの精一杯の陳状により、願が叶って現
在の公民館が建設されました。
　ご承知のように、公民館は那覇市教育委員会の管轄に
なっており、生涯学習の一環としてサークル活動の殆ど
が公民館で行われております。そのことによって各人の
個性に更なる磨きがかかるのはすばらしいことであり
ます。そのほかにも私たち若狭公民館の自治会が公民館
との関わりが深く、特に屋内で行う行事は公民館の三階
ホールや研修室を使わせてもらっています。もっと申し
上げたいのですが、紙面の都合上、以上をもって終りと
致します。最後に、現在は「NPO地域サポートわかさ」が
一部業務を受託し、運営しています。

20周年に寄せて
若狭公民館利用団体連絡協議会 第7代会長
佐久本 暁

　全国的にも素晴らしい業績を上げている若狭公民館
の20周年記念式典並びに祝賀会に当たり心から感謝と
お祝いを申し上げます。
　私が利団協役員として関わり始めたのは、４代目高里
洋介館長になってからであり、翔苑会から利団協の副会
長としてご活躍された西平さんの急死により、急遽替わ
りを翔苑会から出して欲しいとのことで副会長を引受
けてからであります。

　楽しかったことや苦しかった思い出は沢山あります
が、特に、高里館長や津嘉山館長のファッションショ―
の舞台出演、山田民子館長の斬新な考え方と呈茶でのお
もてなし、利団協会則の全面改正、ナイトウォークで一
晩中中学生達とお付き合いしたことであります。
　NPO法人地域サポートわかさは、若狭公民館事業の管
理委託を受けておりますが、素晴らしいスタッフの下で
さらに30周年に向けて充実し、地域とともに発展される
ことを祈念いたしましてお祝いの言葉といたします。

若狭公民館と若狭小学校との連携を振り返って
琉球大学教育学部教育実践総合センター 准教授
玉城 きみ子（元若狭小学校校長）

　若狭公民館創立20周年、誠におめでとうございます。
若狭地域の活性化・発展の原動力となり、いつも地域の
中心的な役割を果たしている若狭公民館の記念すべき
節目に、皆様方とともにお祝いできることをこの上ない
喜びと光栄に存じます。
　平成17年～19年までの3年間、若狭小学校校長とし
て、若狭地域には大変お世話になりました。若狭公民館
を中心とした地域の皆様に支えられ、若狭っ子の「安心
安全の確保をはじめ優しさ、賢さ、たくましさ」を共に育
んでまいりました。若狭小学校が地域の学校として皆様
方に大事にされていることに対し心から感謝を申し上
げます。
　振り返ってみますと、平成17年度に体育館がアスベ
スト除去作業のために使用不可能になった時、若狭っ子
に温かい手をさしのべて下さったのは若狭公民館でし
た。若狭公民館の施設・設備等を借用して学芸会の練習
やいろいろな学習の表現の場にしてまいりました。若狭
公民館は、「第2の若狭小学校」として、より一層子ども
たちが足繁く通う場となりました。放課後子ども教室、
公民館まつり、地域文化祭、小学校の壁画作成、ふれ合い
美化作業等、公民館と学校が一体となって取り組んでき
た活動は数多くありました。「NPO法人地域サポートわ
かさ」として5年生との連携で地域のスウジグヮに名前
を付けた総合的学習や、人間としてのマナーを育むお茶
クラブの活動など、特色ある活動が鮮明に思い出されま
す。このような様々な連携活動は、若狭小学校の学校教
育目標「ふるさとを愛し、世界に目を向ける子」に繋がっ
ています。
　全ての連携活動が日々の生活を充実させ、若狭公民館
を中心に人と人との絆を深めながら地域も学校も豊か
に発展してきたことを誇りに思います。未来を担う若
狭っ子は、地域で育ててもらった「じんぶん」や「美ら

心」で自分の夢や希望に向かって世界に羽ばたいていく
ことだと信じています。若狭地域の人々の拠り所、地域
の要である若狭公民館のますますの発展を心からお祈
り致します。

思い出すのは
平成17年～23年　主査・第7代館長
津嘉山 剛

　若狭公民館の創立20周年おめでとうございます。
　私が若狭公民館に勤務していたのは、平成1７年4月
から平成23年3月までの5年間で（主査で赴任し、最後の
１年間は館長の職にありました。）、市役所勤務の中で最
も思い出に残る期間でした。
　若狭公民館への異動内示が出たとき、周りの人は「と
ても地域活動が盛んなところだよ。」と話してくれまし
たが、私は人の顔と名前を覚えるのが苦手なので、少し
不安になりました。そこで、名前とプロフィールを記入
したノートを作成する事を思いつきました。
　来客があるとお顔を拝見し、当時の山田館長に教えて
もらいながら「早川忠光さん ドイツ語サークル所属、社
会教育の先生」「東澄子さん 若手女性 若狭ちむどんど
ん太鼓指導者」「○○さん 自治会会長」、「○○さん 地域
に長く住んでいる方」、「○○さん 料理名人」、「○○さん 
パワフルな方」等と記入していきました。地域や公民館
で活動している方は大勢いらっしゃり、ノートには百人
以上の名前が載り、繰り返し見返しました。
　今振り返ってみても、若狭公民館は本当に多くの方々
の繋がりで成り立っているのだと感じています。「公民
館まつり」、「ナイトウォーク」、「若狭地域文化祭」、「100
人でだるまさんがころんだ」、「全国公民館ホームページ
コンクール最優秀賞受賞、館報コンクール優秀賞受賞」
等々思い出す事は多く、在任中の５年間は、地域や公民
館関係者のご協力に支えられ、充実した日々を過ごすこ
とが出来ました。地域及び若狭公民館の、今後ますます
のご発展をお祈りします。
　最後に、山田民子元館長をはじめ地域、公民館の方々
及び、絵を描く喜びを広げてくれた宮城潤元館長に感謝
いたします。
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あいさつ

那覇市若狭公民館
館長　下地 敏雄

　はいさい！　ぐすーよー　今日うがなびら。
　若狭公民館かぃ　めんそーちきみそーち　いっぺー　にふぃえーでーびる。
　今日や「開館20周年記念式典」ぬ御祝儀　なとーいびん　ご挨拶うんぬきやびら。　

　さて、当公民館のある若狭、そして隣接する界隈･･･とても個性的な地域です。まず若狭１丁目には
600年以上の歴史があると伝えられる波上宮があります。そして、その傍には創建以来、琉球国王の祈願寺
だった護国寺、ナンミンヌガンチョーと呼ばれた宣教師ベッテルハイムが滞在していたことでも有名
です。また近くにある至聖廟には、日本でも数箇所にしかないと言われる孔子廟があり、現在、久米の
松山公園内に移設再建中です。さらに若狭から少し離れた南側に、琉球舞踊「花風」の舞台となった
三重城、北側にはペリー上陸記念碑のある泊外人墓地などがあり、他にも沖縄の子守歌「耳切り坊主」
で唄われている黒金座主が住職を勤めた護道院跡や昔話で語られる「夫婦瀬（ミートゥジー）」など、
若狭及びこの界隈は沖縄の歴史や文化に関わりが深く、史跡も散在する地域です。
　また昔から余所者を快く受け入れる気質があるようで、県外からの移住者や外国人も多く暮らして
います。閉鎖的、排斥的ではない、開放的で「来るものは拒まず」的な、大らかな地域性があります。３年
ほど前には若狭地先にクルーズ船を受け入れるバースも完成し、界隈を闊歩する外国人の姿も目立つ
ようになってきました。今年の4月から那覇港ウォーターフロントの共用も始まるそうです。若狭及び
隣接する地域は、益々、国際性豊かで、活気とロマンに満ちた地域へと変貌、発展していくものと期待
されています。
　このように当公民館は、歴史的、文化的にも恵まれ、国際色の強い場所に立地しています。開館から
20年、そんな多様な個性の中で、地域や利用団体の皆さまに愛され、支えられ、育てていただきました。
現在はNPO法人地域サポート若狭に業務を一部委託していますが、平成26年度から指定管理に移行
することが決定しています。地域に開かれた学び舎として、気軽にご利用いただける地域の談話室
として、これからも尚、一層、愛される地域の公民館を目指して努力してまいる所存です。
　最後になりましたが、開館20周年記念事業実行委員会を立ち上げ、資金造成から本日の記念式典の
開催まで、誠心誠意ご尽力を賜わりました記念事業実行委員会の山田民子委員長はじめ、利用団体の
金城光男会長、地域の自治会長の皆さま、そして幾多の関係者の皆さまのご支援とご協力に対し、衷心
より感謝を申し上げます。

　今日や　若狭公民館ぬ　御祝儀し　きみそーち　いっぺー　にふぃえーでーびたん！

若狭公民館20周年記念にあたり
平成3年～6年　初代館長
高良 繁

　若狭公民館の開館20周年記念に当たり、一言ご挨拶
申しあげます。
　若狭公民館は、公民館7館設置構想の中、58号線の西
側に成人の学習施設の設置を願う地域住民の声により
設置されました。
　建設地は、その頃、老朽化していた若狭市場に決定し
ました。まだ、若狭市場で営業を続けている店子の移転
補償から、事業が始りました。並行して、公民館の設計
等にも参加して意見を述べる機会がありました。
　まず、予定地が狭隘であるため、駐車場が設置出来な
いこと、図書館を1階、公民館を2階、3階に設置するこ
とを決めました。公民館にパソコン通信を設置するこ
と、パソコン通信とは現在のインターネットの前身で、
文字だけによる情報発信のシステムです。このシステ
ムの立ち上げは職員やメーカーとの協力によって完成
しました。他にホールの床にフローリングを設置、舞台
下に椅子の格納庫を設置、調理室を多目的に利用する
ため、調理台を壁側に設置、和室にお茶の窯を設置した
ことなど、利用者の立場に立ったいろいろな意見を実
現しました。また、図書館については、書架を木製で作
成したこと、ビデオ等の視聴設備の設置や貸し出しを
実現しました。
　地域との関連では、前島から西町までの広い地域を
カバーする必要があるため、地域の自治会との連携に
努力しました。特に、建設地である若狭2丁目はこの機
会に自治会が設置され活動の中心的役割を担ってきま
した。開館にあたっては、職員が全地域を回ってチラシ
を配布し、開館と利用についてお知らせしました。
　その後の公民館の活動は、地域や学校と一緒になっ
た活動が多く実施されています。公民館主催の講座の
実施、市民主体のサークル活動の実施、地域まつり等へ
の参加、学校行事への協力などが上げられます。
　このような若狭公民館の活動が認められ、第52回の
優良公民館表彰で文部大臣表彰を受け、また、公民館の
ホームページについても表彰されたと聞いています。
これからも、この20周年記念を更なるバネとして、さ
らに地域に根差した公民館活動を目指し、地域と一体
となった公民館運営を続けていってください。
　あらためて、公民館の20周年記念のお祝いを申し上
げます。20周年おめでとうございます。

若狭公民館二十歳のお祝い
平成4年～7年　公民館主事
當間 一也

　若狭公民館　ご成人おめでとうございます。
若狭公民館公民館初代職員　當間一也　と申します。
私が那覇市職員として採用され、最初に配属されたの
が若狭公民館です。とっ、言う事は・・・
『若狭公民館の年齢＝私の勤続年数』
若狭公民館には人一倍、愛着と親近感を感じます。
　若狭公民館での思い出は、楽しい思い出ばかりで、い
ろんな方々との出会いもありました。実行委員会の委
員長『山田民子さん』もその一人で、私の第2のかあちゃ
んです。
　公民館祭りでは、実行委員会やサークルの皆さんと
花飾りを一緒に作り、正月には「新春餅つき大会」、中学
生の思い出に企画した「ナイトウォーク」、地域の子ど
も達が中心となった「エイサー　ミチュジュネー」、一
緒に参加したサークル活動etc…思い出がたくさん詰
まっています。
　地域と共に若狭公民館のさらなるご活躍を期待して
おります。私も皆さんに負けませんよ！

若狭公民館開館20周年記念によせて
平成7年～9年　第2代館長
宮良 毅

　華々しく若狭公民館が開館して早20年の歳月が流
れたのかと思うと感概深いものがあります。当時那覇
市として国道58号線から西側に全住民が利用できる
文化施設の皆無の状況でありました。市教委は、当地域
の活性化を図る上からも是非図書館併設で公民館の設
置をという目標を掲げました。実現するにはまず、若狭
市場を撤去しなければならずこれまで商いを続けてこ
られた方々の移転をどうしらたよいか等々の諸問題を
解決すべく鋭意努力した結果公民館建設にこぎつける
ことができました。
　開館20周年若狭公民館も成人式を迎えることにな
りました。若狭を中心とした地域の皆様の生涯学習に
対する熱意を施設に対する愛着によって日々親しみを
以て利用されてきました。
　私は初代高良繁館長の後任として平成7年4月に赴
任して参りました。3年間若狭公民館でお世話になりま

した。まだまだ開館して間もないころで建物自体新鮮な
輝きがありましたし、利用者の皆さんがこの施設をこれ
からも力を合わせて育てていこうという意気込みや暖
かい眼差しを毎日感じながら過ごす事ができました。
　若狭公民館が地域に根ざす交流とコミュニケーショ
ンの中核施設を目指して、職員一同生き生きと仕事に取
り組むことができた充実の3年間でした。
　あれから10年余、長い間ご無沙汰してしまいました。
申し訳ございません。
　さて、急速に進化する情報化社会に身を置く昨今、地
球の裏側で起きることでさえ瞬時にお茶の間に飛び込
んできますが、それとは裏側に地域の中で、しかもすぐ
お隣に何がおきているのかがなかなか伝わってこない
のが各地域の抱える現状ではないかと思います。このま
ま進むとコミュニティーの喪失に繋がりかねません。そ
れだけ地域と個人との関わり合いがますます希薄にな
り、その度合いを深めているようにも思われます。
　この度成人式を迎えた若狭公民館がこれから先、地域
の抱える多面的な要求や課題とどのように向き合って
いくのか人生に例えるならば大切な分岐点に立っての
新しいスタートのような気がします。今は故人となって
「男はつらいよふーてんの寅さん」でお馴染みの山田洋
二監督にあるテレビレポーターが「若者」とはなにか？
監督の定義はなんですかときかれた際に彼曰く「そうだ
なあ……現状じゃだめだと思える人……うん、それが若
人の条件じゃないの……」と言われたのが印象に残って
います。
　現状をさらによりよいものに変えていくという事は
どんな時でも大きなチャレンジです、簡単にはできませ
ん、若狭公民館がいつまでも地域の求心力を失うことな
く、地域の皆さんが歴史と伝統のあるこの若狭地域の住
民であるという喜びをいつも感じながら生活できたら
実に素晴らしい事だと思います。　また、住民全てが「よ
り豊かな人生を送っていくにはどうしたらいいので
しょうか？」の問いかけに対していつも知識、情報、知恵
が結集さて、それを色々な形で発信できる公民館であり
続けて欲しいと切に願う次第です。開館20周年まこと
におめでとうございます。

若狭公民館20周年に寄せて
平成6年～8年　公民館主事
末吉 正幸

　第1回地域文化祭のためにパワー溢れる山田さんと
地域をくまなく回った事。古の若狭を地図と模型で再現
する吉峯さんの後を付いていった事。上原千恵美さんが

力を貸してくれたパソコン通信での学習情報提供に格
闘した事。夫妻で八面六臂の活躍をする上原美智子さん
に頭が下がる思いをした事。赤ら顔の當間さんの若きハ
チャメチャ振りに振り回された事(^^)v。ブーゲンビリ
アの花開くことを夢見て高良館長と土作りに勤しんだ
事。宮良館長に甘え、運転手になってもらい皆で遠くま
で飲みにいった事。同僚職員の皆様・感謝！
最初は得体の知れなかった八尾さん。ヤクルトの喜納さ
んや若狭の女性ボス岸本さん、フラの上原さん、立尾会
長、多くの地域や利用者の皆様に、心から深く感謝！皆
様の支援に元気10倍、勇気100倍頂きました。
　そんな支えに気をよくし、無謀だとも言われながら始
まったナイトウォーク。環境の変化に対応しながらも未
だに続いていることは驚きでもあり、地域の皆様にも少
しは認められているのかなと嬉しくも思います。
　公民館主事としてあっというま3年でしたが、私の
とってはかけがえの無い財産となっています。若狭公民
館に海より深く感謝！

「男子厨房クラブ」の追憶
若狭公民館利用団体連絡協議会 第3代会長
上原 博

　若狭公民館の市民講座に「男子厨房クラブ」が開設さ
れたのは平成8年1月30日からであった。今から17年前
のことである。当時の館長は、宮良毅さんであった。毎週
火曜日の午後6時30分から9時30分までの三時間で
あった。講師は当時近くにあった台湾飯店のベテラン料
理長の田淵さん（岡山県出身）であった。
　講座は募集のときから人気があり、応募者が多く抽選
で決められた。開講後も好評であったので、特別の計ら
いで期間が何度も延長され一か年近く続いたような憶
えがる。
　日本の社会では、昔から「男子厨房へ入らず」と教えら
れ台所仕事は女性の専業であった。この講座はあえてこ
の習慣に逆らい男性だけでスタートした。しかし、その
好評ぶりからわかる通り世の男性たちの中には、料理を
作ってみたい。妻の手助けをしたい。という潜在的な願
いが多かったと思われる。
　講座は数グループに分かれて行われた。中華を中心に
和食、洋食に亘っていた。毎回先生が丁寧レシピを作っ
てきた。それと先生の実技指導によって作っていたの
で、初心者でもスムーズに作れた。レシピの綴りも分厚
いものになっていた。講座の終了後は、みんなで試食を
して楽しいひとときを過した。
　長い期間に及ぶ講座だったので、終了する頃には開講

時に比べてみんな包丁などの器具の使い方、料理の炊き
方、炒め方、揚げ方なども板に付いていた。家で調理をす
る人を調べてみたら全員が挙手をした。家族に褒められ
るとやる気が高まり、実践する日も多くなったと言い
合っていた。
　あのときの受講者の方は、今ごろは家族に煽てられて
ながら台所に立つことが当たり前になっていることで
しょう。何事もそうですが、コツを憶えれば楽しくやれ
るものです。私はもともと料理を作ることが好きでした
が、今は食材の買入れから作ることまでやっています。
妻が留守をするときでも空腹をかってることはありま
せん。
　今は小学校から全生徒を対象に食育という授業を
行っています。食材の生産からその栄養、作り方まで教
えているようです。このことからすると、17年前に若狭
公民館が男性対象の料理講座を開設したということは
先進的な事業であったと言えるでしょう。大変感謝して
います。

私と公民館
若狭一丁目自治会 会長
岸本 麗子

　21年前にタイム・スリップ、更地になった公民館建設
予定地にトラックで土を運び、PTA学年親子レクの名目
で「泥んこ遊び」を計画しました。子ども達は大喜びで
「泥ダンゴ」を作ったり、思い思いに土を手にふざけた
り、無邪気に遊んでいました。都会の中で土に接する機
会が失われつつある現代で貴重な体験ができたと思い
ます。
　公民館が建設されてからは、時間があれば公民館に足
を運び気に入った講座があれば、受講し、歴代の館長と
も親しく会話ができました。
　私は長年公園で子ども達にエイサー指導をしていま
したが、山田館長のおかげで公民館を子ども達の居場所
作りの拠点として使う事ができました。私も公民館活動
のおかげで成長させていただきました。私のお手本であ
る山田さん、島袋さんありがとうございます。20周年を
期に今後の公民館のありかたを皆で考える機会になれ
ばと思います。

20年を振り返って
若狭一丁目自治会 前会長
糸数 武

　このたび、若狭公民館の創立20周年の記念すべき時
を迎えることができましたことは、公民館長をはじめ、
職員の皆さんや大勢の公民館利用団体の皆さんととも
に、自治会の皆さんにおいても喜びの中に感概深いもの
があるのではないでしょうか。それは、公民館の歴史を
尋ねるとき、そこには公民館に深く拘ってきた人達の限
りない思い出があるからだと思います。そこで20年前
を振り返ってみますと、当事は現在の公民館の場所には
若狭市場があって、地域には売店等は殆どなかったの
で、若狭地域の皆さんは勿論のこと、隣接する地域の人
達もこの市場で買物をしていました。しかし、その2、3
年前頃から、比較的安い商品を売るスーパーが出来はじ
めた為に、次第に市場への客足も減少傾向になり、その
うちに市場での商売がきびしくなって、ぽつりぽつり店
をたたむ人が出初めたのです。そこに、タイミングよく
地主である市の方から建物をつくる計画案が出てきた
ので、地域の自治会が中心となって、是非公民館を建設
してもらいたいとの精一杯の陳状により、願が叶って現
在の公民館が建設されました。
　ご承知のように、公民館は那覇市教育委員会の管轄に
なっており、生涯学習の一環としてサークル活動の殆ど
が公民館で行われております。そのことによって各人の
個性に更なる磨きがかかるのはすばらしいことであり
ます。そのほかにも私たち若狭公民館の自治会が公民館
との関わりが深く、特に屋内で行う行事は公民館の三階
ホールや研修室を使わせてもらっています。もっと申し
上げたいのですが、紙面の都合上、以上をもって終りと
致します。最後に、現在は「NPO地域サポートわかさ」が
一部業務を受託し、運営しています。

20周年に寄せて
若狭公民館利用団体連絡協議会 第7代会長
佐久本 暁

　全国的にも素晴らしい業績を上げている若狭公民館
の20周年記念式典並びに祝賀会に当たり心から感謝と
お祝いを申し上げます。
　私が利団協役員として関わり始めたのは、４代目高里
洋介館長になってからであり、翔苑会から利団協の副会
長としてご活躍された西平さんの急死により、急遽替わ
りを翔苑会から出して欲しいとのことで副会長を引受
けてからであります。

　楽しかったことや苦しかった思い出は沢山あります
が、特に、高里館長や津嘉山館長のファッションショ―
の舞台出演、山田民子館長の斬新な考え方と呈茶でのお
もてなし、利団協会則の全面改正、ナイトウォークで一
晩中中学生達とお付き合いしたことであります。
　NPO法人地域サポートわかさは、若狭公民館事業の管
理委託を受けておりますが、素晴らしいスタッフの下で
さらに30周年に向けて充実し、地域とともに発展される
ことを祈念いたしましてお祝いの言葉といたします。

若狭公民館と若狭小学校との連携を振り返って
琉球大学教育学部教育実践総合センター 准教授
玉城 きみ子（元若狭小学校校長）

　若狭公民館創立20周年、誠におめでとうございます。
若狭地域の活性化・発展の原動力となり、いつも地域の
中心的な役割を果たしている若狭公民館の記念すべき
節目に、皆様方とともにお祝いできることをこの上ない
喜びと光栄に存じます。
　平成17年～19年までの3年間、若狭小学校校長とし
て、若狭地域には大変お世話になりました。若狭公民館
を中心とした地域の皆様に支えられ、若狭っ子の「安心
安全の確保をはじめ優しさ、賢さ、たくましさ」を共に育
んでまいりました。若狭小学校が地域の学校として皆様
方に大事にされていることに対し心から感謝を申し上
げます。
　振り返ってみますと、平成17年度に体育館がアスベ
スト除去作業のために使用不可能になった時、若狭っ子
に温かい手をさしのべて下さったのは若狭公民館でし
た。若狭公民館の施設・設備等を借用して学芸会の練習
やいろいろな学習の表現の場にしてまいりました。若狭
公民館は、「第2の若狭小学校」として、より一層子ども
たちが足繁く通う場となりました。放課後子ども教室、
公民館まつり、地域文化祭、小学校の壁画作成、ふれ合い
美化作業等、公民館と学校が一体となって取り組んでき
た活動は数多くありました。「NPO法人地域サポートわ
かさ」として5年生との連携で地域のスウジグヮに名前
を付けた総合的学習や、人間としてのマナーを育むお茶
クラブの活動など、特色ある活動が鮮明に思い出されま
す。このような様々な連携活動は、若狭小学校の学校教
育目標「ふるさとを愛し、世界に目を向ける子」に繋がっ
ています。
　全ての連携活動が日々の生活を充実させ、若狭公民館
を中心に人と人との絆を深めながら地域も学校も豊か
に発展してきたことを誇りに思います。未来を担う若
狭っ子は、地域で育ててもらった「じんぶん」や「美ら

心」で自分の夢や希望に向かって世界に羽ばたいていく
ことだと信じています。若狭地域の人々の拠り所、地域
の要である若狭公民館のますますの発展を心からお祈
り致します。

思い出すのは
平成17年～23年　主査・第7代館長
津嘉山 剛

　若狭公民館の創立20周年おめでとうございます。
　私が若狭公民館に勤務していたのは、平成1７年4月
から平成23年3月までの5年間で（主査で赴任し、最後の
１年間は館長の職にありました。）、市役所勤務の中で最
も思い出に残る期間でした。
　若狭公民館への異動内示が出たとき、周りの人は「と
ても地域活動が盛んなところだよ。」と話してくれまし
たが、私は人の顔と名前を覚えるのが苦手なので、少し
不安になりました。そこで、名前とプロフィールを記入
したノートを作成する事を思いつきました。
　来客があるとお顔を拝見し、当時の山田館長に教えて
もらいながら「早川忠光さん ドイツ語サークル所属、社
会教育の先生」「東澄子さん 若手女性 若狭ちむどんど
ん太鼓指導者」「○○さん 自治会会長」、「○○さん 地域
に長く住んでいる方」、「○○さん 料理名人」、「○○さん 
パワフルな方」等と記入していきました。地域や公民館
で活動している方は大勢いらっしゃり、ノートには百人
以上の名前が載り、繰り返し見返しました。
　今振り返ってみても、若狭公民館は本当に多くの方々
の繋がりで成り立っているのだと感じています。「公民
館まつり」、「ナイトウォーク」、「若狭地域文化祭」、「100
人でだるまさんがころんだ」、「全国公民館ホームページ
コンクール最優秀賞受賞、館報コンクール優秀賞受賞」
等々思い出す事は多く、在任中の５年間は、地域や公民
館関係者のご協力に支えられ、充実した日々を過ごすこ
とが出来ました。地域及び若狭公民館の、今後ますます
のご発展をお祈りします。
　最後に、山田民子元館長をはじめ地域、公民館の方々
及び、絵を描く喜びを広げてくれた宮城潤元館長に感謝
いたします。
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若狭公民館20周年記念にあたり
平成3年～6年　初代館長
高良 繁

　若狭公民館の開館20周年記念に当たり、一言ご挨拶
申しあげます。
　若狭公民館は、公民館7館設置構想の中、58号線の西
側に成人の学習施設の設置を願う地域住民の声により
設置されました。
　建設地は、その頃、老朽化していた若狭市場に決定し
ました。まだ、若狭市場で営業を続けている店子の移転
補償から、事業が始りました。並行して、公民館の設計
等にも参加して意見を述べる機会がありました。
　まず、予定地が狭隘であるため、駐車場が設置出来な
いこと、図書館を1階、公民館を2階、3階に設置するこ
とを決めました。公民館にパソコン通信を設置するこ
と、パソコン通信とは現在のインターネットの前身で、
文字だけによる情報発信のシステムです。このシステ
ムの立ち上げは職員やメーカーとの協力によって完成
しました。他にホールの床にフローリングを設置、舞台
下に椅子の格納庫を設置、調理室を多目的に利用する
ため、調理台を壁側に設置、和室にお茶の窯を設置した
ことなど、利用者の立場に立ったいろいろな意見を実
現しました。また、図書館については、書架を木製で作
成したこと、ビデオ等の視聴設備の設置や貸し出しを
実現しました。
　地域との関連では、前島から西町までの広い地域を
カバーする必要があるため、地域の自治会との連携に
努力しました。特に、建設地である若狭2丁目はこの機
会に自治会が設置され活動の中心的役割を担ってきま
した。開館にあたっては、職員が全地域を回ってチラシ
を配布し、開館と利用についてお知らせしました。
　その後の公民館の活動は、地域や学校と一緒になっ
た活動が多く実施されています。公民館主催の講座の
実施、市民主体のサークル活動の実施、地域まつり等へ
の参加、学校行事への協力などが上げられます。
　このような若狭公民館の活動が認められ、第52回の
優良公民館表彰で文部大臣表彰を受け、また、公民館の
ホームページについても表彰されたと聞いています。
これからも、この20周年記念を更なるバネとして、さ
らに地域に根差した公民館活動を目指し、地域と一体
となった公民館運営を続けていってください。
　あらためて、公民館の20周年記念のお祝いを申し上
げます。20周年おめでとうございます。

若狭公民館二十歳のお祝い
平成4年～7年　公民館主事
當間 一也

　若狭公民館　ご成人おめでとうございます。
若狭公民館公民館初代職員　當間一也　と申します。
私が那覇市職員として採用され、最初に配属されたの
が若狭公民館です。とっ、言う事は・・・
『若狭公民館の年齢＝私の勤続年数』
若狭公民館には人一倍、愛着と親近感を感じます。
　若狭公民館での思い出は、楽しい思い出ばかりで、い
ろんな方々との出会いもありました。実行委員会の委
員長『山田民子さん』もその一人で、私の第2のかあちゃ
んです。
　公民館祭りでは、実行委員会やサークルの皆さんと
花飾りを一緒に作り、正月には「新春餅つき大会」、中学
生の思い出に企画した「ナイトウォーク」、地域の子ど
も達が中心となった「エイサー　ミチュジュネー」、一
緒に参加したサークル活動etc…思い出がたくさん詰
まっています。
　地域と共に若狭公民館のさらなるご活躍を期待して
おります。私も皆さんに負けませんよ！

若狭公民館開館20周年記念によせて
平成7年～9年　第2代館長
宮良 毅

　華々しく若狭公民館が開館して早20年の歳月が流
れたのかと思うと感概深いものがあります。当時那覇
市として国道58号線から西側に全住民が利用できる
文化施設の皆無の状況でありました。市教委は、当地域
の活性化を図る上からも是非図書館併設で公民館の設
置をという目標を掲げました。実現するにはまず、若狭
市場を撤去しなければならずこれまで商いを続けてこ
られた方々の移転をどうしらたよいか等々の諸問題を
解決すべく鋭意努力した結果公民館建設にこぎつける
ことができました。
　開館20周年若狭公民館も成人式を迎えることにな
りました。若狭を中心とした地域の皆様の生涯学習に
対する熱意を施設に対する愛着によって日々親しみを
以て利用されてきました。
　私は初代高良繁館長の後任として平成7年4月に赴
任して参りました。3年間若狭公民館でお世話になりま

した。まだまだ開館して間もないころで建物自体新鮮な
輝きがありましたし、利用者の皆さんがこの施設をこれ
からも力を合わせて育てていこうという意気込みや暖
かい眼差しを毎日感じながら過ごす事ができました。
　若狭公民館が地域に根ざす交流とコミュニケーショ
ンの中核施設を目指して、職員一同生き生きと仕事に取
り組むことができた充実の3年間でした。
　あれから10年余、長い間ご無沙汰してしまいました。
申し訳ございません。
　さて、急速に進化する情報化社会に身を置く昨今、地
球の裏側で起きることでさえ瞬時にお茶の間に飛び込
んできますが、それとは裏側に地域の中で、しかもすぐ
お隣に何がおきているのかがなかなか伝わってこない
のが各地域の抱える現状ではないかと思います。このま
ま進むとコミュニティーの喪失に繋がりかねません。そ
れだけ地域と個人との関わり合いがますます希薄にな
り、その度合いを深めているようにも思われます。
　この度成人式を迎えた若狭公民館がこれから先、地域
の抱える多面的な要求や課題とどのように向き合って
いくのか人生に例えるならば大切な分岐点に立っての
新しいスタートのような気がします。今は故人となって
「男はつらいよふーてんの寅さん」でお馴染みの山田洋
二監督にあるテレビレポーターが「若者」とはなにか？
監督の定義はなんですかときかれた際に彼曰く「そうだ
なあ……現状じゃだめだと思える人……うん、それが若
人の条件じゃないの……」と言われたのが印象に残って
います。
　現状をさらによりよいものに変えていくという事は
どんな時でも大きなチャレンジです、簡単にはできませ
ん、若狭公民館がいつまでも地域の求心力を失うことな
く、地域の皆さんが歴史と伝統のあるこの若狭地域の住
民であるという喜びをいつも感じながら生活できたら
実に素晴らしい事だと思います。　また、住民全てが「よ
り豊かな人生を送っていくにはどうしたらいいので
しょうか？」の問いかけに対していつも知識、情報、知恵
が結集さて、それを色々な形で発信できる公民館であり
続けて欲しいと切に願う次第です。開館20周年まこと
におめでとうございます。

若狭公民館20周年に寄せて
平成6年～8年　公民館主事
末吉 正幸

　第1回地域文化祭のためにパワー溢れる山田さんと
地域をくまなく回った事。古の若狭を地図と模型で再現
する吉峯さんの後を付いていった事。上原千恵美さんが

力を貸してくれたパソコン通信での学習情報提供に格
闘した事。夫妻で八面六臂の活躍をする上原美智子さん
に頭が下がる思いをした事。赤ら顔の當間さんの若きハ
チャメチャ振りに振り回された事(^^)v。ブーゲンビリ
アの花開くことを夢見て高良館長と土作りに勤しんだ
事。宮良館長に甘え、運転手になってもらい皆で遠くま
で飲みにいった事。同僚職員の皆様・感謝！
最初は得体の知れなかった八尾さん。ヤクルトの喜納さ
んや若狭の女性ボス岸本さん、フラの上原さん、立尾会
長、多くの地域や利用者の皆様に、心から深く感謝！皆
様の支援に元気10倍、勇気100倍頂きました。
　そんな支えに気をよくし、無謀だとも言われながら始
まったナイトウォーク。環境の変化に対応しながらも未
だに続いていることは驚きでもあり、地域の皆様にも少
しは認められているのかなと嬉しくも思います。
　公民館主事としてあっというま3年でしたが、私の
とってはかけがえの無い財産となっています。若狭公民
館に海より深く感謝！

「男子厨房クラブ」の追憶
若狭公民館利用団体連絡協議会 第3代会長
上原 博

　若狭公民館の市民講座に「男子厨房クラブ」が開設さ
れたのは平成8年1月30日からであった。今から17年前
のことである。当時の館長は、宮良毅さんであった。毎週
火曜日の午後6時30分から9時30分までの三時間で
あった。講師は当時近くにあった台湾飯店のベテラン料
理長の田淵さん（岡山県出身）であった。
　講座は募集のときから人気があり、応募者が多く抽選
で決められた。開講後も好評であったので、特別の計ら
いで期間が何度も延長され一か年近く続いたような憶
えがる。
　日本の社会では、昔から「男子厨房へ入らず」と教えら
れ台所仕事は女性の専業であった。この講座はあえてこ
の習慣に逆らい男性だけでスタートした。しかし、その
好評ぶりからわかる通り世の男性たちの中には、料理を
作ってみたい。妻の手助けをしたい。という潜在的な願
いが多かったと思われる。
　講座は数グループに分かれて行われた。中華を中心に
和食、洋食に亘っていた。毎回先生が丁寧レシピを作っ
てきた。それと先生の実技指導によって作っていたの
で、初心者でもスムーズに作れた。レシピの綴りも分厚
いものになっていた。講座の終了後は、みんなで試食を
して楽しいひとときを過した。
　長い期間に及ぶ講座だったので、終了する頃には開講

時に比べてみんな包丁などの器具の使い方、料理の炊き
方、炒め方、揚げ方なども板に付いていた。家で調理をす
る人を調べてみたら全員が挙手をした。家族に褒められ
るとやる気が高まり、実践する日も多くなったと言い
合っていた。
　あのときの受講者の方は、今ごろは家族に煽てられて
ながら台所に立つことが当たり前になっていることで
しょう。何事もそうですが、コツを憶えれば楽しくやれ
るものです。私はもともと料理を作ることが好きでした
が、今は食材の買入れから作ることまでやっています。
妻が留守をするときでも空腹をかってることはありま
せん。
　今は小学校から全生徒を対象に食育という授業を
行っています。食材の生産からその栄養、作り方まで教
えているようです。このことからすると、17年前に若狭
公民館が男性対象の料理講座を開設したということは
先進的な事業であったと言えるでしょう。大変感謝して
います。

私と公民館
若狭一丁目自治会 会長
岸本 麗子

　21年前にタイム・スリップ、更地になった公民館建設
予定地にトラックで土を運び、PTA学年親子レクの名目
で「泥んこ遊び」を計画しました。子ども達は大喜びで
「泥ダンゴ」を作ったり、思い思いに土を手にふざけた
り、無邪気に遊んでいました。都会の中で土に接する機
会が失われつつある現代で貴重な体験ができたと思い
ます。
　公民館が建設されてからは、時間があれば公民館に足
を運び気に入った講座があれば、受講し、歴代の館長と
も親しく会話ができました。
　私は長年公園で子ども達にエイサー指導をしていま
したが、山田館長のおかげで公民館を子ども達の居場所
作りの拠点として使う事ができました。私も公民館活動
のおかげで成長させていただきました。私のお手本であ
る山田さん、島袋さんありがとうございます。20周年を
期に今後の公民館のありかたを皆で考える機会になれ
ばと思います。

20年を振り返って
若狭一丁目自治会 前会長
糸数 武

　このたび、若狭公民館の創立20周年の記念すべき時
を迎えることができましたことは、公民館長をはじめ、
職員の皆さんや大勢の公民館利用団体の皆さんととも
に、自治会の皆さんにおいても喜びの中に感概深いもの
があるのではないでしょうか。それは、公民館の歴史を
尋ねるとき、そこには公民館に深く拘ってきた人達の限
りない思い出があるからだと思います。そこで20年前
を振り返ってみますと、当事は現在の公民館の場所には
若狭市場があって、地域には売店等は殆どなかったの
で、若狭地域の皆さんは勿論のこと、隣接する地域の人
達もこの市場で買物をしていました。しかし、その2、3
年前頃から、比較的安い商品を売るスーパーが出来はじ
めた為に、次第に市場への客足も減少傾向になり、その
うちに市場での商売がきびしくなって、ぽつりぽつり店
をたたむ人が出初めたのです。そこに、タイミングよく
地主である市の方から建物をつくる計画案が出てきた
ので、地域の自治会が中心となって、是非公民館を建設
してもらいたいとの精一杯の陳状により、願が叶って現
在の公民館が建設されました。
　ご承知のように、公民館は那覇市教育委員会の管轄に
なっており、生涯学習の一環としてサークル活動の殆ど
が公民館で行われております。そのことによって各人の
個性に更なる磨きがかかるのはすばらしいことであり
ます。そのほかにも私たち若狭公民館の自治会が公民館
との関わりが深く、特に屋内で行う行事は公民館の三階
ホールや研修室を使わせてもらっています。もっと申し
上げたいのですが、紙面の都合上、以上をもって終りと
致します。最後に、現在は「NPO地域サポートわかさ」が
一部業務を受託し、運営しています。

20周年に寄せて
若狭公民館利用団体連絡協議会 第7代会長
佐久本 暁

　全国的にも素晴らしい業績を上げている若狭公民館
の20周年記念式典並びに祝賀会に当たり心から感謝と
お祝いを申し上げます。
　私が利団協役員として関わり始めたのは、４代目高里
洋介館長になってからであり、翔苑会から利団協の副会
長としてご活躍された西平さんの急死により、急遽替わ
りを翔苑会から出して欲しいとのことで副会長を引受
けてからであります。

　楽しかったことや苦しかった思い出は沢山あります
が、特に、高里館長や津嘉山館長のファッションショ―
の舞台出演、山田民子館長の斬新な考え方と呈茶でのお
もてなし、利団協会則の全面改正、ナイトウォークで一
晩中中学生達とお付き合いしたことであります。
　NPO法人地域サポートわかさは、若狭公民館事業の管
理委託を受けておりますが、素晴らしいスタッフの下で
さらに30周年に向けて充実し、地域とともに発展される
ことを祈念いたしましてお祝いの言葉といたします。

若狭公民館と若狭小学校との連携を振り返って
琉球大学教育学部教育実践総合センター 准教授
玉城 きみ子（元若狭小学校校長）

　若狭公民館創立20周年、誠におめでとうございます。
若狭地域の活性化・発展の原動力となり、いつも地域の
中心的な役割を果たしている若狭公民館の記念すべき
節目に、皆様方とともにお祝いできることをこの上ない
喜びと光栄に存じます。
　平成17年～19年までの3年間、若狭小学校校長とし
て、若狭地域には大変お世話になりました。若狭公民館
を中心とした地域の皆様に支えられ、若狭っ子の「安心
安全の確保をはじめ優しさ、賢さ、たくましさ」を共に育
んでまいりました。若狭小学校が地域の学校として皆様
方に大事にされていることに対し心から感謝を申し上
げます。
　振り返ってみますと、平成17年度に体育館がアスベ
スト除去作業のために使用不可能になった時、若狭っ子
に温かい手をさしのべて下さったのは若狭公民館でし
た。若狭公民館の施設・設備等を借用して学芸会の練習
やいろいろな学習の表現の場にしてまいりました。若狭
公民館は、「第2の若狭小学校」として、より一層子ども
たちが足繁く通う場となりました。放課後子ども教室、
公民館まつり、地域文化祭、小学校の壁画作成、ふれ合い
美化作業等、公民館と学校が一体となって取り組んでき
た活動は数多くありました。「NPO法人地域サポートわ
かさ」として5年生との連携で地域のスウジグヮに名前
を付けた総合的学習や、人間としてのマナーを育むお茶
クラブの活動など、特色ある活動が鮮明に思い出されま
す。このような様々な連携活動は、若狭小学校の学校教
育目標「ふるさとを愛し、世界に目を向ける子」に繋がっ
ています。
　全ての連携活動が日々の生活を充実させ、若狭公民館
を中心に人と人との絆を深めながら地域も学校も豊か
に発展してきたことを誇りに思います。未来を担う若
狭っ子は、地域で育ててもらった「じんぶん」や「美ら

心」で自分の夢や希望に向かって世界に羽ばたいていく
ことだと信じています。若狭地域の人々の拠り所、地域
の要である若狭公民館のますますの発展を心からお祈
り致します。

思い出すのは
平成17年～23年　主査・第7代館長
津嘉山 剛

　若狭公民館の創立20周年おめでとうございます。
　私が若狭公民館に勤務していたのは、平成1７年4月
から平成23年3月までの5年間で（主査で赴任し、最後の
１年間は館長の職にありました。）、市役所勤務の中で最
も思い出に残る期間でした。
　若狭公民館への異動内示が出たとき、周りの人は「と
ても地域活動が盛んなところだよ。」と話してくれまし
たが、私は人の顔と名前を覚えるのが苦手なので、少し
不安になりました。そこで、名前とプロフィールを記入
したノートを作成する事を思いつきました。
　来客があるとお顔を拝見し、当時の山田館長に教えて
もらいながら「早川忠光さん ドイツ語サークル所属、社
会教育の先生」「東澄子さん 若手女性 若狭ちむどんど
ん太鼓指導者」「○○さん 自治会会長」、「○○さん 地域
に長く住んでいる方」、「○○さん 料理名人」、「○○さん 
パワフルな方」等と記入していきました。地域や公民館
で活動している方は大勢いらっしゃり、ノートには百人
以上の名前が載り、繰り返し見返しました。
　今振り返ってみても、若狭公民館は本当に多くの方々
の繋がりで成り立っているのだと感じています。「公民
館まつり」、「ナイトウォーク」、「若狭地域文化祭」、「100
人でだるまさんがころんだ」、「全国公民館ホームページ
コンクール最優秀賞受賞、館報コンクール優秀賞受賞」
等々思い出す事は多く、在任中の５年間は、地域や公民
館関係者のご協力に支えられ、充実した日々を過ごすこ
とが出来ました。地域及び若狭公民館の、今後ますます
のご発展をお祈りします。
　最後に、山田民子元館長をはじめ地域、公民館の方々
及び、絵を描く喜びを広げてくれた宮城潤元館長に感謝
いたします。
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　旧若狭市場跡に完成した当施設は、国道58号線以西でははじめての文化施設である。平成元年４月に
公民館・図書館建設用地として、用度管財課より教育委員会へ移管され、建設について地域住民、利用団体
からの意見・要望を聴取し、平成3年6月22日工事着工、平成4年3月19日竣工した。
　建物は若狭小学校、若狭公園に隣接し、1階は図書館、2・3階が公民館で地域住民の学習の場として誕生
した。特に生涯学習に関する情報等を提供する事業として、パーソナルコンピューターと電話回線を利用
したパソコン通信を県内の行政機関ではじめて導入した。
　平成16年度から21年度まで、公募による非常勤館長を配置した。
　平成22年度より公民館業務の一部をNPO法人に委託している。

年表
平成3年度
11月 若狭公民館の発足に伴い、館長　高良繁、公民館主事　山城正章が発令された。

平成4年度
4月 公民館主事　吉峯なおみが発令された。
5月 公民館主事　當間一也、社会教育指導員　島袋文雄、新崎美智子が配置された。
6月 若狭公民館及び図書館の開館式が行われた。
 利用団体・サークル（32団体）へ施設の提供が始まった。
7月 家庭教育学級　講演会「学校週5日制と家庭・地域社会でのとりくみ方」実施
8月 生涯学習情報提供事業『NAHAあけもどろネット』開局式が行われた。
 名画シアター「夏企画」実施（全8回）
 夏休み親子ふれあい事業「写生・紙工作」実施（全5回）
 夏休み親子ふれあい事業「料理教室」実施（全2回）
9月 市民講座「琉球民謡講座」実施（全12回）
 「児童絵画教室」実施（全6回）
 家庭教育学級　講演会「学校週5日制と子ども会活動」実施
 市民講座「ヘルシークッキング（家庭料理）」実施（全5回）
10月 「家庭教育学級講座」実施（全7回）
 市民講座「ヘルシークッキング（ワインと料理）」実施（全5回）
11月 名画シアター「オールディーズ・30’＆40’」実施（全10回）
1月 市民講座「リズム体操」実施（全10回）
 高齢者学級「うきしま大学」実施（全9回）
 「女性学級」実施（全9回）
2月 市民講座『暮らしを楽しむ手づくり講座」実施（前6回）
 家庭教育学級　講演会「新一年生をもつお母さんへ」実施
3月 「第１回若狭公民館まつり」開催

平成5年度
5月 市民講座「ちぎり絵講座」実施（全10回）
 家庭教育学級「お母さんの勉強室」実施（全8回）
6月 「ろうあ者向けワープロ入門講座」実施（全4回）
 市民講座「男の食卓①」実施（全5回）
7月 親子ふれあい事業「夏休み親子写生大会」実施
8月 夏休み特別企画「アニメ上映会」実施（全7回）
9月 高齢者学級「うきしま大学」実施（全7回）
 市民講座「水彩画」実施（全10回）
 女性学級「見直そう衣・食・住！」実施（全12回）
11月 市民講座「マンドリン講座」実施（全10回）
 成人講座「自動車学入門」実施（全5回）
 成人講座「おもしろ宗教学」実施（全6回）
2月 家庭教育学級　講演会「新一年生をもつお母さんへ」実施
 市民講座「男の食卓②」実施（全5回）
3月 「第2回若狭公民館まつり」開催
 少年教室「化石は古代へのタイムマシン」実施（全4回）

若狭公民館20周年記念にあたり
平成3年～6年　初代館長
高良 繁

　若狭公民館の開館20周年記念に当たり、一言ご挨拶
申しあげます。
　若狭公民館は、公民館7館設置構想の中、58号線の西
側に成人の学習施設の設置を願う地域住民の声により
設置されました。
　建設地は、その頃、老朽化していた若狭市場に決定し
ました。まだ、若狭市場で営業を続けている店子の移転
補償から、事業が始りました。並行して、公民館の設計
等にも参加して意見を述べる機会がありました。
　まず、予定地が狭隘であるため、駐車場が設置出来な
いこと、図書館を1階、公民館を2階、3階に設置するこ
とを決めました。公民館にパソコン通信を設置するこ
と、パソコン通信とは現在のインターネットの前身で、
文字だけによる情報発信のシステムです。このシステ
ムの立ち上げは職員やメーカーとの協力によって完成
しました。他にホールの床にフローリングを設置、舞台
下に椅子の格納庫を設置、調理室を多目的に利用する
ため、調理台を壁側に設置、和室にお茶の窯を設置した
ことなど、利用者の立場に立ったいろいろな意見を実
現しました。また、図書館については、書架を木製で作
成したこと、ビデオ等の視聴設備の設置や貸し出しを
実現しました。
　地域との関連では、前島から西町までの広い地域を
カバーする必要があるため、地域の自治会との連携に
努力しました。特に、建設地である若狭2丁目はこの機
会に自治会が設置され活動の中心的役割を担ってきま
した。開館にあたっては、職員が全地域を回ってチラシ
を配布し、開館と利用についてお知らせしました。
　その後の公民館の活動は、地域や学校と一緒になっ
た活動が多く実施されています。公民館主催の講座の
実施、市民主体のサークル活動の実施、地域まつり等へ
の参加、学校行事への協力などが上げられます。
　このような若狭公民館の活動が認められ、第52回の
優良公民館表彰で文部大臣表彰を受け、また、公民館の
ホームページについても表彰されたと聞いています。
これからも、この20周年記念を更なるバネとして、さ
らに地域に根差した公民館活動を目指し、地域と一体
となった公民館運営を続けていってください。
　あらためて、公民館の20周年記念のお祝いを申し上
げます。20周年おめでとうございます。

若狭公民館二十歳のお祝い
平成4年～7年　公民館主事
當間 一也

　若狭公民館　ご成人おめでとうございます。
若狭公民館公民館初代職員　當間一也　と申します。
私が那覇市職員として採用され、最初に配属されたの
が若狭公民館です。とっ、言う事は・・・
『若狭公民館の年齢＝私の勤続年数』
若狭公民館には人一倍、愛着と親近感を感じます。
　若狭公民館での思い出は、楽しい思い出ばかりで、い
ろんな方々との出会いもありました。実行委員会の委
員長『山田民子さん』もその一人で、私の第2のかあちゃ
んです。
　公民館祭りでは、実行委員会やサークルの皆さんと
花飾りを一緒に作り、正月には「新春餅つき大会」、中学
生の思い出に企画した「ナイトウォーク」、地域の子ど
も達が中心となった「エイサー　ミチュジュネー」、一
緒に参加したサークル活動etc…思い出がたくさん詰
まっています。
　地域と共に若狭公民館のさらなるご活躍を期待して
おります。私も皆さんに負けませんよ！

若狭公民館開館20周年記念によせて
平成7年～9年　第2代館長
宮良 毅

　華々しく若狭公民館が開館して早20年の歳月が流
れたのかと思うと感概深いものがあります。当時那覇
市として国道58号線から西側に全住民が利用できる
文化施設の皆無の状況でありました。市教委は、当地域
の活性化を図る上からも是非図書館併設で公民館の設
置をという目標を掲げました。実現するにはまず、若狭
市場を撤去しなければならずこれまで商いを続けてこ
られた方々の移転をどうしらたよいか等々の諸問題を
解決すべく鋭意努力した結果公民館建設にこぎつける
ことができました。
　開館20周年若狭公民館も成人式を迎えることにな
りました。若狭を中心とした地域の皆様の生涯学習に
対する熱意を施設に対する愛着によって日々親しみを
以て利用されてきました。
　私は初代高良繁館長の後任として平成7年4月に赴
任して参りました。3年間若狭公民館でお世話になりま

した。まだまだ開館して間もないころで建物自体新鮮な
輝きがありましたし、利用者の皆さんがこの施設をこれ
からも力を合わせて育てていこうという意気込みや暖
かい眼差しを毎日感じながら過ごす事ができました。
　若狭公民館が地域に根ざす交流とコミュニケーショ
ンの中核施設を目指して、職員一同生き生きと仕事に取
り組むことができた充実の3年間でした。
　あれから10年余、長い間ご無沙汰してしまいました。
申し訳ございません。
　さて、急速に進化する情報化社会に身を置く昨今、地
球の裏側で起きることでさえ瞬時にお茶の間に飛び込
んできますが、それとは裏側に地域の中で、しかもすぐ
お隣に何がおきているのかがなかなか伝わってこない
のが各地域の抱える現状ではないかと思います。このま
ま進むとコミュニティーの喪失に繋がりかねません。そ
れだけ地域と個人との関わり合いがますます希薄にな
り、その度合いを深めているようにも思われます。
　この度成人式を迎えた若狭公民館がこれから先、地域
の抱える多面的な要求や課題とどのように向き合って
いくのか人生に例えるならば大切な分岐点に立っての
新しいスタートのような気がします。今は故人となって
「男はつらいよふーてんの寅さん」でお馴染みの山田洋
二監督にあるテレビレポーターが「若者」とはなにか？
監督の定義はなんですかときかれた際に彼曰く「そうだ
なあ……現状じゃだめだと思える人……うん、それが若
人の条件じゃないの……」と言われたのが印象に残って
います。
　現状をさらによりよいものに変えていくという事は
どんな時でも大きなチャレンジです、簡単にはできませ
ん、若狭公民館がいつまでも地域の求心力を失うことな
く、地域の皆さんが歴史と伝統のあるこの若狭地域の住
民であるという喜びをいつも感じながら生活できたら
実に素晴らしい事だと思います。　また、住民全てが「よ
り豊かな人生を送っていくにはどうしたらいいので
しょうか？」の問いかけに対していつも知識、情報、知恵
が結集さて、それを色々な形で発信できる公民館であり
続けて欲しいと切に願う次第です。開館20周年まこと
におめでとうございます。

若狭公民館20周年に寄せて
平成6年～8年　公民館主事
末吉 正幸

　第1回地域文化祭のためにパワー溢れる山田さんと
地域をくまなく回った事。古の若狭を地図と模型で再現
する吉峯さんの後を付いていった事。上原千恵美さんが

力を貸してくれたパソコン通信での学習情報提供に格
闘した事。夫妻で八面六臂の活躍をする上原美智子さん
に頭が下がる思いをした事。赤ら顔の當間さんの若きハ
チャメチャ振りに振り回された事(^^)v。ブーゲンビリ
アの花開くことを夢見て高良館長と土作りに勤しんだ
事。宮良館長に甘え、運転手になってもらい皆で遠くま
で飲みにいった事。同僚職員の皆様・感謝！
最初は得体の知れなかった八尾さん。ヤクルトの喜納さ
んや若狭の女性ボス岸本さん、フラの上原さん、立尾会
長、多くの地域や利用者の皆様に、心から深く感謝！皆
様の支援に元気10倍、勇気100倍頂きました。
　そんな支えに気をよくし、無謀だとも言われながら始
まったナイトウォーク。環境の変化に対応しながらも未
だに続いていることは驚きでもあり、地域の皆様にも少
しは認められているのかなと嬉しくも思います。
　公民館主事としてあっというま3年でしたが、私の
とってはかけがえの無い財産となっています。若狭公民
館に海より深く感謝！

「男子厨房クラブ」の追憶
若狭公民館利用団体連絡協議会 第3代会長
上原 博

　若狭公民館の市民講座に「男子厨房クラブ」が開設さ
れたのは平成8年1月30日からであった。今から17年前
のことである。当時の館長は、宮良毅さんであった。毎週
火曜日の午後6時30分から9時30分までの三時間で
あった。講師は当時近くにあった台湾飯店のベテラン料
理長の田淵さん（岡山県出身）であった。
　講座は募集のときから人気があり、応募者が多く抽選
で決められた。開講後も好評であったので、特別の計ら
いで期間が何度も延長され一か年近く続いたような憶
えがる。
　日本の社会では、昔から「男子厨房へ入らず」と教えら
れ台所仕事は女性の専業であった。この講座はあえてこ
の習慣に逆らい男性だけでスタートした。しかし、その
好評ぶりからわかる通り世の男性たちの中には、料理を
作ってみたい。妻の手助けをしたい。という潜在的な願
いが多かったと思われる。
　講座は数グループに分かれて行われた。中華を中心に
和食、洋食に亘っていた。毎回先生が丁寧レシピを作っ
てきた。それと先生の実技指導によって作っていたの
で、初心者でもスムーズに作れた。レシピの綴りも分厚
いものになっていた。講座の終了後は、みんなで試食を
して楽しいひとときを過した。
　長い期間に及ぶ講座だったので、終了する頃には開講

時に比べてみんな包丁などの器具の使い方、料理の炊き
方、炒め方、揚げ方なども板に付いていた。家で調理をす
る人を調べてみたら全員が挙手をした。家族に褒められ
るとやる気が高まり、実践する日も多くなったと言い
合っていた。
　あのときの受講者の方は、今ごろは家族に煽てられて
ながら台所に立つことが当たり前になっていることで
しょう。何事もそうですが、コツを憶えれば楽しくやれ
るものです。私はもともと料理を作ることが好きでした
が、今は食材の買入れから作ることまでやっています。
妻が留守をするときでも空腹をかってることはありま
せん。
　今は小学校から全生徒を対象に食育という授業を
行っています。食材の生産からその栄養、作り方まで教
えているようです。このことからすると、17年前に若狭
公民館が男性対象の料理講座を開設したということは
先進的な事業であったと言えるでしょう。大変感謝して
います。

私と公民館
若狭一丁目自治会 会長
岸本 麗子

　21年前にタイム・スリップ、更地になった公民館建設
予定地にトラックで土を運び、PTA学年親子レクの名目
で「泥んこ遊び」を計画しました。子ども達は大喜びで
「泥ダンゴ」を作ったり、思い思いに土を手にふざけた
り、無邪気に遊んでいました。都会の中で土に接する機
会が失われつつある現代で貴重な体験ができたと思い
ます。
　公民館が建設されてからは、時間があれば公民館に足
を運び気に入った講座があれば、受講し、歴代の館長と
も親しく会話ができました。
　私は長年公園で子ども達にエイサー指導をしていま
したが、山田館長のおかげで公民館を子ども達の居場所
作りの拠点として使う事ができました。私も公民館活動
のおかげで成長させていただきました。私のお手本であ
る山田さん、島袋さんありがとうございます。20周年を
期に今後の公民館のありかたを皆で考える機会になれ
ばと思います。

20年を振り返って
若狭一丁目自治会 前会長
糸数 武

　このたび、若狭公民館の創立20周年の記念すべき時
を迎えることができましたことは、公民館長をはじめ、
職員の皆さんや大勢の公民館利用団体の皆さんととも
に、自治会の皆さんにおいても喜びの中に感概深いもの
があるのではないでしょうか。それは、公民館の歴史を
尋ねるとき、そこには公民館に深く拘ってきた人達の限
りない思い出があるからだと思います。そこで20年前
を振り返ってみますと、当事は現在の公民館の場所には
若狭市場があって、地域には売店等は殆どなかったの
で、若狭地域の皆さんは勿論のこと、隣接する地域の人
達もこの市場で買物をしていました。しかし、その2、3
年前頃から、比較的安い商品を売るスーパーが出来はじ
めた為に、次第に市場への客足も減少傾向になり、その
うちに市場での商売がきびしくなって、ぽつりぽつり店
をたたむ人が出初めたのです。そこに、タイミングよく
地主である市の方から建物をつくる計画案が出てきた
ので、地域の自治会が中心となって、是非公民館を建設
してもらいたいとの精一杯の陳状により、願が叶って現
在の公民館が建設されました。
　ご承知のように、公民館は那覇市教育委員会の管轄に
なっており、生涯学習の一環としてサークル活動の殆ど
が公民館で行われております。そのことによって各人の
個性に更なる磨きがかかるのはすばらしいことであり
ます。そのほかにも私たち若狭公民館の自治会が公民館
との関わりが深く、特に屋内で行う行事は公民館の三階
ホールや研修室を使わせてもらっています。もっと申し
上げたいのですが、紙面の都合上、以上をもって終りと
致します。最後に、現在は「NPO地域サポートわかさ」が
一部業務を受託し、運営しています。

20周年に寄せて
若狭公民館利用団体連絡協議会 第7代会長
佐久本 暁

　全国的にも素晴らしい業績を上げている若狭公民館
の20周年記念式典並びに祝賀会に当たり心から感謝と
お祝いを申し上げます。
　私が利団協役員として関わり始めたのは、４代目高里
洋介館長になってからであり、翔苑会から利団協の副会
長としてご活躍された西平さんの急死により、急遽替わ
りを翔苑会から出して欲しいとのことで副会長を引受
けてからであります。

　楽しかったことや苦しかった思い出は沢山あります
が、特に、高里館長や津嘉山館長のファッションショ―
の舞台出演、山田民子館長の斬新な考え方と呈茶でのお
もてなし、利団協会則の全面改正、ナイトウォークで一
晩中中学生達とお付き合いしたことであります。
　NPO法人地域サポートわかさは、若狭公民館事業の管
理委託を受けておりますが、素晴らしいスタッフの下で
さらに30周年に向けて充実し、地域とともに発展される
ことを祈念いたしましてお祝いの言葉といたします。

若狭公民館と若狭小学校との連携を振り返って
琉球大学教育学部教育実践総合センター 准教授
玉城 きみ子（元若狭小学校校長）

　若狭公民館創立20周年、誠におめでとうございます。
若狭地域の活性化・発展の原動力となり、いつも地域の
中心的な役割を果たしている若狭公民館の記念すべき
節目に、皆様方とともにお祝いできることをこの上ない
喜びと光栄に存じます。
　平成17年～19年までの3年間、若狭小学校校長とし
て、若狭地域には大変お世話になりました。若狭公民館
を中心とした地域の皆様に支えられ、若狭っ子の「安心
安全の確保をはじめ優しさ、賢さ、たくましさ」を共に育
んでまいりました。若狭小学校が地域の学校として皆様
方に大事にされていることに対し心から感謝を申し上
げます。
　振り返ってみますと、平成17年度に体育館がアスベ
スト除去作業のために使用不可能になった時、若狭っ子
に温かい手をさしのべて下さったのは若狭公民館でし
た。若狭公民館の施設・設備等を借用して学芸会の練習
やいろいろな学習の表現の場にしてまいりました。若狭
公民館は、「第2の若狭小学校」として、より一層子ども
たちが足繁く通う場となりました。放課後子ども教室、
公民館まつり、地域文化祭、小学校の壁画作成、ふれ合い
美化作業等、公民館と学校が一体となって取り組んでき
た活動は数多くありました。「NPO法人地域サポートわ
かさ」として5年生との連携で地域のスウジグヮに名前
を付けた総合的学習や、人間としてのマナーを育むお茶
クラブの活動など、特色ある活動が鮮明に思い出されま
す。このような様々な連携活動は、若狭小学校の学校教
育目標「ふるさとを愛し、世界に目を向ける子」に繋がっ
ています。
　全ての連携活動が日々の生活を充実させ、若狭公民館
を中心に人と人との絆を深めながら地域も学校も豊か
に発展してきたことを誇りに思います。未来を担う若
狭っ子は、地域で育ててもらった「じんぶん」や「美ら

心」で自分の夢や希望に向かって世界に羽ばたいていく
ことだと信じています。若狭地域の人々の拠り所、地域
の要である若狭公民館のますますの発展を心からお祈
り致します。

思い出すのは
平成17年～23年　主査・第7代館長
津嘉山 剛

　若狭公民館の創立20周年おめでとうございます。
　私が若狭公民館に勤務していたのは、平成1７年4月
から平成23年3月までの5年間で（主査で赴任し、最後の
１年間は館長の職にありました。）、市役所勤務の中で最
も思い出に残る期間でした。
　若狭公民館への異動内示が出たとき、周りの人は「と
ても地域活動が盛んなところだよ。」と話してくれまし
たが、私は人の顔と名前を覚えるのが苦手なので、少し
不安になりました。そこで、名前とプロフィールを記入
したノートを作成する事を思いつきました。
　来客があるとお顔を拝見し、当時の山田館長に教えて
もらいながら「早川忠光さん ドイツ語サークル所属、社
会教育の先生」「東澄子さん 若手女性 若狭ちむどんど
ん太鼓指導者」「○○さん 自治会会長」、「○○さん 地域
に長く住んでいる方」、「○○さん 料理名人」、「○○さん 
パワフルな方」等と記入していきました。地域や公民館
で活動している方は大勢いらっしゃり、ノートには百人
以上の名前が載り、繰り返し見返しました。
　今振り返ってみても、若狭公民館は本当に多くの方々
の繋がりで成り立っているのだと感じています。「公民
館まつり」、「ナイトウォーク」、「若狭地域文化祭」、「100
人でだるまさんがころんだ」、「全国公民館ホームページ
コンクール最優秀賞受賞、館報コンクール優秀賞受賞」
等々思い出す事は多く、在任中の５年間は、地域や公民
館関係者のご協力に支えられ、充実した日々を過ごすこ
とが出来ました。地域及び若狭公民館の、今後ますます
のご発展をお祈りします。
　最後に、山田民子元館長をはじめ地域、公民館の方々
及び、絵を描く喜びを広げてくれた宮城潤元館長に感謝
いたします。

平成6年度 
5月 市民講座「男の食卓-1」実施（全5回）
 市民講座「フラワーアレンジメント」実施（全5回）
7月 情報活用能力養成講座「パソコン入門講座」実施（2組に分けて全8回づつ実施）
 市民講座「布の絵本」実施（全10回）
 家庭教育ふれあい推進事業「子育てひろば」（全9回）
9月 少年教室・親子ふれあいドッキング事業「ふれあい、体験キャンピング」実施
 市民講座「クラッシクギター講座」実施（全10回）
11月 若狭公民館利用団体連絡協議会が結成された。初代会長には太田利雄氏が選出された。
 市民講座「花Ⅱ」実施（全5回）
 高齢者学級「うきしま大学」実施（全7回）
 親子ふれあい事業「親と子の手作り教室（版画／凧）」実施（全2回）
12月 女性学級「会話美人」（全7回）
1月 市民講座「カラオケ講座」（全10回）
 市民講座「男の食卓-2」実施（全5回）
 成人講座「鑑賞入門　琉球の芸術」（全8回）
2月 「利用団体登録」制度が始まった。
 「第3回若狭公民館まつり」開催
 特別文化講演会「舞踊五題」「組踊」実施
3月 家庭教育学級　講演会「新一年生をもつお母さんへ」実施

平成7年度 
4月 館長　高良繁配置替えにより、館長　宮良毅が発令された。
5月 市民講座「働くあなたのウチナーグチ入門」実施（全10回）
6月 市民講座「混声・歌ごえハーモニー」実施（7月23日まで・全8回）
7月 社会教育優良施設として県教育委員会　教育長　仲里長和より表彰を受ける。
9月 市民講座「暮らしのなかにハーブを」実施（全7回）
 成人講座「ワンポイントPOPアート」実施（全4回）
10月 市民講座「料理の鉄人（中華編）」実施（全4回）
12月 優れた公民館活動が認められ、県公民館連絡協議会会長より表彰を受ける。
 女性学級「翔べフェアレディー」実施（全10回）
1月 地域青少年事業「新春 もちつき IN 公民館」実施
 高齢者学級「うきしま大学　今 残す 若狭町古地図」実施（全10回）
 市民講座「男の中華（初級編）実施（全4回）
2月 親子ふれあい教室「体験、キビ刈り＋クルザーターづくり」（全2回）
 「第4回若狭公民館まつり」開催
3月 少年教室「ザ  ナイトウォーク チャレンジ 30」実施

平成8年度
4月 公民館主事１減に伴い社会教育指導員１増
5月 市民講座「親子でハーモニカ」実施（全10回）
6月 市民講座「夫婦でもてなしクッキング（中華・飲茶編）実施（全４回）
 家庭教育学級「子育て広場・ドゥリーミーキッズ」実施（全6回）
7月 高齢者学級「うきしま大学　今 残す 若狭町古地図」実施（全11回）
8月 親子ふれあい事業「親子で豆腐づくり」実施
9月 女性学級「若さ女性学級」実施（全8回）
 市民講座「トラベル英会話」実施（全10回）
10月 市民講座「漆芸」実施（全10回・実地見学2回実施）
11月 成人講座「街ぐわー経済学 儲き塾」実施（全10回）
12月 家庭教育学級「子育て広場・すくすくクラブ」実施（全4回）
 地域青少年事業「ちいき青少年文化祭」実施
1月 地域青少年事業「新春 もちつき IN 公民館」実施
 情報活用能力養成講座「パソコン入門講座」実施（全2回）
3月 「第5回若狭公民館まつり」開催
 少年教室「ザ  ナイトウォーク チャレンジ 40」実施

平成9年度
5月 高齢者学級「うきしま大学　思いでの若狭町村の民俗誌を残そう」実施（全10回）
6月 家庭教育学級「子育て広場（あおぞら教室）実施（全7回）
7月 市民講座「カナヅチの人のためのシュノーケリング教室」（全4回）
 市民講座「音楽（エレキギター）」実施（全10回）
9月 女性学級「ワーキング・ウーマンのための応援講座」実施（全6回）
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　旧若狭市場跡に完成した当施設は、国道58号線以西でははじめての文化施設である。平成元年４月に
公民館・図書館建設用地として、用度管財課より教育委員会へ移管され、建設について地域住民、利用団体
からの意見・要望を聴取し、平成3年6月22日工事着工、平成4年3月19日竣工した。
　建物は若狭小学校、若狭公園に隣接し、1階は図書館、2・3階が公民館で地域住民の学習の場として誕生
した。特に生涯学習に関する情報等を提供する事業として、パーソナルコンピューターと電話回線を利用
したパソコン通信を県内の行政機関ではじめて導入した。
　平成16年度から21年度まで、公募による非常勤館長を配置した。
　平成22年度より公民館業務の一部をNPO法人に委託している。

年表
平成3年度
11月 若狭公民館の発足に伴い、館長　高良繁、公民館主事　山城正章が発令された。

平成4年度
4月 公民館主事　吉峯なおみが発令された。
5月 公民館主事　當間一也、社会教育指導員　島袋文雄、新崎美智子が配置された。
6月 若狭公民館及び図書館の開館式が行われた。
 利用団体・サークル（32団体）へ施設の提供が始まった。
7月 家庭教育学級　講演会「学校週5日制と家庭・地域社会でのとりくみ方」実施
8月 生涯学習情報提供事業『NAHAあけもどろネット』開局式が行われた。
 名画シアター「夏企画」実施（全8回）
 夏休み親子ふれあい事業「写生・紙工作」実施（全5回）
 夏休み親子ふれあい事業「料理教室」実施（全2回）
9月 市民講座「琉球民謡講座」実施（全12回）
 「児童絵画教室」実施（全6回）
 家庭教育学級　講演会「学校週5日制と子ども会活動」実施
 市民講座「ヘルシークッキング（家庭料理）」実施（全5回）
10月 「家庭教育学級講座」実施（全7回）
 市民講座「ヘルシークッキング（ワインと料理）」実施（全5回）
11月 名画シアター「オールディーズ・30’＆40’」実施（全10回）
1月 市民講座「リズム体操」実施（全10回）
 高齢者学級「うきしま大学」実施（全9回）
 「女性学級」実施（全9回）
2月 市民講座『暮らしを楽しむ手づくり講座」実施（前6回）
 家庭教育学級　講演会「新一年生をもつお母さんへ」実施
3月 「第１回若狭公民館まつり」開催

平成5年度
5月 市民講座「ちぎり絵講座」実施（全10回）
 家庭教育学級「お母さんの勉強室」実施（全8回）
6月 「ろうあ者向けワープロ入門講座」実施（全4回）
 市民講座「男の食卓①」実施（全5回）
7月 親子ふれあい事業「夏休み親子写生大会」実施
8月 夏休み特別企画「アニメ上映会」実施（全7回）
9月 高齢者学級「うきしま大学」実施（全7回）
 市民講座「水彩画」実施（全10回）
 女性学級「見直そう衣・食・住！」実施（全12回）
11月 市民講座「マンドリン講座」実施（全10回）
 成人講座「自動車学入門」実施（全5回）
 成人講座「おもしろ宗教学」実施（全6回）
2月 家庭教育学級　講演会「新一年生をもつお母さんへ」実施
 市民講座「男の食卓②」実施（全5回）
3月 「第2回若狭公民館まつり」開催
 少年教室「化石は古代へのタイムマシン」実施（全4回）

若狭公民館20周年記念にあたり
平成3年～6年　初代館長
高良 繁

　若狭公民館の開館20周年記念に当たり、一言ご挨拶
申しあげます。
　若狭公民館は、公民館7館設置構想の中、58号線の西
側に成人の学習施設の設置を願う地域住民の声により
設置されました。
　建設地は、その頃、老朽化していた若狭市場に決定し
ました。まだ、若狭市場で営業を続けている店子の移転
補償から、事業が始りました。並行して、公民館の設計
等にも参加して意見を述べる機会がありました。
　まず、予定地が狭隘であるため、駐車場が設置出来な
いこと、図書館を1階、公民館を2階、3階に設置するこ
とを決めました。公民館にパソコン通信を設置するこ
と、パソコン通信とは現在のインターネットの前身で、
文字だけによる情報発信のシステムです。このシステ
ムの立ち上げは職員やメーカーとの協力によって完成
しました。他にホールの床にフローリングを設置、舞台
下に椅子の格納庫を設置、調理室を多目的に利用する
ため、調理台を壁側に設置、和室にお茶の窯を設置した
ことなど、利用者の立場に立ったいろいろな意見を実
現しました。また、図書館については、書架を木製で作
成したこと、ビデオ等の視聴設備の設置や貸し出しを
実現しました。
　地域との関連では、前島から西町までの広い地域を
カバーする必要があるため、地域の自治会との連携に
努力しました。特に、建設地である若狭2丁目はこの機
会に自治会が設置され活動の中心的役割を担ってきま
した。開館にあたっては、職員が全地域を回ってチラシ
を配布し、開館と利用についてお知らせしました。
　その後の公民館の活動は、地域や学校と一緒になっ
た活動が多く実施されています。公民館主催の講座の
実施、市民主体のサークル活動の実施、地域まつり等へ
の参加、学校行事への協力などが上げられます。
　このような若狭公民館の活動が認められ、第52回の
優良公民館表彰で文部大臣表彰を受け、また、公民館の
ホームページについても表彰されたと聞いています。
これからも、この20周年記念を更なるバネとして、さ
らに地域に根差した公民館活動を目指し、地域と一体
となった公民館運営を続けていってください。
　あらためて、公民館の20周年記念のお祝いを申し上
げます。20周年おめでとうございます。

若狭公民館二十歳のお祝い
平成4年～7年　公民館主事
當間 一也

　若狭公民館　ご成人おめでとうございます。
若狭公民館公民館初代職員　當間一也　と申します。
私が那覇市職員として採用され、最初に配属されたの
が若狭公民館です。とっ、言う事は・・・
『若狭公民館の年齢＝私の勤続年数』
若狭公民館には人一倍、愛着と親近感を感じます。
　若狭公民館での思い出は、楽しい思い出ばかりで、い
ろんな方々との出会いもありました。実行委員会の委
員長『山田民子さん』もその一人で、私の第2のかあちゃ
んです。
　公民館祭りでは、実行委員会やサークルの皆さんと
花飾りを一緒に作り、正月には「新春餅つき大会」、中学
生の思い出に企画した「ナイトウォーク」、地域の子ど
も達が中心となった「エイサー　ミチュジュネー」、一
緒に参加したサークル活動etc…思い出がたくさん詰
まっています。
　地域と共に若狭公民館のさらなるご活躍を期待して
おります。私も皆さんに負けませんよ！

若狭公民館開館20周年記念によせて
平成7年～9年　第2代館長
宮良 毅

　華々しく若狭公民館が開館して早20年の歳月が流
れたのかと思うと感概深いものがあります。当時那覇
市として国道58号線から西側に全住民が利用できる
文化施設の皆無の状況でありました。市教委は、当地域
の活性化を図る上からも是非図書館併設で公民館の設
置をという目標を掲げました。実現するにはまず、若狭
市場を撤去しなければならずこれまで商いを続けてこ
られた方々の移転をどうしらたよいか等々の諸問題を
解決すべく鋭意努力した結果公民館建設にこぎつける
ことができました。
　開館20周年若狭公民館も成人式を迎えることにな
りました。若狭を中心とした地域の皆様の生涯学習に
対する熱意を施設に対する愛着によって日々親しみを
以て利用されてきました。
　私は初代高良繁館長の後任として平成7年4月に赴
任して参りました。3年間若狭公民館でお世話になりま

した。まだまだ開館して間もないころで建物自体新鮮な
輝きがありましたし、利用者の皆さんがこの施設をこれ
からも力を合わせて育てていこうという意気込みや暖
かい眼差しを毎日感じながら過ごす事ができました。
　若狭公民館が地域に根ざす交流とコミュニケーショ
ンの中核施設を目指して、職員一同生き生きと仕事に取
り組むことができた充実の3年間でした。
　あれから10年余、長い間ご無沙汰してしまいました。
申し訳ございません。
　さて、急速に進化する情報化社会に身を置く昨今、地
球の裏側で起きることでさえ瞬時にお茶の間に飛び込
んできますが、それとは裏側に地域の中で、しかもすぐ
お隣に何がおきているのかがなかなか伝わってこない
のが各地域の抱える現状ではないかと思います。このま
ま進むとコミュニティーの喪失に繋がりかねません。そ
れだけ地域と個人との関わり合いがますます希薄にな
り、その度合いを深めているようにも思われます。
　この度成人式を迎えた若狭公民館がこれから先、地域
の抱える多面的な要求や課題とどのように向き合って
いくのか人生に例えるならば大切な分岐点に立っての
新しいスタートのような気がします。今は故人となって
「男はつらいよふーてんの寅さん」でお馴染みの山田洋
二監督にあるテレビレポーターが「若者」とはなにか？
監督の定義はなんですかときかれた際に彼曰く「そうだ
なあ……現状じゃだめだと思える人……うん、それが若
人の条件じゃないの……」と言われたのが印象に残って
います。
　現状をさらによりよいものに変えていくという事は
どんな時でも大きなチャレンジです、簡単にはできませ
ん、若狭公民館がいつまでも地域の求心力を失うことな
く、地域の皆さんが歴史と伝統のあるこの若狭地域の住
民であるという喜びをいつも感じながら生活できたら
実に素晴らしい事だと思います。　また、住民全てが「よ
り豊かな人生を送っていくにはどうしたらいいので
しょうか？」の問いかけに対していつも知識、情報、知恵
が結集さて、それを色々な形で発信できる公民館であり
続けて欲しいと切に願う次第です。開館20周年まこと
におめでとうございます。

若狭公民館20周年に寄せて
平成6年～8年　公民館主事
末吉 正幸

　第1回地域文化祭のためにパワー溢れる山田さんと
地域をくまなく回った事。古の若狭を地図と模型で再現
する吉峯さんの後を付いていった事。上原千恵美さんが

力を貸してくれたパソコン通信での学習情報提供に格
闘した事。夫妻で八面六臂の活躍をする上原美智子さん
に頭が下がる思いをした事。赤ら顔の當間さんの若きハ
チャメチャ振りに振り回された事(^^)v。ブーゲンビリ
アの花開くことを夢見て高良館長と土作りに勤しんだ
事。宮良館長に甘え、運転手になってもらい皆で遠くま
で飲みにいった事。同僚職員の皆様・感謝！
最初は得体の知れなかった八尾さん。ヤクルトの喜納さ
んや若狭の女性ボス岸本さん、フラの上原さん、立尾会
長、多くの地域や利用者の皆様に、心から深く感謝！皆
様の支援に元気10倍、勇気100倍頂きました。
　そんな支えに気をよくし、無謀だとも言われながら始
まったナイトウォーク。環境の変化に対応しながらも未
だに続いていることは驚きでもあり、地域の皆様にも少
しは認められているのかなと嬉しくも思います。
　公民館主事としてあっというま3年でしたが、私の
とってはかけがえの無い財産となっています。若狭公民
館に海より深く感謝！

「男子厨房クラブ」の追憶
若狭公民館利用団体連絡協議会 第3代会長
上原 博

　若狭公民館の市民講座に「男子厨房クラブ」が開設さ
れたのは平成8年1月30日からであった。今から17年前
のことである。当時の館長は、宮良毅さんであった。毎週
火曜日の午後6時30分から9時30分までの三時間で
あった。講師は当時近くにあった台湾飯店のベテラン料
理長の田淵さん（岡山県出身）であった。
　講座は募集のときから人気があり、応募者が多く抽選
で決められた。開講後も好評であったので、特別の計ら
いで期間が何度も延長され一か年近く続いたような憶
えがる。
　日本の社会では、昔から「男子厨房へ入らず」と教えら
れ台所仕事は女性の専業であった。この講座はあえてこ
の習慣に逆らい男性だけでスタートした。しかし、その
好評ぶりからわかる通り世の男性たちの中には、料理を
作ってみたい。妻の手助けをしたい。という潜在的な願
いが多かったと思われる。
　講座は数グループに分かれて行われた。中華を中心に
和食、洋食に亘っていた。毎回先生が丁寧レシピを作っ
てきた。それと先生の実技指導によって作っていたの
で、初心者でもスムーズに作れた。レシピの綴りも分厚
いものになっていた。講座の終了後は、みんなで試食を
して楽しいひとときを過した。
　長い期間に及ぶ講座だったので、終了する頃には開講

時に比べてみんな包丁などの器具の使い方、料理の炊き
方、炒め方、揚げ方なども板に付いていた。家で調理をす
る人を調べてみたら全員が挙手をした。家族に褒められ
るとやる気が高まり、実践する日も多くなったと言い
合っていた。
　あのときの受講者の方は、今ごろは家族に煽てられて
ながら台所に立つことが当たり前になっていることで
しょう。何事もそうですが、コツを憶えれば楽しくやれ
るものです。私はもともと料理を作ることが好きでした
が、今は食材の買入れから作ることまでやっています。
妻が留守をするときでも空腹をかってることはありま
せん。
　今は小学校から全生徒を対象に食育という授業を
行っています。食材の生産からその栄養、作り方まで教
えているようです。このことからすると、17年前に若狭
公民館が男性対象の料理講座を開設したということは
先進的な事業であったと言えるでしょう。大変感謝して
います。

私と公民館
若狭一丁目自治会 会長
岸本 麗子

　21年前にタイム・スリップ、更地になった公民館建設
予定地にトラックで土を運び、PTA学年親子レクの名目
で「泥んこ遊び」を計画しました。子ども達は大喜びで
「泥ダンゴ」を作ったり、思い思いに土を手にふざけた
り、無邪気に遊んでいました。都会の中で土に接する機
会が失われつつある現代で貴重な体験ができたと思い
ます。
　公民館が建設されてからは、時間があれば公民館に足
を運び気に入った講座があれば、受講し、歴代の館長と
も親しく会話ができました。
　私は長年公園で子ども達にエイサー指導をしていま
したが、山田館長のおかげで公民館を子ども達の居場所
作りの拠点として使う事ができました。私も公民館活動
のおかげで成長させていただきました。私のお手本であ
る山田さん、島袋さんありがとうございます。20周年を
期に今後の公民館のありかたを皆で考える機会になれ
ばと思います。

20年を振り返って
若狭一丁目自治会 前会長
糸数 武

　このたび、若狭公民館の創立20周年の記念すべき時
を迎えることができましたことは、公民館長をはじめ、
職員の皆さんや大勢の公民館利用団体の皆さんととも
に、自治会の皆さんにおいても喜びの中に感概深いもの
があるのではないでしょうか。それは、公民館の歴史を
尋ねるとき、そこには公民館に深く拘ってきた人達の限
りない思い出があるからだと思います。そこで20年前
を振り返ってみますと、当事は現在の公民館の場所には
若狭市場があって、地域には売店等は殆どなかったの
で、若狭地域の皆さんは勿論のこと、隣接する地域の人
達もこの市場で買物をしていました。しかし、その2、3
年前頃から、比較的安い商品を売るスーパーが出来はじ
めた為に、次第に市場への客足も減少傾向になり、その
うちに市場での商売がきびしくなって、ぽつりぽつり店
をたたむ人が出初めたのです。そこに、タイミングよく
地主である市の方から建物をつくる計画案が出てきた
ので、地域の自治会が中心となって、是非公民館を建設
してもらいたいとの精一杯の陳状により、願が叶って現
在の公民館が建設されました。
　ご承知のように、公民館は那覇市教育委員会の管轄に
なっており、生涯学習の一環としてサークル活動の殆ど
が公民館で行われております。そのことによって各人の
個性に更なる磨きがかかるのはすばらしいことであり
ます。そのほかにも私たち若狭公民館の自治会が公民館
との関わりが深く、特に屋内で行う行事は公民館の三階
ホールや研修室を使わせてもらっています。もっと申し
上げたいのですが、紙面の都合上、以上をもって終りと
致します。最後に、現在は「NPO地域サポートわかさ」が
一部業務を受託し、運営しています。

20周年に寄せて
若狭公民館利用団体連絡協議会 第7代会長
佐久本 暁

　全国的にも素晴らしい業績を上げている若狭公民館
の20周年記念式典並びに祝賀会に当たり心から感謝と
お祝いを申し上げます。
　私が利団協役員として関わり始めたのは、４代目高里
洋介館長になってからであり、翔苑会から利団協の副会
長としてご活躍された西平さんの急死により、急遽替わ
りを翔苑会から出して欲しいとのことで副会長を引受
けてからであります。

　楽しかったことや苦しかった思い出は沢山あります
が、特に、高里館長や津嘉山館長のファッションショ―
の舞台出演、山田民子館長の斬新な考え方と呈茶でのお
もてなし、利団協会則の全面改正、ナイトウォークで一
晩中中学生達とお付き合いしたことであります。
　NPO法人地域サポートわかさは、若狭公民館事業の管
理委託を受けておりますが、素晴らしいスタッフの下で
さらに30周年に向けて充実し、地域とともに発展される
ことを祈念いたしましてお祝いの言葉といたします。

若狭公民館と若狭小学校との連携を振り返って
琉球大学教育学部教育実践総合センター 准教授
玉城 きみ子（元若狭小学校校長）

　若狭公民館創立20周年、誠におめでとうございます。
若狭地域の活性化・発展の原動力となり、いつも地域の
中心的な役割を果たしている若狭公民館の記念すべき
節目に、皆様方とともにお祝いできることをこの上ない
喜びと光栄に存じます。
　平成17年～19年までの3年間、若狭小学校校長とし
て、若狭地域には大変お世話になりました。若狭公民館
を中心とした地域の皆様に支えられ、若狭っ子の「安心
安全の確保をはじめ優しさ、賢さ、たくましさ」を共に育
んでまいりました。若狭小学校が地域の学校として皆様
方に大事にされていることに対し心から感謝を申し上
げます。
　振り返ってみますと、平成17年度に体育館がアスベ
スト除去作業のために使用不可能になった時、若狭っ子
に温かい手をさしのべて下さったのは若狭公民館でし
た。若狭公民館の施設・設備等を借用して学芸会の練習
やいろいろな学習の表現の場にしてまいりました。若狭
公民館は、「第2の若狭小学校」として、より一層子ども
たちが足繁く通う場となりました。放課後子ども教室、
公民館まつり、地域文化祭、小学校の壁画作成、ふれ合い
美化作業等、公民館と学校が一体となって取り組んでき
た活動は数多くありました。「NPO法人地域サポートわ
かさ」として5年生との連携で地域のスウジグヮに名前
を付けた総合的学習や、人間としてのマナーを育むお茶
クラブの活動など、特色ある活動が鮮明に思い出されま
す。このような様々な連携活動は、若狭小学校の学校教
育目標「ふるさとを愛し、世界に目を向ける子」に繋がっ
ています。
　全ての連携活動が日々の生活を充実させ、若狭公民館
を中心に人と人との絆を深めながら地域も学校も豊か
に発展してきたことを誇りに思います。未来を担う若
狭っ子は、地域で育ててもらった「じんぶん」や「美ら

心」で自分の夢や希望に向かって世界に羽ばたいていく
ことだと信じています。若狭地域の人々の拠り所、地域
の要である若狭公民館のますますの発展を心からお祈
り致します。

思い出すのは
平成17年～23年　主査・第7代館長
津嘉山 剛

　若狭公民館の創立20周年おめでとうございます。
　私が若狭公民館に勤務していたのは、平成1７年4月
から平成23年3月までの5年間で（主査で赴任し、最後の
１年間は館長の職にありました。）、市役所勤務の中で最
も思い出に残る期間でした。
　若狭公民館への異動内示が出たとき、周りの人は「と
ても地域活動が盛んなところだよ。」と話してくれまし
たが、私は人の顔と名前を覚えるのが苦手なので、少し
不安になりました。そこで、名前とプロフィールを記入
したノートを作成する事を思いつきました。
　来客があるとお顔を拝見し、当時の山田館長に教えて
もらいながら「早川忠光さん ドイツ語サークル所属、社
会教育の先生」「東澄子さん 若手女性 若狭ちむどんど
ん太鼓指導者」「○○さん 自治会会長」、「○○さん 地域
に長く住んでいる方」、「○○さん 料理名人」、「○○さん 
パワフルな方」等と記入していきました。地域や公民館
で活動している方は大勢いらっしゃり、ノートには百人
以上の名前が載り、繰り返し見返しました。
　今振り返ってみても、若狭公民館は本当に多くの方々
の繋がりで成り立っているのだと感じています。「公民
館まつり」、「ナイトウォーク」、「若狭地域文化祭」、「100
人でだるまさんがころんだ」、「全国公民館ホームページ
コンクール最優秀賞受賞、館報コンクール優秀賞受賞」
等々思い出す事は多く、在任中の５年間は、地域や公民
館関係者のご協力に支えられ、充実した日々を過ごすこ
とが出来ました。地域及び若狭公民館の、今後ますます
のご発展をお祈りします。
　最後に、山田民子元館長をはじめ地域、公民館の方々
及び、絵を描く喜びを広げてくれた宮城潤元館長に感謝
いたします。

平成6年度 
5月 市民講座「男の食卓-1」実施（全5回）
 市民講座「フラワーアレンジメント」実施（全5回）
7月 情報活用能力養成講座「パソコン入門講座」実施（2組に分けて全8回づつ実施）
 市民講座「布の絵本」実施（全10回）
 家庭教育ふれあい推進事業「子育てひろば」（全9回）
9月 少年教室・親子ふれあいドッキング事業「ふれあい、体験キャンピング」実施
 市民講座「クラッシクギター講座」実施（全10回）
11月 若狭公民館利用団体連絡協議会が結成された。初代会長には太田利雄氏が選出された。
 市民講座「花Ⅱ」実施（全5回）
 高齢者学級「うきしま大学」実施（全7回）
 親子ふれあい事業「親と子の手作り教室（版画／凧）」実施（全2回）
12月 女性学級「会話美人」（全7回）
1月 市民講座「カラオケ講座」（全10回）
 市民講座「男の食卓-2」実施（全5回）
 成人講座「鑑賞入門　琉球の芸術」（全8回）
2月 「利用団体登録」制度が始まった。
 「第3回若狭公民館まつり」開催
 特別文化講演会「舞踊五題」「組踊」実施
3月 家庭教育学級　講演会「新一年生をもつお母さんへ」実施

平成7年度 
4月 館長　高良繁配置替えにより、館長　宮良毅が発令された。
5月 市民講座「働くあなたのウチナーグチ入門」実施（全10回）
6月 市民講座「混声・歌ごえハーモニー」実施（7月23日まで・全8回）
7月 社会教育優良施設として県教育委員会　教育長　仲里長和より表彰を受ける。
9月 市民講座「暮らしのなかにハーブを」実施（全7回）
 成人講座「ワンポイントPOPアート」実施（全4回）
10月 市民講座「料理の鉄人（中華編）」実施（全4回）
12月 優れた公民館活動が認められ、県公民館連絡協議会会長より表彰を受ける。
 女性学級「翔べフェアレディー」実施（全10回）
1月 地域青少年事業「新春 もちつき IN 公民館」実施
 高齢者学級「うきしま大学　今 残す 若狭町古地図」実施（全10回）
 市民講座「男の中華（初級編）実施（全4回）
2月 親子ふれあい教室「体験、キビ刈り＋クルザーターづくり」（全2回）
 「第4回若狭公民館まつり」開催
3月 少年教室「ザ  ナイトウォーク チャレンジ 30」実施

平成8年度
4月 公民館主事１減に伴い社会教育指導員１増
5月 市民講座「親子でハーモニカ」実施（全10回）
6月 市民講座「夫婦でもてなしクッキング（中華・飲茶編）実施（全４回）
 家庭教育学級「子育て広場・ドゥリーミーキッズ」実施（全6回）
7月 高齢者学級「うきしま大学　今 残す 若狭町古地図」実施（全11回）
8月 親子ふれあい事業「親子で豆腐づくり」実施
9月 女性学級「若さ女性学級」実施（全8回）
 市民講座「トラベル英会話」実施（全10回）
10月 市民講座「漆芸」実施（全10回・実地見学2回実施）
11月 成人講座「街ぐわー経済学 儲き塾」実施（全10回）
12月 家庭教育学級「子育て広場・すくすくクラブ」実施（全4回）
 地域青少年事業「ちいき青少年文化祭」実施
1月 地域青少年事業「新春 もちつき IN 公民館」実施
 情報活用能力養成講座「パソコン入門講座」実施（全2回）
3月 「第5回若狭公民館まつり」開催
 少年教室「ザ  ナイトウォーク チャレンジ 40」実施

平成9年度
5月 高齢者学級「うきしま大学　思いでの若狭町村の民俗誌を残そう」実施（全10回）
6月 家庭教育学級「子育て広場（あおぞら教室）実施（全7回）
7月 市民講座「カナヅチの人のためのシュノーケリング教室」（全4回）
 市民講座「音楽（エレキギター）」実施（全10回）
9月 女性学級「ワーキング・ウーマンのための応援講座」実施（全6回）
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　旧若狭市場跡に完成した当施設は、国道58号線以西でははじめての文化施設である。平成元年４月に
公民館・図書館建設用地として、用度管財課より教育委員会へ移管され、建設について地域住民、利用団体
からの意見・要望を聴取し、平成3年6月22日工事着工、平成4年3月19日竣工した。
　建物は若狭小学校、若狭公園に隣接し、1階は図書館、2・3階が公民館で地域住民の学習の場として誕生
した。特に生涯学習に関する情報等を提供する事業として、パーソナルコンピューターと電話回線を利用
したパソコン通信を県内の行政機関ではじめて導入した。
　平成16年度から21年度まで、公募による非常勤館長を配置した。
　平成22年度より公民館業務の一部をNPO法人に委託している。

年表
平成3年度
11月 若狭公民館の発足に伴い、館長　高良繁、公民館主事　山城正章が発令された。

平成4年度
4月 公民館主事　吉峯なおみが発令された。
5月 公民館主事　當間一也、社会教育指導員　島袋文雄、新崎美智子が配置された。
6月 若狭公民館及び図書館の開館式が行われた。
 利用団体・サークル（32団体）へ施設の提供が始まった。
7月 家庭教育学級　講演会「学校週5日制と家庭・地域社会でのとりくみ方」実施
8月 生涯学習情報提供事業『NAHAあけもどろネット』開局式が行われた。
 名画シアター「夏企画」実施（全8回）
 夏休み親子ふれあい事業「写生・紙工作」実施（全5回）
 夏休み親子ふれあい事業「料理教室」実施（全2回）
9月 市民講座「琉球民謡講座」実施（全12回）
 「児童絵画教室」実施（全6回）
 家庭教育学級　講演会「学校週5日制と子ども会活動」実施
 市民講座「ヘルシークッキング（家庭料理）」実施（全5回）
10月 「家庭教育学級講座」実施（全7回）
 市民講座「ヘルシークッキング（ワインと料理）」実施（全5回）
11月 名画シアター「オールディーズ・30’＆40’」実施（全10回）
1月 市民講座「リズム体操」実施（全10回）
 高齢者学級「うきしま大学」実施（全9回）
 「女性学級」実施（全9回）
2月 市民講座『暮らしを楽しむ手づくり講座」実施（前6回）
 家庭教育学級　講演会「新一年生をもつお母さんへ」実施
3月 「第１回若狭公民館まつり」開催

平成5年度
5月 市民講座「ちぎり絵講座」実施（全10回）
 家庭教育学級「お母さんの勉強室」実施（全8回）
6月 「ろうあ者向けワープロ入門講座」実施（全4回）
 市民講座「男の食卓①」実施（全5回）
7月 親子ふれあい事業「夏休み親子写生大会」実施
8月 夏休み特別企画「アニメ上映会」実施（全7回）
9月 高齢者学級「うきしま大学」実施（全7回）
 市民講座「水彩画」実施（全10回）
 女性学級「見直そう衣・食・住！」実施（全12回）
11月 市民講座「マンドリン講座」実施（全10回）
 成人講座「自動車学入門」実施（全5回）
 成人講座「おもしろ宗教学」実施（全6回）
2月 家庭教育学級　講演会「新一年生をもつお母さんへ」実施
 市民講座「男の食卓②」実施（全5回）
3月 「第2回若狭公民館まつり」開催
 少年教室「化石は古代へのタイムマシン」実施（全4回）

若狭公民館20周年記念にあたり
平成3年～6年　初代館長
高良 繁

　若狭公民館の開館20周年記念に当たり、一言ご挨拶
申しあげます。
　若狭公民館は、公民館7館設置構想の中、58号線の西
側に成人の学習施設の設置を願う地域住民の声により
設置されました。
　建設地は、その頃、老朽化していた若狭市場に決定し
ました。まだ、若狭市場で営業を続けている店子の移転
補償から、事業が始りました。並行して、公民館の設計
等にも参加して意見を述べる機会がありました。
　まず、予定地が狭隘であるため、駐車場が設置出来な
いこと、図書館を1階、公民館を2階、3階に設置するこ
とを決めました。公民館にパソコン通信を設置するこ
と、パソコン通信とは現在のインターネットの前身で、
文字だけによる情報発信のシステムです。このシステ
ムの立ち上げは職員やメーカーとの協力によって完成
しました。他にホールの床にフローリングを設置、舞台
下に椅子の格納庫を設置、調理室を多目的に利用する
ため、調理台を壁側に設置、和室にお茶の窯を設置した
ことなど、利用者の立場に立ったいろいろな意見を実
現しました。また、図書館については、書架を木製で作
成したこと、ビデオ等の視聴設備の設置や貸し出しを
実現しました。
　地域との関連では、前島から西町までの広い地域を
カバーする必要があるため、地域の自治会との連携に
努力しました。特に、建設地である若狭2丁目はこの機
会に自治会が設置され活動の中心的役割を担ってきま
した。開館にあたっては、職員が全地域を回ってチラシ
を配布し、開館と利用についてお知らせしました。
　その後の公民館の活動は、地域や学校と一緒になっ
た活動が多く実施されています。公民館主催の講座の
実施、市民主体のサークル活動の実施、地域まつり等へ
の参加、学校行事への協力などが上げられます。
　このような若狭公民館の活動が認められ、第52回の
優良公民館表彰で文部大臣表彰を受け、また、公民館の
ホームページについても表彰されたと聞いています。
これからも、この20周年記念を更なるバネとして、さ
らに地域に根差した公民館活動を目指し、地域と一体
となった公民館運営を続けていってください。
　あらためて、公民館の20周年記念のお祝いを申し上
げます。20周年おめでとうございます。

若狭公民館二十歳のお祝い
平成4年～7年　公民館主事
當間 一也

　若狭公民館　ご成人おめでとうございます。
若狭公民館公民館初代職員　當間一也　と申します。
私が那覇市職員として採用され、最初に配属されたの
が若狭公民館です。とっ、言う事は・・・
『若狭公民館の年齢＝私の勤続年数』
若狭公民館には人一倍、愛着と親近感を感じます。
　若狭公民館での思い出は、楽しい思い出ばかりで、い
ろんな方々との出会いもありました。実行委員会の委
員長『山田民子さん』もその一人で、私の第2のかあちゃ
んです。
　公民館祭りでは、実行委員会やサークルの皆さんと
花飾りを一緒に作り、正月には「新春餅つき大会」、中学
生の思い出に企画した「ナイトウォーク」、地域の子ど
も達が中心となった「エイサー　ミチュジュネー」、一
緒に参加したサークル活動etc…思い出がたくさん詰
まっています。
　地域と共に若狭公民館のさらなるご活躍を期待して
おります。私も皆さんに負けませんよ！

若狭公民館開館20周年記念によせて
平成7年～9年　第2代館長
宮良 毅

　華々しく若狭公民館が開館して早20年の歳月が流
れたのかと思うと感概深いものがあります。当時那覇
市として国道58号線から西側に全住民が利用できる
文化施設の皆無の状況でありました。市教委は、当地域
の活性化を図る上からも是非図書館併設で公民館の設
置をという目標を掲げました。実現するにはまず、若狭
市場を撤去しなければならずこれまで商いを続けてこ
られた方々の移転をどうしらたよいか等々の諸問題を
解決すべく鋭意努力した結果公民館建設にこぎつける
ことができました。
　開館20周年若狭公民館も成人式を迎えることにな
りました。若狭を中心とした地域の皆様の生涯学習に
対する熱意を施設に対する愛着によって日々親しみを
以て利用されてきました。
　私は初代高良繁館長の後任として平成7年4月に赴
任して参りました。3年間若狭公民館でお世話になりま

した。まだまだ開館して間もないころで建物自体新鮮な
輝きがありましたし、利用者の皆さんがこの施設をこれ
からも力を合わせて育てていこうという意気込みや暖
かい眼差しを毎日感じながら過ごす事ができました。
　若狭公民館が地域に根ざす交流とコミュニケーショ
ンの中核施設を目指して、職員一同生き生きと仕事に取
り組むことができた充実の3年間でした。
　あれから10年余、長い間ご無沙汰してしまいました。
申し訳ございません。
　さて、急速に進化する情報化社会に身を置く昨今、地
球の裏側で起きることでさえ瞬時にお茶の間に飛び込
んできますが、それとは裏側に地域の中で、しかもすぐ
お隣に何がおきているのかがなかなか伝わってこない
のが各地域の抱える現状ではないかと思います。このま
ま進むとコミュニティーの喪失に繋がりかねません。そ
れだけ地域と個人との関わり合いがますます希薄にな
り、その度合いを深めているようにも思われます。
　この度成人式を迎えた若狭公民館がこれから先、地域
の抱える多面的な要求や課題とどのように向き合って
いくのか人生に例えるならば大切な分岐点に立っての
新しいスタートのような気がします。今は故人となって
「男はつらいよふーてんの寅さん」でお馴染みの山田洋
二監督にあるテレビレポーターが「若者」とはなにか？
監督の定義はなんですかときかれた際に彼曰く「そうだ
なあ……現状じゃだめだと思える人……うん、それが若
人の条件じゃないの……」と言われたのが印象に残って
います。
　現状をさらによりよいものに変えていくという事は
どんな時でも大きなチャレンジです、簡単にはできませ
ん、若狭公民館がいつまでも地域の求心力を失うことな
く、地域の皆さんが歴史と伝統のあるこの若狭地域の住
民であるという喜びをいつも感じながら生活できたら
実に素晴らしい事だと思います。　また、住民全てが「よ
り豊かな人生を送っていくにはどうしたらいいので
しょうか？」の問いかけに対していつも知識、情報、知恵
が結集さて、それを色々な形で発信できる公民館であり
続けて欲しいと切に願う次第です。開館20周年まこと
におめでとうございます。

若狭公民館20周年に寄せて
平成6年～8年　公民館主事
末吉 正幸

　第1回地域文化祭のためにパワー溢れる山田さんと
地域をくまなく回った事。古の若狭を地図と模型で再現
する吉峯さんの後を付いていった事。上原千恵美さんが

力を貸してくれたパソコン通信での学習情報提供に格
闘した事。夫妻で八面六臂の活躍をする上原美智子さん
に頭が下がる思いをした事。赤ら顔の當間さんの若きハ
チャメチャ振りに振り回された事(^^)v。ブーゲンビリ
アの花開くことを夢見て高良館長と土作りに勤しんだ
事。宮良館長に甘え、運転手になってもらい皆で遠くま
で飲みにいった事。同僚職員の皆様・感謝！
最初は得体の知れなかった八尾さん。ヤクルトの喜納さ
んや若狭の女性ボス岸本さん、フラの上原さん、立尾会
長、多くの地域や利用者の皆様に、心から深く感謝！皆
様の支援に元気10倍、勇気100倍頂きました。
　そんな支えに気をよくし、無謀だとも言われながら始
まったナイトウォーク。環境の変化に対応しながらも未
だに続いていることは驚きでもあり、地域の皆様にも少
しは認められているのかなと嬉しくも思います。
　公民館主事としてあっというま3年でしたが、私の
とってはかけがえの無い財産となっています。若狭公民
館に海より深く感謝！

「男子厨房クラブ」の追憶
若狭公民館利用団体連絡協議会 第3代会長
上原 博

　若狭公民館の市民講座に「男子厨房クラブ」が開設さ
れたのは平成8年1月30日からであった。今から17年前
のことである。当時の館長は、宮良毅さんであった。毎週
火曜日の午後6時30分から9時30分までの三時間で
あった。講師は当時近くにあった台湾飯店のベテラン料
理長の田淵さん（岡山県出身）であった。
　講座は募集のときから人気があり、応募者が多く抽選
で決められた。開講後も好評であったので、特別の計ら
いで期間が何度も延長され一か年近く続いたような憶
えがる。
　日本の社会では、昔から「男子厨房へ入らず」と教えら
れ台所仕事は女性の専業であった。この講座はあえてこ
の習慣に逆らい男性だけでスタートした。しかし、その
好評ぶりからわかる通り世の男性たちの中には、料理を
作ってみたい。妻の手助けをしたい。という潜在的な願
いが多かったと思われる。
　講座は数グループに分かれて行われた。中華を中心に
和食、洋食に亘っていた。毎回先生が丁寧レシピを作っ
てきた。それと先生の実技指導によって作っていたの
で、初心者でもスムーズに作れた。レシピの綴りも分厚
いものになっていた。講座の終了後は、みんなで試食を
して楽しいひとときを過した。
　長い期間に及ぶ講座だったので、終了する頃には開講

時に比べてみんな包丁などの器具の使い方、料理の炊き
方、炒め方、揚げ方なども板に付いていた。家で調理をす
る人を調べてみたら全員が挙手をした。家族に褒められ
るとやる気が高まり、実践する日も多くなったと言い
合っていた。
　あのときの受講者の方は、今ごろは家族に煽てられて
ながら台所に立つことが当たり前になっていることで
しょう。何事もそうですが、コツを憶えれば楽しくやれ
るものです。私はもともと料理を作ることが好きでした
が、今は食材の買入れから作ることまでやっています。
妻が留守をするときでも空腹をかってることはありま
せん。
　今は小学校から全生徒を対象に食育という授業を
行っています。食材の生産からその栄養、作り方まで教
えているようです。このことからすると、17年前に若狭
公民館が男性対象の料理講座を開設したということは
先進的な事業であったと言えるでしょう。大変感謝して
います。

私と公民館
若狭一丁目自治会 会長
岸本 麗子

　21年前にタイム・スリップ、更地になった公民館建設
予定地にトラックで土を運び、PTA学年親子レクの名目
で「泥んこ遊び」を計画しました。子ども達は大喜びで
「泥ダンゴ」を作ったり、思い思いに土を手にふざけた
り、無邪気に遊んでいました。都会の中で土に接する機
会が失われつつある現代で貴重な体験ができたと思い
ます。
　公民館が建設されてからは、時間があれば公民館に足
を運び気に入った講座があれば、受講し、歴代の館長と
も親しく会話ができました。
　私は長年公園で子ども達にエイサー指導をしていま
したが、山田館長のおかげで公民館を子ども達の居場所
作りの拠点として使う事ができました。私も公民館活動
のおかげで成長させていただきました。私のお手本であ
る山田さん、島袋さんありがとうございます。20周年を
期に今後の公民館のありかたを皆で考える機会になれ
ばと思います。

20年を振り返って
若狭一丁目自治会 前会長
糸数 武

　このたび、若狭公民館の創立20周年の記念すべき時
を迎えることができましたことは、公民館長をはじめ、
職員の皆さんや大勢の公民館利用団体の皆さんととも
に、自治会の皆さんにおいても喜びの中に感概深いもの
があるのではないでしょうか。それは、公民館の歴史を
尋ねるとき、そこには公民館に深く拘ってきた人達の限
りない思い出があるからだと思います。そこで20年前
を振り返ってみますと、当事は現在の公民館の場所には
若狭市場があって、地域には売店等は殆どなかったの
で、若狭地域の皆さんは勿論のこと、隣接する地域の人
達もこの市場で買物をしていました。しかし、その2、3
年前頃から、比較的安い商品を売るスーパーが出来はじ
めた為に、次第に市場への客足も減少傾向になり、その
うちに市場での商売がきびしくなって、ぽつりぽつり店
をたたむ人が出初めたのです。そこに、タイミングよく
地主である市の方から建物をつくる計画案が出てきた
ので、地域の自治会が中心となって、是非公民館を建設
してもらいたいとの精一杯の陳状により、願が叶って現
在の公民館が建設されました。
　ご承知のように、公民館は那覇市教育委員会の管轄に
なっており、生涯学習の一環としてサークル活動の殆ど
が公民館で行われております。そのことによって各人の
個性に更なる磨きがかかるのはすばらしいことであり
ます。そのほかにも私たち若狭公民館の自治会が公民館
との関わりが深く、特に屋内で行う行事は公民館の三階
ホールや研修室を使わせてもらっています。もっと申し
上げたいのですが、紙面の都合上、以上をもって終りと
致します。最後に、現在は「NPO地域サポートわかさ」が
一部業務を受託し、運営しています。

20周年に寄せて
若狭公民館利用団体連絡協議会 第7代会長
佐久本 暁

　全国的にも素晴らしい業績を上げている若狭公民館
の20周年記念式典並びに祝賀会に当たり心から感謝と
お祝いを申し上げます。
　私が利団協役員として関わり始めたのは、４代目高里
洋介館長になってからであり、翔苑会から利団協の副会
長としてご活躍された西平さんの急死により、急遽替わ
りを翔苑会から出して欲しいとのことで副会長を引受
けてからであります。

　楽しかったことや苦しかった思い出は沢山あります
が、特に、高里館長や津嘉山館長のファッションショ―
の舞台出演、山田民子館長の斬新な考え方と呈茶でのお
もてなし、利団協会則の全面改正、ナイトウォークで一
晩中中学生達とお付き合いしたことであります。
　NPO法人地域サポートわかさは、若狭公民館事業の管
理委託を受けておりますが、素晴らしいスタッフの下で
さらに30周年に向けて充実し、地域とともに発展される
ことを祈念いたしましてお祝いの言葉といたします。

若狭公民館と若狭小学校との連携を振り返って
琉球大学教育学部教育実践総合センター 准教授
玉城 きみ子（元若狭小学校校長）

　若狭公民館創立20周年、誠におめでとうございます。
若狭地域の活性化・発展の原動力となり、いつも地域の
中心的な役割を果たしている若狭公民館の記念すべき
節目に、皆様方とともにお祝いできることをこの上ない
喜びと光栄に存じます。
　平成17年～19年までの3年間、若狭小学校校長とし
て、若狭地域には大変お世話になりました。若狭公民館
を中心とした地域の皆様に支えられ、若狭っ子の「安心
安全の確保をはじめ優しさ、賢さ、たくましさ」を共に育
んでまいりました。若狭小学校が地域の学校として皆様
方に大事にされていることに対し心から感謝を申し上
げます。
　振り返ってみますと、平成17年度に体育館がアスベ
スト除去作業のために使用不可能になった時、若狭っ子
に温かい手をさしのべて下さったのは若狭公民館でし
た。若狭公民館の施設・設備等を借用して学芸会の練習
やいろいろな学習の表現の場にしてまいりました。若狭
公民館は、「第2の若狭小学校」として、より一層子ども
たちが足繁く通う場となりました。放課後子ども教室、
公民館まつり、地域文化祭、小学校の壁画作成、ふれ合い
美化作業等、公民館と学校が一体となって取り組んでき
た活動は数多くありました。「NPO法人地域サポートわ
かさ」として5年生との連携で地域のスウジグヮに名前
を付けた総合的学習や、人間としてのマナーを育むお茶
クラブの活動など、特色ある活動が鮮明に思い出されま
す。このような様々な連携活動は、若狭小学校の学校教
育目標「ふるさとを愛し、世界に目を向ける子」に繋がっ
ています。
　全ての連携活動が日々の生活を充実させ、若狭公民館
を中心に人と人との絆を深めながら地域も学校も豊か
に発展してきたことを誇りに思います。未来を担う若
狭っ子は、地域で育ててもらった「じんぶん」や「美ら

心」で自分の夢や希望に向かって世界に羽ばたいていく
ことだと信じています。若狭地域の人々の拠り所、地域
の要である若狭公民館のますますの発展を心からお祈
り致します。

思い出すのは
平成17年～23年　主査・第7代館長
津嘉山 剛

　若狭公民館の創立20周年おめでとうございます。
　私が若狭公民館に勤務していたのは、平成1７年4月
から平成23年3月までの5年間で（主査で赴任し、最後の
１年間は館長の職にありました。）、市役所勤務の中で最
も思い出に残る期間でした。
　若狭公民館への異動内示が出たとき、周りの人は「と
ても地域活動が盛んなところだよ。」と話してくれまし
たが、私は人の顔と名前を覚えるのが苦手なので、少し
不安になりました。そこで、名前とプロフィールを記入
したノートを作成する事を思いつきました。
　来客があるとお顔を拝見し、当時の山田館長に教えて
もらいながら「早川忠光さん ドイツ語サークル所属、社
会教育の先生」「東澄子さん 若手女性 若狭ちむどんど
ん太鼓指導者」「○○さん 自治会会長」、「○○さん 地域
に長く住んでいる方」、「○○さん 料理名人」、「○○さん 
パワフルな方」等と記入していきました。地域や公民館
で活動している方は大勢いらっしゃり、ノートには百人
以上の名前が載り、繰り返し見返しました。
　今振り返ってみても、若狭公民館は本当に多くの方々
の繋がりで成り立っているのだと感じています。「公民
館まつり」、「ナイトウォーク」、「若狭地域文化祭」、「100
人でだるまさんがころんだ」、「全国公民館ホームページ
コンクール最優秀賞受賞、館報コンクール優秀賞受賞」
等々思い出す事は多く、在任中の５年間は、地域や公民
館関係者のご協力に支えられ、充実した日々を過ごすこ
とが出来ました。地域及び若狭公民館の、今後ますます
のご発展をお祈りします。
　最後に、山田民子元館長をはじめ地域、公民館の方々
及び、絵を描く喜びを広げてくれた宮城潤元館長に感謝
いたします。

平成6年度 
5月 市民講座「男の食卓-1」実施（全5回）
 市民講座「フラワーアレンジメント」実施（全5回）
7月 情報活用能力養成講座「パソコン入門講座」実施（2組に分けて全8回づつ実施）
 市民講座「布の絵本」実施（全10回）
 家庭教育ふれあい推進事業「子育てひろば」（全9回）
9月 少年教室・親子ふれあいドッキング事業「ふれあい、体験キャンピング」実施
 市民講座「クラッシクギター講座」実施（全10回）
11月 若狭公民館利用団体連絡協議会が結成された。初代会長には太田利雄氏が選出された。
 市民講座「花Ⅱ」実施（全5回）
 高齢者学級「うきしま大学」実施（全7回）
 親子ふれあい事業「親と子の手作り教室（版画／凧）」実施（全2回）
12月 女性学級「会話美人」（全7回）
1月 市民講座「カラオケ講座」（全10回）
 市民講座「男の食卓-2」実施（全5回）
 成人講座「鑑賞入門　琉球の芸術」（全8回）
2月 「利用団体登録」制度が始まった。
 「第3回若狭公民館まつり」開催
 特別文化講演会「舞踊五題」「組踊」実施
3月 家庭教育学級　講演会「新一年生をもつお母さんへ」実施

平成7年度 
4月 館長　高良繁配置替えにより、館長　宮良毅が発令された。
5月 市民講座「働くあなたのウチナーグチ入門」実施（全10回）
6月 市民講座「混声・歌ごえハーモニー」実施（7月23日まで・全8回）
7月 社会教育優良施設として県教育委員会　教育長　仲里長和より表彰を受ける。
9月 市民講座「暮らしのなかにハーブを」実施（全7回）
 成人講座「ワンポイントPOPアート」実施（全4回）
10月 市民講座「料理の鉄人（中華編）」実施（全4回）
12月 優れた公民館活動が認められ、県公民館連絡協議会会長より表彰を受ける。
 女性学級「翔べフェアレディー」実施（全10回）
1月 地域青少年事業「新春 もちつき IN 公民館」実施
 高齢者学級「うきしま大学　今 残す 若狭町古地図」実施（全10回）
 市民講座「男の中華（初級編）実施（全4回）
2月 親子ふれあい教室「体験、キビ刈り＋クルザーターづくり」（全2回）
 「第4回若狭公民館まつり」開催
3月 少年教室「ザ  ナイトウォーク チャレンジ 30」実施

平成8年度
4月 公民館主事１減に伴い社会教育指導員１増
5月 市民講座「親子でハーモニカ」実施（全10回）
6月 市民講座「夫婦でもてなしクッキング（中華・飲茶編）実施（全４回）
 家庭教育学級「子育て広場・ドゥリーミーキッズ」実施（全6回）
7月 高齢者学級「うきしま大学　今 残す 若狭町古地図」実施（全11回）
8月 親子ふれあい事業「親子で豆腐づくり」実施
9月 女性学級「若さ女性学級」実施（全8回）
 市民講座「トラベル英会話」実施（全10回）
10月 市民講座「漆芸」実施（全10回・実地見学2回実施）
11月 成人講座「街ぐわー経済学 儲き塾」実施（全10回）
12月 家庭教育学級「子育て広場・すくすくクラブ」実施（全4回）
 地域青少年事業「ちいき青少年文化祭」実施
1月 地域青少年事業「新春 もちつき IN 公民館」実施
 情報活用能力養成講座「パソコン入門講座」実施（全2回）
3月 「第5回若狭公民館まつり」開催
 少年教室「ザ  ナイトウォーク チャレンジ 40」実施

平成9年度
5月 高齢者学級「うきしま大学　思いでの若狭町村の民俗誌を残そう」実施（全10回）
6月 家庭教育学級「子育て広場（あおぞら教室）実施（全7回）
7月 市民講座「カナヅチの人のためのシュノーケリング教室」（全4回）
 市民講座「音楽（エレキギター）」実施（全10回）
9月 女性学級「ワーキング・ウーマンのための応援講座」実施（全6回）
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　旧若狭市場跡に完成した当施設は、国道58号線以西でははじめての文化施設である。平成元年４月に
公民館・図書館建設用地として、用度管財課より教育委員会へ移管され、建設について地域住民、利用団体
からの意見・要望を聴取し、平成3年6月22日工事着工、平成4年3月19日竣工した。
　建物は若狭小学校、若狭公園に隣接し、1階は図書館、2・3階が公民館で地域住民の学習の場として誕生
した。特に生涯学習に関する情報等を提供する事業として、パーソナルコンピューターと電話回線を利用
したパソコン通信を県内の行政機関ではじめて導入した。
　平成16年度から21年度まで、公募による非常勤館長を配置した。
　平成22年度より公民館業務の一部をNPO法人に委託している。

年表
平成3年度
11月 若狭公民館の発足に伴い、館長　高良繁、公民館主事　山城正章が発令された。

平成4年度
4月 公民館主事　吉峯なおみが発令された。
5月 公民館主事　當間一也、社会教育指導員　島袋文雄、新崎美智子が配置された。
6月 若狭公民館及び図書館の開館式が行われた。
 利用団体・サークル（32団体）へ施設の提供が始まった。
7月 家庭教育学級　講演会「学校週5日制と家庭・地域社会でのとりくみ方」実施
8月 生涯学習情報提供事業『NAHAあけもどろネット』開局式が行われた。
 名画シアター「夏企画」実施（全8回）
 夏休み親子ふれあい事業「写生・紙工作」実施（全5回）
 夏休み親子ふれあい事業「料理教室」実施（全2回）
9月 市民講座「琉球民謡講座」実施（全12回）
 「児童絵画教室」実施（全6回）
 家庭教育学級　講演会「学校週5日制と子ども会活動」実施
 市民講座「ヘルシークッキング（家庭料理）」実施（全5回）
10月 「家庭教育学級講座」実施（全7回）
 市民講座「ヘルシークッキング（ワインと料理）」実施（全5回）
11月 名画シアター「オールディーズ・30’＆40’」実施（全10回）
1月 市民講座「リズム体操」実施（全10回）
 高齢者学級「うきしま大学」実施（全9回）
 「女性学級」実施（全9回）
2月 市民講座『暮らしを楽しむ手づくり講座」実施（前6回）
 家庭教育学級　講演会「新一年生をもつお母さんへ」実施
3月 「第１回若狭公民館まつり」開催

平成5年度
5月 市民講座「ちぎり絵講座」実施（全10回）
 家庭教育学級「お母さんの勉強室」実施（全8回）
6月 「ろうあ者向けワープロ入門講座」実施（全4回）
 市民講座「男の食卓①」実施（全5回）
7月 親子ふれあい事業「夏休み親子写生大会」実施
8月 夏休み特別企画「アニメ上映会」実施（全7回）
9月 高齢者学級「うきしま大学」実施（全7回）
 市民講座「水彩画」実施（全10回）
 女性学級「見直そう衣・食・住！」実施（全12回）
11月 市民講座「マンドリン講座」実施（全10回）
 成人講座「自動車学入門」実施（全5回）
 成人講座「おもしろ宗教学」実施（全6回）
2月 家庭教育学級　講演会「新一年生をもつお母さんへ」実施
 市民講座「男の食卓②」実施（全5回）
3月 「第2回若狭公民館まつり」開催
 少年教室「化石は古代へのタイムマシン」実施（全4回）

若狭公民館20周年記念にあたり
平成3年～6年　初代館長
高良 繁

　若狭公民館の開館20周年記念に当たり、一言ご挨拶
申しあげます。
　若狭公民館は、公民館7館設置構想の中、58号線の西
側に成人の学習施設の設置を願う地域住民の声により
設置されました。
　建設地は、その頃、老朽化していた若狭市場に決定し
ました。まだ、若狭市場で営業を続けている店子の移転
補償から、事業が始りました。並行して、公民館の設計
等にも参加して意見を述べる機会がありました。
　まず、予定地が狭隘であるため、駐車場が設置出来な
いこと、図書館を1階、公民館を2階、3階に設置するこ
とを決めました。公民館にパソコン通信を設置するこ
と、パソコン通信とは現在のインターネットの前身で、
文字だけによる情報発信のシステムです。このシステ
ムの立ち上げは職員やメーカーとの協力によって完成
しました。他にホールの床にフローリングを設置、舞台
下に椅子の格納庫を設置、調理室を多目的に利用する
ため、調理台を壁側に設置、和室にお茶の窯を設置した
ことなど、利用者の立場に立ったいろいろな意見を実
現しました。また、図書館については、書架を木製で作
成したこと、ビデオ等の視聴設備の設置や貸し出しを
実現しました。
　地域との関連では、前島から西町までの広い地域を
カバーする必要があるため、地域の自治会との連携に
努力しました。特に、建設地である若狭2丁目はこの機
会に自治会が設置され活動の中心的役割を担ってきま
した。開館にあたっては、職員が全地域を回ってチラシ
を配布し、開館と利用についてお知らせしました。
　その後の公民館の活動は、地域や学校と一緒になっ
た活動が多く実施されています。公民館主催の講座の
実施、市民主体のサークル活動の実施、地域まつり等へ
の参加、学校行事への協力などが上げられます。
　このような若狭公民館の活動が認められ、第52回の
優良公民館表彰で文部大臣表彰を受け、また、公民館の
ホームページについても表彰されたと聞いています。
これからも、この20周年記念を更なるバネとして、さ
らに地域に根差した公民館活動を目指し、地域と一体
となった公民館運営を続けていってください。
　あらためて、公民館の20周年記念のお祝いを申し上
げます。20周年おめでとうございます。

若狭公民館二十歳のお祝い
平成4年～7年　公民館主事
當間 一也

　若狭公民館　ご成人おめでとうございます。
若狭公民館公民館初代職員　當間一也　と申します。
私が那覇市職員として採用され、最初に配属されたの
が若狭公民館です。とっ、言う事は・・・
『若狭公民館の年齢＝私の勤続年数』
若狭公民館には人一倍、愛着と親近感を感じます。
　若狭公民館での思い出は、楽しい思い出ばかりで、い
ろんな方々との出会いもありました。実行委員会の委
員長『山田民子さん』もその一人で、私の第2のかあちゃ
んです。
　公民館祭りでは、実行委員会やサークルの皆さんと
花飾りを一緒に作り、正月には「新春餅つき大会」、中学
生の思い出に企画した「ナイトウォーク」、地域の子ど
も達が中心となった「エイサー　ミチュジュネー」、一
緒に参加したサークル活動etc…思い出がたくさん詰
まっています。
　地域と共に若狭公民館のさらなるご活躍を期待して
おります。私も皆さんに負けませんよ！

若狭公民館開館20周年記念によせて
平成7年～9年　第2代館長
宮良 毅

　華々しく若狭公民館が開館して早20年の歳月が流
れたのかと思うと感概深いものがあります。当時那覇
市として国道58号線から西側に全住民が利用できる
文化施設の皆無の状況でありました。市教委は、当地域
の活性化を図る上からも是非図書館併設で公民館の設
置をという目標を掲げました。実現するにはまず、若狭
市場を撤去しなければならずこれまで商いを続けてこ
られた方々の移転をどうしらたよいか等々の諸問題を
解決すべく鋭意努力した結果公民館建設にこぎつける
ことができました。
　開館20周年若狭公民館も成人式を迎えることにな
りました。若狭を中心とした地域の皆様の生涯学習に
対する熱意を施設に対する愛着によって日々親しみを
以て利用されてきました。
　私は初代高良繁館長の後任として平成7年4月に赴
任して参りました。3年間若狭公民館でお世話になりま

した。まだまだ開館して間もないころで建物自体新鮮な
輝きがありましたし、利用者の皆さんがこの施設をこれ
からも力を合わせて育てていこうという意気込みや暖
かい眼差しを毎日感じながら過ごす事ができました。
　若狭公民館が地域に根ざす交流とコミュニケーショ
ンの中核施設を目指して、職員一同生き生きと仕事に取
り組むことができた充実の3年間でした。
　あれから10年余、長い間ご無沙汰してしまいました。
申し訳ございません。
　さて、急速に進化する情報化社会に身を置く昨今、地
球の裏側で起きることでさえ瞬時にお茶の間に飛び込
んできますが、それとは裏側に地域の中で、しかもすぐ
お隣に何がおきているのかがなかなか伝わってこない
のが各地域の抱える現状ではないかと思います。このま
ま進むとコミュニティーの喪失に繋がりかねません。そ
れだけ地域と個人との関わり合いがますます希薄にな
り、その度合いを深めているようにも思われます。
　この度成人式を迎えた若狭公民館がこれから先、地域
の抱える多面的な要求や課題とどのように向き合って
いくのか人生に例えるならば大切な分岐点に立っての
新しいスタートのような気がします。今は故人となって
「男はつらいよふーてんの寅さん」でお馴染みの山田洋
二監督にあるテレビレポーターが「若者」とはなにか？
監督の定義はなんですかときかれた際に彼曰く「そうだ
なあ……現状じゃだめだと思える人……うん、それが若
人の条件じゃないの……」と言われたのが印象に残って
います。
　現状をさらによりよいものに変えていくという事は
どんな時でも大きなチャレンジです、簡単にはできませ
ん、若狭公民館がいつまでも地域の求心力を失うことな
く、地域の皆さんが歴史と伝統のあるこの若狭地域の住
民であるという喜びをいつも感じながら生活できたら
実に素晴らしい事だと思います。　また、住民全てが「よ
り豊かな人生を送っていくにはどうしたらいいので
しょうか？」の問いかけに対していつも知識、情報、知恵
が結集さて、それを色々な形で発信できる公民館であり
続けて欲しいと切に願う次第です。開館20周年まこと
におめでとうございます。

若狭公民館20周年に寄せて
平成6年～8年　公民館主事
末吉 正幸

　第1回地域文化祭のためにパワー溢れる山田さんと
地域をくまなく回った事。古の若狭を地図と模型で再現
する吉峯さんの後を付いていった事。上原千恵美さんが

力を貸してくれたパソコン通信での学習情報提供に格
闘した事。夫妻で八面六臂の活躍をする上原美智子さん
に頭が下がる思いをした事。赤ら顔の當間さんの若きハ
チャメチャ振りに振り回された事(^^)v。ブーゲンビリ
アの花開くことを夢見て高良館長と土作りに勤しんだ
事。宮良館長に甘え、運転手になってもらい皆で遠くま
で飲みにいった事。同僚職員の皆様・感謝！
最初は得体の知れなかった八尾さん。ヤクルトの喜納さ
んや若狭の女性ボス岸本さん、フラの上原さん、立尾会
長、多くの地域や利用者の皆様に、心から深く感謝！皆
様の支援に元気10倍、勇気100倍頂きました。
　そんな支えに気をよくし、無謀だとも言われながら始
まったナイトウォーク。環境の変化に対応しながらも未
だに続いていることは驚きでもあり、地域の皆様にも少
しは認められているのかなと嬉しくも思います。
　公民館主事としてあっというま3年でしたが、私の
とってはかけがえの無い財産となっています。若狭公民
館に海より深く感謝！

「男子厨房クラブ」の追憶
若狭公民館利用団体連絡協議会 第3代会長
上原 博

　若狭公民館の市民講座に「男子厨房クラブ」が開設さ
れたのは平成8年1月30日からであった。今から17年前
のことである。当時の館長は、宮良毅さんであった。毎週
火曜日の午後6時30分から9時30分までの三時間で
あった。講師は当時近くにあった台湾飯店のベテラン料
理長の田淵さん（岡山県出身）であった。
　講座は募集のときから人気があり、応募者が多く抽選
で決められた。開講後も好評であったので、特別の計ら
いで期間が何度も延長され一か年近く続いたような憶
えがる。
　日本の社会では、昔から「男子厨房へ入らず」と教えら
れ台所仕事は女性の専業であった。この講座はあえてこ
の習慣に逆らい男性だけでスタートした。しかし、その
好評ぶりからわかる通り世の男性たちの中には、料理を
作ってみたい。妻の手助けをしたい。という潜在的な願
いが多かったと思われる。
　講座は数グループに分かれて行われた。中華を中心に
和食、洋食に亘っていた。毎回先生が丁寧レシピを作っ
てきた。それと先生の実技指導によって作っていたの
で、初心者でもスムーズに作れた。レシピの綴りも分厚
いものになっていた。講座の終了後は、みんなで試食を
して楽しいひとときを過した。
　長い期間に及ぶ講座だったので、終了する頃には開講

時に比べてみんな包丁などの器具の使い方、料理の炊き
方、炒め方、揚げ方なども板に付いていた。家で調理をす
る人を調べてみたら全員が挙手をした。家族に褒められ
るとやる気が高まり、実践する日も多くなったと言い
合っていた。
　あのときの受講者の方は、今ごろは家族に煽てられて
ながら台所に立つことが当たり前になっていることで
しょう。何事もそうですが、コツを憶えれば楽しくやれ
るものです。私はもともと料理を作ることが好きでした
が、今は食材の買入れから作ることまでやっています。
妻が留守をするときでも空腹をかってることはありま
せん。
　今は小学校から全生徒を対象に食育という授業を
行っています。食材の生産からその栄養、作り方まで教
えているようです。このことからすると、17年前に若狭
公民館が男性対象の料理講座を開設したということは
先進的な事業であったと言えるでしょう。大変感謝して
います。

私と公民館
若狭一丁目自治会 会長
岸本 麗子

　21年前にタイム・スリップ、更地になった公民館建設
予定地にトラックで土を運び、PTA学年親子レクの名目
で「泥んこ遊び」を計画しました。子ども達は大喜びで
「泥ダンゴ」を作ったり、思い思いに土を手にふざけた
り、無邪気に遊んでいました。都会の中で土に接する機
会が失われつつある現代で貴重な体験ができたと思い
ます。
　公民館が建設されてからは、時間があれば公民館に足
を運び気に入った講座があれば、受講し、歴代の館長と
も親しく会話ができました。
　私は長年公園で子ども達にエイサー指導をしていま
したが、山田館長のおかげで公民館を子ども達の居場所
作りの拠点として使う事ができました。私も公民館活動
のおかげで成長させていただきました。私のお手本であ
る山田さん、島袋さんありがとうございます。20周年を
期に今後の公民館のありかたを皆で考える機会になれ
ばと思います。

20年を振り返って
若狭一丁目自治会 前会長
糸数 武

　このたび、若狭公民館の創立20周年の記念すべき時
を迎えることができましたことは、公民館長をはじめ、
職員の皆さんや大勢の公民館利用団体の皆さんととも
に、自治会の皆さんにおいても喜びの中に感概深いもの
があるのではないでしょうか。それは、公民館の歴史を
尋ねるとき、そこには公民館に深く拘ってきた人達の限
りない思い出があるからだと思います。そこで20年前
を振り返ってみますと、当事は現在の公民館の場所には
若狭市場があって、地域には売店等は殆どなかったの
で、若狭地域の皆さんは勿論のこと、隣接する地域の人
達もこの市場で買物をしていました。しかし、その2、3
年前頃から、比較的安い商品を売るスーパーが出来はじ
めた為に、次第に市場への客足も減少傾向になり、その
うちに市場での商売がきびしくなって、ぽつりぽつり店
をたたむ人が出初めたのです。そこに、タイミングよく
地主である市の方から建物をつくる計画案が出てきた
ので、地域の自治会が中心となって、是非公民館を建設
してもらいたいとの精一杯の陳状により、願が叶って現
在の公民館が建設されました。
　ご承知のように、公民館は那覇市教育委員会の管轄に
なっており、生涯学習の一環としてサークル活動の殆ど
が公民館で行われております。そのことによって各人の
個性に更なる磨きがかかるのはすばらしいことであり
ます。そのほかにも私たち若狭公民館の自治会が公民館
との関わりが深く、特に屋内で行う行事は公民館の三階
ホールや研修室を使わせてもらっています。もっと申し
上げたいのですが、紙面の都合上、以上をもって終りと
致します。最後に、現在は「NPO地域サポートわかさ」が
一部業務を受託し、運営しています。

20周年に寄せて
若狭公民館利用団体連絡協議会 第7代会長
佐久本 暁

　全国的にも素晴らしい業績を上げている若狭公民館
の20周年記念式典並びに祝賀会に当たり心から感謝と
お祝いを申し上げます。
　私が利団協役員として関わり始めたのは、４代目高里
洋介館長になってからであり、翔苑会から利団協の副会
長としてご活躍された西平さんの急死により、急遽替わ
りを翔苑会から出して欲しいとのことで副会長を引受
けてからであります。

　楽しかったことや苦しかった思い出は沢山あります
が、特に、高里館長や津嘉山館長のファッションショ―
の舞台出演、山田民子館長の斬新な考え方と呈茶でのお
もてなし、利団協会則の全面改正、ナイトウォークで一
晩中中学生達とお付き合いしたことであります。
　NPO法人地域サポートわかさは、若狭公民館事業の管
理委託を受けておりますが、素晴らしいスタッフの下で
さらに30周年に向けて充実し、地域とともに発展される
ことを祈念いたしましてお祝いの言葉といたします。

若狭公民館と若狭小学校との連携を振り返って
琉球大学教育学部教育実践総合センター 准教授
玉城 きみ子（元若狭小学校校長）

　若狭公民館創立20周年、誠におめでとうございます。
若狭地域の活性化・発展の原動力となり、いつも地域の
中心的な役割を果たしている若狭公民館の記念すべき
節目に、皆様方とともにお祝いできることをこの上ない
喜びと光栄に存じます。
　平成17年～19年までの3年間、若狭小学校校長とし
て、若狭地域には大変お世話になりました。若狭公民館
を中心とした地域の皆様に支えられ、若狭っ子の「安心
安全の確保をはじめ優しさ、賢さ、たくましさ」を共に育
んでまいりました。若狭小学校が地域の学校として皆様
方に大事にされていることに対し心から感謝を申し上
げます。
　振り返ってみますと、平成17年度に体育館がアスベ
スト除去作業のために使用不可能になった時、若狭っ子
に温かい手をさしのべて下さったのは若狭公民館でし
た。若狭公民館の施設・設備等を借用して学芸会の練習
やいろいろな学習の表現の場にしてまいりました。若狭
公民館は、「第2の若狭小学校」として、より一層子ども
たちが足繁く通う場となりました。放課後子ども教室、
公民館まつり、地域文化祭、小学校の壁画作成、ふれ合い
美化作業等、公民館と学校が一体となって取り組んでき
た活動は数多くありました。「NPO法人地域サポートわ
かさ」として5年生との連携で地域のスウジグヮに名前
を付けた総合的学習や、人間としてのマナーを育むお茶
クラブの活動など、特色ある活動が鮮明に思い出されま
す。このような様々な連携活動は、若狭小学校の学校教
育目標「ふるさとを愛し、世界に目を向ける子」に繋がっ
ています。
　全ての連携活動が日々の生活を充実させ、若狭公民館
を中心に人と人との絆を深めながら地域も学校も豊か
に発展してきたことを誇りに思います。未来を担う若
狭っ子は、地域で育ててもらった「じんぶん」や「美ら

心」で自分の夢や希望に向かって世界に羽ばたいていく
ことだと信じています。若狭地域の人々の拠り所、地域
の要である若狭公民館のますますの発展を心からお祈
り致します。

思い出すのは
平成17年～23年　主査・第7代館長
津嘉山 剛

　若狭公民館の創立20周年おめでとうございます。
　私が若狭公民館に勤務していたのは、平成1７年4月
から平成23年3月までの5年間で（主査で赴任し、最後の
１年間は館長の職にありました。）、市役所勤務の中で最
も思い出に残る期間でした。
　若狭公民館への異動内示が出たとき、周りの人は「と
ても地域活動が盛んなところだよ。」と話してくれまし
たが、私は人の顔と名前を覚えるのが苦手なので、少し
不安になりました。そこで、名前とプロフィールを記入
したノートを作成する事を思いつきました。
　来客があるとお顔を拝見し、当時の山田館長に教えて
もらいながら「早川忠光さん ドイツ語サークル所属、社
会教育の先生」「東澄子さん 若手女性 若狭ちむどんど
ん太鼓指導者」「○○さん 自治会会長」、「○○さん 地域
に長く住んでいる方」、「○○さん 料理名人」、「○○さん 
パワフルな方」等と記入していきました。地域や公民館
で活動している方は大勢いらっしゃり、ノートには百人
以上の名前が載り、繰り返し見返しました。
　今振り返ってみても、若狭公民館は本当に多くの方々
の繋がりで成り立っているのだと感じています。「公民
館まつり」、「ナイトウォーク」、「若狭地域文化祭」、「100
人でだるまさんがころんだ」、「全国公民館ホームページ
コンクール最優秀賞受賞、館報コンクール優秀賞受賞」
等々思い出す事は多く、在任中の５年間は、地域や公民
館関係者のご協力に支えられ、充実した日々を過ごすこ
とが出来ました。地域及び若狭公民館の、今後ますます
のご発展をお祈りします。
　最後に、山田民子元館長をはじめ地域、公民館の方々
及び、絵を描く喜びを広げてくれた宮城潤元館長に感謝
いたします。

平成6年度 
5月 市民講座「男の食卓-1」実施（全5回）
 市民講座「フラワーアレンジメント」実施（全5回）
7月 情報活用能力養成講座「パソコン入門講座」実施（2組に分けて全8回づつ実施）
 市民講座「布の絵本」実施（全10回）
 家庭教育ふれあい推進事業「子育てひろば」（全9回）
9月 少年教室・親子ふれあいドッキング事業「ふれあい、体験キャンピング」実施
 市民講座「クラッシクギター講座」実施（全10回）
11月 若狭公民館利用団体連絡協議会が結成された。初代会長には太田利雄氏が選出された。
 市民講座「花Ⅱ」実施（全5回）
 高齢者学級「うきしま大学」実施（全7回）
 親子ふれあい事業「親と子の手作り教室（版画／凧）」実施（全2回）
12月 女性学級「会話美人」（全7回）
1月 市民講座「カラオケ講座」（全10回）
 市民講座「男の食卓-2」実施（全5回）
 成人講座「鑑賞入門　琉球の芸術」（全8回）
2月 「利用団体登録」制度が始まった。
 「第3回若狭公民館まつり」開催
 特別文化講演会「舞踊五題」「組踊」実施
3月 家庭教育学級　講演会「新一年生をもつお母さんへ」実施

平成7年度 
4月 館長　高良繁配置替えにより、館長　宮良毅が発令された。
5月 市民講座「働くあなたのウチナーグチ入門」実施（全10回）
6月 市民講座「混声・歌ごえハーモニー」実施（7月23日まで・全8回）
7月 社会教育優良施設として県教育委員会　教育長　仲里長和より表彰を受ける。
9月 市民講座「暮らしのなかにハーブを」実施（全7回）
 成人講座「ワンポイントPOPアート」実施（全4回）
10月 市民講座「料理の鉄人（中華編）」実施（全4回）
12月 優れた公民館活動が認められ、県公民館連絡協議会会長より表彰を受ける。
 女性学級「翔べフェアレディー」実施（全10回）
1月 地域青少年事業「新春 もちつき IN 公民館」実施
 高齢者学級「うきしま大学　今 残す 若狭町古地図」実施（全10回）
 市民講座「男の中華（初級編）実施（全4回）
2月 親子ふれあい教室「体験、キビ刈り＋クルザーターづくり」（全2回）
 「第4回若狭公民館まつり」開催
3月 少年教室「ザ  ナイトウォーク チャレンジ 30」実施

平成8年度
4月 公民館主事１減に伴い社会教育指導員１増
5月 市民講座「親子でハーモニカ」実施（全10回）
6月 市民講座「夫婦でもてなしクッキング（中華・飲茶編）実施（全４回）
 家庭教育学級「子育て広場・ドゥリーミーキッズ」実施（全6回）
7月 高齢者学級「うきしま大学　今 残す 若狭町古地図」実施（全11回）
8月 親子ふれあい事業「親子で豆腐づくり」実施
9月 女性学級「若さ女性学級」実施（全8回）
 市民講座「トラベル英会話」実施（全10回）
10月 市民講座「漆芸」実施（全10回・実地見学2回実施）
11月 成人講座「街ぐわー経済学 儲き塾」実施（全10回）
12月 家庭教育学級「子育て広場・すくすくクラブ」実施（全4回）
 地域青少年事業「ちいき青少年文化祭」実施
1月 地域青少年事業「新春 もちつき IN 公民館」実施
 情報活用能力養成講座「パソコン入門講座」実施（全2回）
3月 「第5回若狭公民館まつり」開催
 少年教室「ザ  ナイトウォーク チャレンジ 40」実施

平成9年度
5月 高齢者学級「うきしま大学　思いでの若狭町村の民俗誌を残そう」実施（全10回）
6月 家庭教育学級「子育て広場（あおぞら教室）実施（全7回）
7月 市民講座「カナヅチの人のためのシュノーケリング教室」（全4回）
 市民講座「音楽（エレキギター）」実施（全10回）
9月 女性学級「ワーキング・ウーマンのための応援講座」実施（全6回）
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　旧若狭市場跡に完成した当施設は、国道58号線以西でははじめての文化施設である。平成元年４月に
公民館・図書館建設用地として、用度管財課より教育委員会へ移管され、建設について地域住民、利用団体
からの意見・要望を聴取し、平成3年6月22日工事着工、平成4年3月19日竣工した。
　建物は若狭小学校、若狭公園に隣接し、1階は図書館、2・3階が公民館で地域住民の学習の場として誕生
した。特に生涯学習に関する情報等を提供する事業として、パーソナルコンピューターと電話回線を利用
したパソコン通信を県内の行政機関ではじめて導入した。
　平成16年度から21年度まで、公募による非常勤館長を配置した。
　平成22年度より公民館業務の一部をNPO法人に委託している。

年表
平成3年度
11月 若狭公民館の発足に伴い、館長　高良繁、公民館主事　山城正章が発令された。

平成4年度
4月 公民館主事　吉峯なおみが発令された。
5月 公民館主事　當間一也、社会教育指導員　島袋文雄、新崎美智子が配置された。
6月 若狭公民館及び図書館の開館式が行われた。
 利用団体・サークル（32団体）へ施設の提供が始まった。
7月 家庭教育学級　講演会「学校週5日制と家庭・地域社会でのとりくみ方」実施
8月 生涯学習情報提供事業『NAHAあけもどろネット』開局式が行われた。
 名画シアター「夏企画」実施（全8回）
 夏休み親子ふれあい事業「写生・紙工作」実施（全5回）
 夏休み親子ふれあい事業「料理教室」実施（全2回）
9月 市民講座「琉球民謡講座」実施（全12回）
 「児童絵画教室」実施（全6回）
 家庭教育学級　講演会「学校週5日制と子ども会活動」実施
 市民講座「ヘルシークッキング（家庭料理）」実施（全5回）
10月 「家庭教育学級講座」実施（全7回）
 市民講座「ヘルシークッキング（ワインと料理）」実施（全5回）
11月 名画シアター「オールディーズ・30’＆40’」実施（全10回）
1月 市民講座「リズム体操」実施（全10回）
 高齢者学級「うきしま大学」実施（全9回）
 「女性学級」実施（全9回）
2月 市民講座『暮らしを楽しむ手づくり講座」実施（前6回）
 家庭教育学級　講演会「新一年生をもつお母さんへ」実施
3月 「第１回若狭公民館まつり」開催

平成5年度
5月 市民講座「ちぎり絵講座」実施（全10回）
 家庭教育学級「お母さんの勉強室」実施（全8回）
6月 「ろうあ者向けワープロ入門講座」実施（全4回）
 市民講座「男の食卓①」実施（全5回）
7月 親子ふれあい事業「夏休み親子写生大会」実施
8月 夏休み特別企画「アニメ上映会」実施（全7回）
9月 高齢者学級「うきしま大学」実施（全7回）
 市民講座「水彩画」実施（全10回）
 女性学級「見直そう衣・食・住！」実施（全12回）
11月 市民講座「マンドリン講座」実施（全10回）
 成人講座「自動車学入門」実施（全5回）
 成人講座「おもしろ宗教学」実施（全6回）
2月 家庭教育学級　講演会「新一年生をもつお母さんへ」実施
 市民講座「男の食卓②」実施（全5回）
3月 「第2回若狭公民館まつり」開催
 少年教室「化石は古代へのタイムマシン」実施（全4回）
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 市民講座「クラッシクギター講座」実施（全10回）
11月 若狭公民館利用団体連絡協議会が結成された。初代会長には太田利雄氏が選出された。
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 「第3回若狭公民館まつり」開催
 特別文化講演会「舞踊五題」「組踊」実施
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5月 市民講座「働くあなたのウチナーグチ入門」実施（全10回）
6月 市民講座「混声・歌ごえハーモニー」実施（7月23日まで・全8回）
7月 社会教育優良施設として県教育委員会　教育長　仲里長和より表彰を受ける。
9月 市民講座「暮らしのなかにハーブを」実施（全7回）
 成人講座「ワンポイントPOPアート」実施（全4回）
10月 市民講座「料理の鉄人（中華編）」実施（全4回）
12月 優れた公民館活動が認められ、県公民館連絡協議会会長より表彰を受ける。
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 市民講座「クラッシクギター講座」実施（全10回）
11月 若狭公民館利用団体連絡協議会が結成された。初代会長には太田利雄氏が選出された。
 市民講座「花Ⅱ」実施（全5回）
 高齢者学級「うきしま大学」実施（全7回）
 親子ふれあい事業「親と子の手作り教室（版画／凧）」実施（全2回）
12月 女性学級「会話美人」（全7回）
1月 市民講座「カラオケ講座」（全10回）
 市民講座「男の食卓-2」実施（全5回）
 成人講座「鑑賞入門　琉球の芸術」（全8回）
2月 「利用団体登録」制度が始まった。
 「第3回若狭公民館まつり」開催
 特別文化講演会「舞踊五題」「組踊」実施
3月 家庭教育学級　講演会「新一年生をもつお母さんへ」実施

平成7年度 
4月 館長　高良繁配置替えにより、館長　宮良毅が発令された。
5月 市民講座「働くあなたのウチナーグチ入門」実施（全10回）
6月 市民講座「混声・歌ごえハーモニー」実施（7月23日まで・全8回）
7月 社会教育優良施設として県教育委員会　教育長　仲里長和より表彰を受ける。
9月 市民講座「暮らしのなかにハーブを」実施（全7回）
 成人講座「ワンポイントPOPアート」実施（全4回）
10月 市民講座「料理の鉄人（中華編）」実施（全4回）
12月 優れた公民館活動が認められ、県公民館連絡協議会会長より表彰を受ける。
 女性学級「翔べフェアレディー」実施（全10回）
1月 地域青少年事業「新春 もちつき IN 公民館」実施
 高齢者学級「うきしま大学　今 残す 若狭町古地図」実施（全10回）
 市民講座「男の中華（初級編）実施（全4回）
2月 親子ふれあい教室「体験、キビ刈り＋クルザーターづくり」（全2回）
 「第4回若狭公民館まつり」開催
3月 少年教室「ザ  ナイトウォーク チャレンジ 30」実施

平成8年度
4月 公民館主事１減に伴い社会教育指導員１増
5月 市民講座「親子でハーモニカ」実施（全10回）
6月 市民講座「夫婦でもてなしクッキング（中華・飲茶編）実施（全４回）
 家庭教育学級「子育て広場・ドゥリーミーキッズ」実施（全6回）
7月 高齢者学級「うきしま大学　今 残す 若狭町古地図」実施（全11回）
8月 親子ふれあい事業「親子で豆腐づくり」実施
9月 女性学級「若さ女性学級」実施（全8回）
 市民講座「トラベル英会話」実施（全10回）
10月 市民講座「漆芸」実施（全10回・実地見学2回実施）
11月 成人講座「街ぐわー経済学 儲き塾」実施（全10回）
12月 家庭教育学級「子育て広場・すくすくクラブ」実施（全4回）
 地域青少年事業「ちいき青少年文化祭」実施
1月 地域青少年事業「新春 もちつき IN 公民館」実施
 情報活用能力養成講座「パソコン入門講座」実施（全2回）
3月 「第5回若狭公民館まつり」開催
 少年教室「ザ  ナイトウォーク チャレンジ 40」実施

平成9年度
5月 高齢者学級「うきしま大学　思いでの若狭町村の民俗誌を残そう」実施（全10回）
6月 家庭教育学級「子育て広場（あおぞら教室）実施（全7回）
7月 市民講座「カナヅチの人のためのシュノーケリング教室」（全4回）
 市民講座「音楽（エレキギター）」実施（全10回）
9月 女性学級「ワーキング・ウーマンのための応援講座」実施（全6回）

10月 成人講座「琉球人物史」実施（全8回）
11月 女性学級「 ワーキング・ウーマンのための応援講座 PART2 ～リラクゼーションしませんか？～」実施（全4回）
 市民講座「料理（びすとろ in WAKASA）」実施（全5回）
 「第1回若狭地域文化祭」開催
1月 地域青少年事業「新春 もちつき IN 公民館」実施
 情報活用能力養成講座「聴覚障害者のためのインターネット講座」実施（全6回）
2月 「第6回若狭公民館まつり」開催
3月 少年教室「ザ  ナイトウォーク チャレンジ 40」実施

平成10年度
4月 館長　宮良毅配置替えにより、館長　阿波連寛が発令された。
6月 高齢者学級「うきしま大学　思いでの町村の民俗誌を残そう」実施（全7回）
7月 家庭教育学級「子育て広場『わかくさ教室』」実施（全10回）
8月 親子ふれあい教室「よくばり勉強室」実施（全3回）
10月 女性学級「心豊かに 家事百科講座」実施（全3回）
 市民講座「音痴音楽大学」実施（全5回）
 成人講座「IT’S MY カウンセリング」実施（全8回）
11月 女性学級「女性のための健康講座」実施（全7回）
 「第2回若狭地域文化祭」開催
12月 情報活用能力養成講座「マルチメディアで世の中どーなる？」（全3回）
1月 地域青少年事業「新春 もちつき IN 公民館」実施
2月 市民講座「ウチナー野菜を使った料理」実施（全6回）
 市民講座「料理の鉄人は私だ！」実施（全5回）
 情報活用能力養成講座「勇気を出してはじめてのパソコン」実施（全2回講座を2回実施）
 「第7回若狭公民館まつり」開催
3月 少年教室「ザ  ナイトウォーク チャレンジ 40」実施
 親子ふれあい教室「親子でチャレンジ！」実施（宿泊学習）

平成11年度
4月 親子ふれあい教室「親子浜下り探検」実施
6月 市民講座「組踊・芝居に学ぶ沖縄方言」実施（全7回）
7月 家庭教育学級「スマイルクラブ」実施（全7回）
8月 少年教室「やんばる森林ウォッチング」実施（宿泊学習）
 市民講座「あつまれ きっず・クッキング隊！」実施（全2回）
9月 高齢者学級「うきしま大学」実施（全8回）
 市民講座「家族を撮りたい ビデオ入門」実施（全7回）
 成人講座「みんなで考える我が町のエコロジー」 実施（全10回）
10月 女性学級「Fine」実施（全8回）
 第51回優良公民館として文部大臣表彰を受ける
11月 「第3回若狭地域文化祭」開催
1月 地域交流事業「新春もちつき IN わかさ公民館」実施
2月 「第8回若狭公民館まつり開催
3月 地域交流事業「ザ  ナイトウォーク チャレンジ 40」実施
 高齢者学級「60歳からはじめるパソコン」実施（全2回）

平成12年度
6月 市民講座「男性のための料理講座 ちょっとした工夫で あなたも名シェフ」実施（全6回）
 市民講座「歌って、学んで 私たちのサミット」実施（全10回）
8月 親子ふれあい教室「やんばる Walker」実施（全2回）
 少年教室「自然体験キャンプ」実施（宿泊学習）
9月 成人講座「マイホームづくり・リフォームを考えているあなたのインテリア講座」実施（全9回）
 家庭教育学級「ふれあい子育てネットワーク」実施（全8回）
10月 高齢者学級「うきしま大学」実施（全7回）
11月 「第4回若狭地域文化祭」開催
12月 女性学級「百花繚乱～ひらいて・自分・再発見～」実施（全6回）
1月 地域交流事業「新春もちつき IN わかさ公民館」実施
 家庭教育学級「働く親のための家庭教育学級」実施（全6回）
2月 「第9回若狭公民館まつり」開催
 市民講座「はじめよう！ パソコン」実施（全2回）
3月 地域交流事業「ザ  ナイトウォーク チャレンジ 40」実施
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　旧若狭市場跡に完成した当施設は、国道58号線以西でははじめての文化施設である。平成元年４月に
公民館・図書館建設用地として、用度管財課より教育委員会へ移管され、建設について地域住民、利用団体
からの意見・要望を聴取し、平成3年6月22日工事着工、平成4年3月19日竣工した。
　建物は若狭小学校、若狭公園に隣接し、1階は図書館、2・3階が公民館で地域住民の学習の場として誕生
した。特に生涯学習に関する情報等を提供する事業として、パーソナルコンピューターと電話回線を利用
したパソコン通信を県内の行政機関ではじめて導入した。
　平成16年度から21年度まで、公募による非常勤館長を配置した。
　平成22年度より公民館業務の一部をNPO法人に委託している。

年表
平成3年度
11月 若狭公民館の発足に伴い、館長　高良繁、公民館主事　山城正章が発令された。

平成4年度
4月 公民館主事　吉峯なおみが発令された。
5月 公民館主事　當間一也、社会教育指導員　島袋文雄、新崎美智子が配置された。
6月 若狭公民館及び図書館の開館式が行われた。
 利用団体・サークル（32団体）へ施設の提供が始まった。
7月 家庭教育学級　講演会「学校週5日制と家庭・地域社会でのとりくみ方」実施
8月 生涯学習情報提供事業『NAHAあけもどろネット』開局式が行われた。
 名画シアター「夏企画」実施（全8回）
 夏休み親子ふれあい事業「写生・紙工作」実施（全5回）
 夏休み親子ふれあい事業「料理教室」実施（全2回）
9月 市民講座「琉球民謡講座」実施（全12回）
 「児童絵画教室」実施（全6回）
 家庭教育学級　講演会「学校週5日制と子ども会活動」実施
 市民講座「ヘルシークッキング（家庭料理）」実施（全5回）
10月 「家庭教育学級講座」実施（全7回）
 市民講座「ヘルシークッキング（ワインと料理）」実施（全5回）
11月 名画シアター「オールディーズ・30’＆40’」実施（全10回）
1月 市民講座「リズム体操」実施（全10回）
 高齢者学級「うきしま大学」実施（全9回）
 「女性学級」実施（全9回）
2月 市民講座『暮らしを楽しむ手づくり講座」実施（前6回）
 家庭教育学級　講演会「新一年生をもつお母さんへ」実施
3月 「第１回若狭公民館まつり」開催

平成5年度
5月 市民講座「ちぎり絵講座」実施（全10回）
 家庭教育学級「お母さんの勉強室」実施（全8回）
6月 「ろうあ者向けワープロ入門講座」実施（全4回）
 市民講座「男の食卓①」実施（全5回）
7月 親子ふれあい事業「夏休み親子写生大会」実施
8月 夏休み特別企画「アニメ上映会」実施（全7回）
9月 高齢者学級「うきしま大学」実施（全7回）
 市民講座「水彩画」実施（全10回）
 女性学級「見直そう衣・食・住！」実施（全12回）
11月 市民講座「マンドリン講座」実施（全10回）
 成人講座「自動車学入門」実施（全5回）
 成人講座「おもしろ宗教学」実施（全6回）
2月 家庭教育学級　講演会「新一年生をもつお母さんへ」実施
 市民講座「男の食卓②」実施（全5回）
3月 「第2回若狭公民館まつり」開催
 少年教室「化石は古代へのタイムマシン」実施（全4回）

平成6年度 
5月 市民講座「男の食卓-1」実施（全5回）
 市民講座「フラワーアレンジメント」実施（全5回）
7月 情報活用能力養成講座「パソコン入門講座」実施（2組に分けて全8回づつ実施）
 市民講座「布の絵本」実施（全10回）
 家庭教育ふれあい推進事業「子育てひろば」（全9回）
9月 少年教室・親子ふれあいドッキング事業「ふれあい、体験キャンピング」実施
 市民講座「クラッシクギター講座」実施（全10回）
11月 若狭公民館利用団体連絡協議会が結成された。初代会長には太田利雄氏が選出された。
 市民講座「花Ⅱ」実施（全5回）
 高齢者学級「うきしま大学」実施（全7回）
 親子ふれあい事業「親と子の手作り教室（版画／凧）」実施（全2回）
12月 女性学級「会話美人」（全7回）
1月 市民講座「カラオケ講座」（全10回）
 市民講座「男の食卓-2」実施（全5回）
 成人講座「鑑賞入門　琉球の芸術」（全8回）
2月 「利用団体登録」制度が始まった。
 「第3回若狭公民館まつり」開催
 特別文化講演会「舞踊五題」「組踊」実施
3月 家庭教育学級　講演会「新一年生をもつお母さんへ」実施

平成7年度 
4月 館長　高良繁配置替えにより、館長　宮良毅が発令された。
5月 市民講座「働くあなたのウチナーグチ入門」実施（全10回）
6月 市民講座「混声・歌ごえハーモニー」実施（7月23日まで・全8回）
7月 社会教育優良施設として県教育委員会　教育長　仲里長和より表彰を受ける。
9月 市民講座「暮らしのなかにハーブを」実施（全7回）
 成人講座「ワンポイントPOPアート」実施（全4回）
10月 市民講座「料理の鉄人（中華編）」実施（全4回）
12月 優れた公民館活動が認められ、県公民館連絡協議会会長より表彰を受ける。
 女性学級「翔べフェアレディー」実施（全10回）
1月 地域青少年事業「新春 もちつき IN 公民館」実施
 高齢者学級「うきしま大学　今 残す 若狭町古地図」実施（全10回）
 市民講座「男の中華（初級編）実施（全4回）
2月 親子ふれあい教室「体験、キビ刈り＋クルザーターづくり」（全2回）
 「第4回若狭公民館まつり」開催
3月 少年教室「ザ  ナイトウォーク チャレンジ 30」実施

平成8年度
4月 公民館主事１減に伴い社会教育指導員１増
5月 市民講座「親子でハーモニカ」実施（全10回）
6月 市民講座「夫婦でもてなしクッキング（中華・飲茶編）実施（全４回）
 家庭教育学級「子育て広場・ドゥリーミーキッズ」実施（全6回）
7月 高齢者学級「うきしま大学　今 残す 若狭町古地図」実施（全11回）
8月 親子ふれあい事業「親子で豆腐づくり」実施
9月 女性学級「若さ女性学級」実施（全8回）
 市民講座「トラベル英会話」実施（全10回）
10月 市民講座「漆芸」実施（全10回・実地見学2回実施）
11月 成人講座「街ぐわー経済学 儲き塾」実施（全10回）
12月 家庭教育学級「子育て広場・すくすくクラブ」実施（全4回）
 地域青少年事業「ちいき青少年文化祭」実施
1月 地域青少年事業「新春 もちつき IN 公民館」実施
 情報活用能力養成講座「パソコン入門講座」実施（全2回）
3月 「第5回若狭公民館まつり」開催
 少年教室「ザ  ナイトウォーク チャレンジ 40」実施

平成9年度
5月 高齢者学級「うきしま大学　思いでの若狭町村の民俗誌を残そう」実施（全10回）
6月 家庭教育学級「子育て広場（あおぞら教室）実施（全7回）
7月 市民講座「カナヅチの人のためのシュノーケリング教室」（全4回）
 市民講座「音楽（エレキギター）」実施（全10回）
9月 女性学級「ワーキング・ウーマンのための応援講座」実施（全6回）

平成13年度
4月 館長　阿波連寛配置替えにより、館長　高里洋介が発令された。
5月 親子ふれあい教室「探検！発見！なはのうみ ～潮干狩りで海を学ぼう～」実施（全2回）
7月 少年教室「自然と遊ぼう（乗馬・芋掘り体験）」実施（全2回）
8月 家庭教育学級「大きくなあれ ～ひろげよう、子育てネットワークの輪を～」実施（全8回）
 少年教室「夏休み絵画教室」
 成人講座「あなたは大丈夫？ 知らなきゃ損する身近な情報」実施（全8回）
9月 青年講座「話し方・文章表現の基礎知識講座」実施（全8回）
 女性学級「百花繚乱～自分らしく輝く女性に～」実施（全6回）
10月 市民講座「胡弓（二胡）講座」実施（全8回）
 市民講座「沖縄の素材を使ったうちな～料理」実施（全6回）
11月 「第5回若狭地域文化祭」開催
1月 地域交流事業「新春もちつき IN 公民館」実施
2月 「第10回若狭公民館まつり」開催
3月 地域交流事業「ザ  ナイトウォーク チャレンジ 40」実施

平成14年度
6月 市民講座「中国語入門」実施（全9回）
 「乳幼児学級」実施（全6回）
7月 市民講座「身体にやさしい料理の工夫」実施（全6回）
 成人講座「IT講座『ホームページ作成講座』」実施（全5回）
 親子ふれあい教室「作ってみよう！ カンカラ三線」実施（全5回）
8月 親子ふれあい教室「おりがみの世界をのぞいてみよう！」実施（全2回）
 家庭教育学級「おおきくなあれ」実施（全8回）
 成人講座「IT講座『エクセル基礎＋ワード』」実施（全6回）
9月 少年教室「うーまくー塾わかさ」実施（宿泊学習）
 完全学校週５日制対応事業「Kids Living English」（全7回）
10月 高齢者学級「うきしま大学」実施（全8回）
 成人講座「わした生まり島を学ぼう」実施（全6回）
 第53回九州地区公民館研究大会において第3分科会会場
11月 「第6回若狭地域文化祭」開催
1月 地域交流事業「新春もちつき IN 公民館」実施
2月 「第11回若狭公民館まつり」開催
3月 地域交流事業「ザ・ナイトウォークチャレンジ40」実施

平成15年度
5月 完全学校週５日制対応事業「Kids Living English」（全10回）
 「乳幼児学級」実施（全8回）
6月 市民講座「中国語入門」実施（全8回）
 少年教室「通学合宿　若狭っ子」実施（宿泊学習）
7月 家庭教育学級「思春期の子どもを持つ親の子育て教室」実施（全5回）
 家庭教育学級「大きくなあれ」実施（全7回）
 親子ふれあい教室「『ゆいレール』から見てみよう　那覇のまち」実施
8月 親子ふれあい教室「親子で楽しむ紙の世界」実施（全2回）
9月 成人講座「IT講座『楽しく始めようパソコン教室』」実施（全5回）
10月 市民講座「緑のある暮らし」実施（全6回）
 高齢者学級「うきしま大学」実施（全8回）
 成人講座「沖縄を見つめ直そう！」実施（全6回）
 少年教室「通学合宿　天妃っ子」実施（宿泊学習）
11月 「第7回若狭地域文化祭」開催
12月 地域交流事業「ザ・ナイトウォークチャレンジ若狭」実施
2月 「第12回若狭公民館まつり」開催
 地域交流事業「もちつき IN 公民館」実施

平成16年度
4月 館長　高里洋介配置替えにより、館長（非常勤）山田民子が発令された
 非常勤館長配置に伴い、主査１増、公民館主事１減
 地域子ども教室「青年隊＆童子」実施（毎週月・火・水曜日及び土・日曜日に複数回）
6月 「乳幼児学級」実施（全6回）
 完全学校週５日制対応事業「ザ・チャレンジ」実施（全8回）
 成人講座「わくわく！ パソコン教室」実施（全3回）
7月 親子ふれあい教室「バルーンマジック体験」実施
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　旧若狭市場跡に完成した当施設は、国道58号線以西でははじめての文化施設である。平成元年４月に
公民館・図書館建設用地として、用度管財課より教育委員会へ移管され、建設について地域住民、利用団体
からの意見・要望を聴取し、平成3年6月22日工事着工、平成4年3月19日竣工した。
　建物は若狭小学校、若狭公園に隣接し、1階は図書館、2・3階が公民館で地域住民の学習の場として誕生
した。特に生涯学習に関する情報等を提供する事業として、パーソナルコンピューターと電話回線を利用
したパソコン通信を県内の行政機関ではじめて導入した。
　平成16年度から21年度まで、公募による非常勤館長を配置した。
　平成22年度より公民館業務の一部をNPO法人に委託している。

年表
平成3年度
11月 若狭公民館の発足に伴い、館長　高良繁、公民館主事　山城正章が発令された。

平成4年度
4月 公民館主事　吉峯なおみが発令された。
5月 公民館主事　當間一也、社会教育指導員　島袋文雄、新崎美智子が配置された。
6月 若狭公民館及び図書館の開館式が行われた。
 利用団体・サークル（32団体）へ施設の提供が始まった。
7月 家庭教育学級　講演会「学校週5日制と家庭・地域社会でのとりくみ方」実施
8月 生涯学習情報提供事業『NAHAあけもどろネット』開局式が行われた。
 名画シアター「夏企画」実施（全8回）
 夏休み親子ふれあい事業「写生・紙工作」実施（全5回）
 夏休み親子ふれあい事業「料理教室」実施（全2回）
9月 市民講座「琉球民謡講座」実施（全12回）
 「児童絵画教室」実施（全6回）
 家庭教育学級　講演会「学校週5日制と子ども会活動」実施
 市民講座「ヘルシークッキング（家庭料理）」実施（全5回）
10月 「家庭教育学級講座」実施（全7回）
 市民講座「ヘルシークッキング（ワインと料理）」実施（全5回）
11月 名画シアター「オールディーズ・30’＆40’」実施（全10回）
1月 市民講座「リズム体操」実施（全10回）
 高齢者学級「うきしま大学」実施（全9回）
 「女性学級」実施（全9回）
2月 市民講座『暮らしを楽しむ手づくり講座」実施（前6回）
 家庭教育学級　講演会「新一年生をもつお母さんへ」実施
3月 「第１回若狭公民館まつり」開催

平成5年度
5月 市民講座「ちぎり絵講座」実施（全10回）
 家庭教育学級「お母さんの勉強室」実施（全8回）
6月 「ろうあ者向けワープロ入門講座」実施（全4回）
 市民講座「男の食卓①」実施（全5回）
7月 親子ふれあい事業「夏休み親子写生大会」実施
8月 夏休み特別企画「アニメ上映会」実施（全7回）
9月 高齢者学級「うきしま大学」実施（全7回）
 市民講座「水彩画」実施（全10回）
 女性学級「見直そう衣・食・住！」実施（全12回）
11月 市民講座「マンドリン講座」実施（全10回）
 成人講座「自動車学入門」実施（全5回）
 成人講座「おもしろ宗教学」実施（全6回）
2月 家庭教育学級　講演会「新一年生をもつお母さんへ」実施
 市民講座「男の食卓②」実施（全5回）
3月 「第2回若狭公民館まつり」開催
 少年教室「化石は古代へのタイムマシン」実施（全4回）

平成6年度 
5月 市民講座「男の食卓-1」実施（全5回）
 市民講座「フラワーアレンジメント」実施（全5回）
7月 情報活用能力養成講座「パソコン入門講座」実施（2組に分けて全8回づつ実施）
 市民講座「布の絵本」実施（全10回）
 家庭教育ふれあい推進事業「子育てひろば」（全9回）
9月 少年教室・親子ふれあいドッキング事業「ふれあい、体験キャンピング」実施
 市民講座「クラッシクギター講座」実施（全10回）
11月 若狭公民館利用団体連絡協議会が結成された。初代会長には太田利雄氏が選出された。
 市民講座「花Ⅱ」実施（全5回）
 高齢者学級「うきしま大学」実施（全7回）
 親子ふれあい事業「親と子の手作り教室（版画／凧）」実施（全2回）
12月 女性学級「会話美人」（全7回）
1月 市民講座「カラオケ講座」（全10回）
 市民講座「男の食卓-2」実施（全5回）
 成人講座「鑑賞入門　琉球の芸術」（全8回）
2月 「利用団体登録」制度が始まった。
 「第3回若狭公民館まつり」開催
 特別文化講演会「舞踊五題」「組踊」実施
3月 家庭教育学級　講演会「新一年生をもつお母さんへ」実施

平成7年度 
4月 館長　高良繁配置替えにより、館長　宮良毅が発令された。
5月 市民講座「働くあなたのウチナーグチ入門」実施（全10回）
6月 市民講座「混声・歌ごえハーモニー」実施（7月23日まで・全8回）
7月 社会教育優良施設として県教育委員会　教育長　仲里長和より表彰を受ける。
9月 市民講座「暮らしのなかにハーブを」実施（全7回）
 成人講座「ワンポイントPOPアート」実施（全4回）
10月 市民講座「料理の鉄人（中華編）」実施（全4回）
12月 優れた公民館活動が認められ、県公民館連絡協議会会長より表彰を受ける。
 女性学級「翔べフェアレディー」実施（全10回）
1月 地域青少年事業「新春 もちつき IN 公民館」実施
 高齢者学級「うきしま大学　今 残す 若狭町古地図」実施（全10回）
 市民講座「男の中華（初級編）実施（全4回）
2月 親子ふれあい教室「体験、キビ刈り＋クルザーターづくり」（全2回）
 「第4回若狭公民館まつり」開催
3月 少年教室「ザ  ナイトウォーク チャレンジ 30」実施

平成8年度
4月 公民館主事１減に伴い社会教育指導員１増
5月 市民講座「親子でハーモニカ」実施（全10回）
6月 市民講座「夫婦でもてなしクッキング（中華・飲茶編）実施（全４回）
 家庭教育学級「子育て広場・ドゥリーミーキッズ」実施（全6回）
7月 高齢者学級「うきしま大学　今 残す 若狭町古地図」実施（全11回）
8月 親子ふれあい事業「親子で豆腐づくり」実施
9月 女性学級「若さ女性学級」実施（全8回）
 市民講座「トラベル英会話」実施（全10回）
10月 市民講座「漆芸」実施（全10回・実地見学2回実施）
11月 成人講座「街ぐわー経済学 儲き塾」実施（全10回）
12月 家庭教育学級「子育て広場・すくすくクラブ」実施（全4回）
 地域青少年事業「ちいき青少年文化祭」実施
1月 地域青少年事業「新春 もちつき IN 公民館」実施
 情報活用能力養成講座「パソコン入門講座」実施（全2回）
3月 「第5回若狭公民館まつり」開催
 少年教室「ザ  ナイトウォーク チャレンジ 40」実施

平成9年度
5月 高齢者学級「うきしま大学　思いでの若狭町村の民俗誌を残そう」実施（全10回）
6月 家庭教育学級「子育て広場（あおぞら教室）実施（全7回）
7月 市民講座「カナヅチの人のためのシュノーケリング教室」（全4回）
 市民講座「音楽（エレキギター）」実施（全10回）
9月 女性学級「ワーキング・ウーマンのための応援講座」実施（全6回）

8月 家庭教育学級「あおぞらっ子」実施（全6回）
 少年教室「君も海保だがんばろう！」実施（全2回）
9月 市民講座「男の料理」実施（全4回）
10月 高齢者学級「うきしま大学」実施（全7回）
11月 市民講座「クリスマス＆お正月料理を楽しく」実施（全4回）
 「第8回若狭地域文化祭」開催
12月 親子ふれあい教室「親子ふれあいはっぴーコンサート」実施
2月 青年交流事業「アロマで健康生活」実施
 成人講座「考える！わしたウチナー」実施（全3回）
 「第13回若狭公民館まつり」開催
 青年交流事業「カクテルつくりませんか」実施
3月 地域交流事業「ザ・ナイトウォークチャレンジ若狭」実施
 若狭が浦を住み良い街にする会「地域でしゃべり場」開催

平成17年度
4月 社会教育指導員１減
 地域子ども教室「青年隊＆童子」実施（毎週月・木曜日及び土・日曜日に複数回）
6月 乳幼児学級「ほのぼのクラブ」実施（全8回）
7月 親子ふれあい教室「オリジナル・ダンボールアートを作ろう！！」実施
9月 成人講座「付き合いの心理学」実施（全4回）
10月 市民講座「癒しの時間」実施（全4回）
 地域サポートプロジェクト「アニメーションを作ってみよう！！」実施（全5回）
11月 成人講座「☆判決☆ -裁判員制度-」実施（全3回）
 乳幼児学級「ママのパソコン基礎講座」実施（全4回）
 地域サポートプロジェクト「美しい言葉」実施（全4回）
 「第9回若狭地域文化祭」開催
12月 市民講座「クリスマスを彩りませんか」実施（全4回）
 乳幼児学級「“せい”の健康教室」実施
2月 「第14回若狭公民館まつり」開催
3月 地域交流事業「ザ・チャレンジウォーク」実施

平成18年度
4月 地域子ども教室「青年隊＆童子」実施（毎週木曜日及び学休日に複数回）
6月 高齢者学級「気軽に体力アップ作戦」実施（全8回）
 親子ふれあい教室「平和学習朗読会」実施
7月 少年教室「通学合宿～公民館から学校へ行こう！～」実施（3回の宿泊学習）
 少年教室「やんばるへ行こう！ ～自然遊びの達人から学ぶ～」実施（宿泊学習）
8月 地域連携事業「夏休み手作り絵本教室」（全3回）
9月 市民講座「日常生活が100倍楽しくなる！ まちMAPづくり」実施（久茂地公民館と連携・全8回）
11月 「第10回若狭地域文化祭」開催
 家庭教育学級「子育て支援」実施（全4回）
12月 地域連携事業「いきいきアート塾」（全10回） 地域サポートプロジェクト委員会主催
 地域連携事業「CGG年末美化清掃＆プラスワン」実施
1月 地域連携事業「ふれあい壁画プロジェクト」（全12回）
2月 成人講座「教育をひもとく 知っていますか？ 那覇市教育史～戦前・戦後～」実施（全4回）
 「第15回若狭公民館まつり」開催
3月 地域交流事業「ザ・チャレンジウォーク」実施

平成19年度
4月 館長（非常勤）山田民子任期満了により、館長（非常勤）宮城潤が発令された
5月 伝統文化こども教室・ 家庭教育学級「はな茶の会」実施（全40回）
6月 青年のための講座・交流事業「wiiで遊ぶ！」実施（全17回）
 成人講座「初めてのIT入門 パソコン初級講座」実施（全8回）
 成人講座「メタボリックシンドローム予防講演会」実施（全2回）
 地域連携事業「平和学習『すいとん＆読み聞かせ会』」実施
7月 親子ふれあい教室「海辺の観察会とジオラマ作り」実施（全2回）
8月 親子ふれあい教室「半潜水船で行く 海中ウォッチング」実施
 市民講座「陶土を作るランプシェード」実施
 地域連携事業「不要布で作るコサージュ」実施（全4回）
 地域連携事業「夏休み手作り絵本教室」実施（全3回）
9月 家庭教育学級「宿泊学習」実施（宿泊学習）
10月 青年のための講座・交流事業「WCPF合宿：観・話・食・泊・ライブ」実施（宿泊学習）
11月 青年のための講座・交流事業「朝食会」実施（毎月1回・全5回）
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　旧若狭市場跡に完成した当施設は、国道58号線以西でははじめての文化施設である。平成元年４月に
公民館・図書館建設用地として、用度管財課より教育委員会へ移管され、建設について地域住民、利用団体
からの意見・要望を聴取し、平成3年6月22日工事着工、平成4年3月19日竣工した。
　建物は若狭小学校、若狭公園に隣接し、1階は図書館、2・3階が公民館で地域住民の学習の場として誕生
した。特に生涯学習に関する情報等を提供する事業として、パーソナルコンピューターと電話回線を利用
したパソコン通信を県内の行政機関ではじめて導入した。
　平成16年度から21年度まで、公募による非常勤館長を配置した。
　平成22年度より公民館業務の一部をNPO法人に委託している。

年表
平成3年度
11月 若狭公民館の発足に伴い、館長　高良繁、公民館主事　山城正章が発令された。

平成4年度
4月 公民館主事　吉峯なおみが発令された。
5月 公民館主事　當間一也、社会教育指導員　島袋文雄、新崎美智子が配置された。
6月 若狭公民館及び図書館の開館式が行われた。
 利用団体・サークル（32団体）へ施設の提供が始まった。
7月 家庭教育学級　講演会「学校週5日制と家庭・地域社会でのとりくみ方」実施
8月 生涯学習情報提供事業『NAHAあけもどろネット』開局式が行われた。
 名画シアター「夏企画」実施（全8回）
 夏休み親子ふれあい事業「写生・紙工作」実施（全5回）
 夏休み親子ふれあい事業「料理教室」実施（全2回）
9月 市民講座「琉球民謡講座」実施（全12回）
 「児童絵画教室」実施（全6回）
 家庭教育学級　講演会「学校週5日制と子ども会活動」実施
 市民講座「ヘルシークッキング（家庭料理）」実施（全5回）
10月 「家庭教育学級講座」実施（全7回）
 市民講座「ヘルシークッキング（ワインと料理）」実施（全5回）
11月 名画シアター「オールディーズ・30’＆40’」実施（全10回）
1月 市民講座「リズム体操」実施（全10回）
 高齢者学級「うきしま大学」実施（全9回）
 「女性学級」実施（全9回）
2月 市民講座『暮らしを楽しむ手づくり講座」実施（前6回）
 家庭教育学級　講演会「新一年生をもつお母さんへ」実施
3月 「第１回若狭公民館まつり」開催

平成5年度
5月 市民講座「ちぎり絵講座」実施（全10回）
 家庭教育学級「お母さんの勉強室」実施（全8回）
6月 「ろうあ者向けワープロ入門講座」実施（全4回）
 市民講座「男の食卓①」実施（全5回）
7月 親子ふれあい事業「夏休み親子写生大会」実施
8月 夏休み特別企画「アニメ上映会」実施（全7回）
9月 高齢者学級「うきしま大学」実施（全7回）
 市民講座「水彩画」実施（全10回）
 女性学級「見直そう衣・食・住！」実施（全12回）
11月 市民講座「マンドリン講座」実施（全10回）
 成人講座「自動車学入門」実施（全5回）
 成人講座「おもしろ宗教学」実施（全6回）
2月 家庭教育学級　講演会「新一年生をもつお母さんへ」実施
 市民講座「男の食卓②」実施（全5回）
3月 「第2回若狭公民館まつり」開催
 少年教室「化石は古代へのタイムマシン」実施（全4回）

平成6年度 
5月 市民講座「男の食卓-1」実施（全5回）
 市民講座「フラワーアレンジメント」実施（全5回）
7月 情報活用能力養成講座「パソコン入門講座」実施（2組に分けて全8回づつ実施）
 市民講座「布の絵本」実施（全10回）
 家庭教育ふれあい推進事業「子育てひろば」（全9回）
9月 少年教室・親子ふれあいドッキング事業「ふれあい、体験キャンピング」実施
 市民講座「クラッシクギター講座」実施（全10回）
11月 若狭公民館利用団体連絡協議会が結成された。初代会長には太田利雄氏が選出された。
 市民講座「花Ⅱ」実施（全5回）
 高齢者学級「うきしま大学」実施（全7回）
 親子ふれあい事業「親と子の手作り教室（版画／凧）」実施（全2回）
12月 女性学級「会話美人」（全7回）
1月 市民講座「カラオケ講座」（全10回）
 市民講座「男の食卓-2」実施（全5回）
 成人講座「鑑賞入門　琉球の芸術」（全8回）
2月 「利用団体登録」制度が始まった。
 「第3回若狭公民館まつり」開催
 特別文化講演会「舞踊五題」「組踊」実施
3月 家庭教育学級　講演会「新一年生をもつお母さんへ」実施

平成7年度 
4月 館長　高良繁配置替えにより、館長　宮良毅が発令された。
5月 市民講座「働くあなたのウチナーグチ入門」実施（全10回）
6月 市民講座「混声・歌ごえハーモニー」実施（7月23日まで・全8回）
7月 社会教育優良施設として県教育委員会　教育長　仲里長和より表彰を受ける。
9月 市民講座「暮らしのなかにハーブを」実施（全7回）
 成人講座「ワンポイントPOPアート」実施（全4回）
10月 市民講座「料理の鉄人（中華編）」実施（全4回）
12月 優れた公民館活動が認められ、県公民館連絡協議会会長より表彰を受ける。
 女性学級「翔べフェアレディー」実施（全10回）
1月 地域青少年事業「新春 もちつき IN 公民館」実施
 高齢者学級「うきしま大学　今 残す 若狭町古地図」実施（全10回）
 市民講座「男の中華（初級編）実施（全4回）
2月 親子ふれあい教室「体験、キビ刈り＋クルザーターづくり」（全2回）
 「第4回若狭公民館まつり」開催
3月 少年教室「ザ  ナイトウォーク チャレンジ 30」実施

平成8年度
4月 公民館主事１減に伴い社会教育指導員１増
5月 市民講座「親子でハーモニカ」実施（全10回）
6月 市民講座「夫婦でもてなしクッキング（中華・飲茶編）実施（全４回）
 家庭教育学級「子育て広場・ドゥリーミーキッズ」実施（全6回）
7月 高齢者学級「うきしま大学　今 残す 若狭町古地図」実施（全11回）
8月 親子ふれあい事業「親子で豆腐づくり」実施
9月 女性学級「若さ女性学級」実施（全8回）
 市民講座「トラベル英会話」実施（全10回）
10月 市民講座「漆芸」実施（全10回・実地見学2回実施）
11月 成人講座「街ぐわー経済学 儲き塾」実施（全10回）
12月 家庭教育学級「子育て広場・すくすくクラブ」実施（全4回）
 地域青少年事業「ちいき青少年文化祭」実施
1月 地域青少年事業「新春 もちつき IN 公民館」実施
 情報活用能力養成講座「パソコン入門講座」実施（全2回）
3月 「第5回若狭公民館まつり」開催
 少年教室「ザ  ナイトウォーク チャレンジ 40」実施

平成9年度
5月 高齢者学級「うきしま大学　思いでの若狭町村の民俗誌を残そう」実施（全10回）
6月 家庭教育学級「子育て広場（あおぞら教室）実施（全7回）
7月 市民講座「カナヅチの人のためのシュノーケリング教室」（全4回）
 市民講座「音楽（エレキギター）」実施（全10回）
9月 女性学級「ワーキング・ウーマンのための応援講座」実施（全6回）

 乳幼児学級「ベビーサイン＆ベビーマッサージ」実施（全6回）
 「第11回若狭地域文化祭」開催
12月 地域連携事業「CGG年末美化清掃＆プラスワン」実施
1月 親子ふれあい教室「新春もちつき会」実施
 家庭教育学級「親子で英語のリズムあそび」実施（全4回を2期実施）
2月 家庭教育学級「地域で子育て」実施（全4回）
 市民講座「魅惑の踊り　ベリーダンス」実施（全5回）
 「第16回若狭公民館まつり」開催
3月 青年のための講座・交流事業「目からウロコの若狭まち歩き」実施
 地域交流事業「ナイトウォーク」実施
 青年のための講座・交流事業「NAHAユースフォーラム ～なはの若者プレゼン大宴会～」実施

平成20年度
6月 高齢者学級「『男の料理教室』食べたい物を自分で作ろう！！」実施（全3回）
 市民講座「子育てしながら働くお母さんのための簡単クッキング」実施（全3回）
 成人講座「辺野古・高江から沖縄の戦後とこれからを考える」実施
8月 親子ふれあい教室「銅板を使って面シーサー作り」実施
9月 青年のための講座・交流事業「オリーブ『平和学習のための勉強会』」実施
 乳幼児学級「Happy ママ・クラブ」実施（全6回）
10月 少年教室「野外活動に挑戦！”石川岳冒険コースと野外炊飯”」実施（宿泊学習）
 青年のための講座・交流事業「ゲンバのコトバ ～Art & Music & Talk～」実施
11月 「第12回若狭地域文化祭」開催
12月 地域連携事業「CGG年末美化清掃＆プラスワン」実施
1月 地域連携事業「新春もちつき会」実施
2月 「第17回若狭公民館まつり」開催
3月 成人講座「生活習慣病予防講座」実施
 青年のための講座・交流事業「若狭海浜公園活用大作戦」実施
 地域交流事業「第14回ナイトウォーク」実施

平成21年度
5月 青年のための講座・交流事業「100人でだるまさんがころんだ」実施
6月 親子ふれあい教室「親子サンゴ礁教室」実施（全3回）
 成人講座「裁判員制度『次は、あなたが裁判員』」実施
7月 市民講座「うちなー口し語やびら」実施（全8回）
 親子ふれあい教室「メタルワイヤークラフト」実施
8月 市民講座「働く女性のための手づくり講座」実施（全4回）
 成人講座「Let’ go vote!」実施
9月 青年のための講座・交流事業「おとなも100人でだるまさんがころんだ」実施
10月 家庭教育学級「知っておきたい事『相続・遺言・成年後見制度』」実施
 「第13回若狭地域文化祭」開催
11月 乳幼児学級「Happy ママ・クラブ」実施（全6回）
 家庭教育学級「気軽に子育て『万能だれを使って楽らくクッキング』」実施（全2回）
12月 地域連携事業「若狭クリーン・グリーン・グレイシャス運動」実施
1月 地域連携事業「新春もちつき大会」実施
 全国公民館連合会主催第3回全国公民館ホームページコンクールで最優秀賞を受ける
 青年のための講座・交流事業「No Expression No Life」実施
2月 「第18回若狭公民館まつり」開催
3月 地域交流事業「第15回ナイトウォーク」実施
 地域交流事業「比嘉座わかさ公演」実施

平成22年度
4月 館長（非常勤）宮城潤任期満了により、館長 津嘉山剛が発令された
 業務の一部をNPO法人地域サポートわかさ（理事長 早川忠光）に委託された
7月 成人講座「ご近所からはじまる最先端の地域ビジョン」実施（全2回）
 高齢者学級「若狭を走っていた電車から歴史をたどる」実施（全3回）
 青年のための講座・交流事業「100人でだるまさんがころんだ」実施
 少年教室「 公民館から学校に通おう！ ”通学合宿”」実施（宿泊学習）
8月 親子ふれあい講座「親子であそび場をつくってみよう」実施
 成人講座「『平和学習』のあたらしいカタチ」実施
9月 成人講座「家族で学ぶ介護・介助の技術と心得」実施
10月 乳幼児学級「シングルマザー あつまれっ！ Happyママ・クラブ」実施（全4回）
 「第61回九州地区公民館研究大会」において第5分科会「地域づくり」会場および事例発表
11月 「第14回若狭地域文化祭」開催
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　旧若狭市場跡に完成した当施設は、国道58号線以西でははじめての文化施設である。平成元年４月に
公民館・図書館建設用地として、用度管財課より教育委員会へ移管され、建設について地域住民、利用団体
からの意見・要望を聴取し、平成3年6月22日工事着工、平成4年3月19日竣工した。
　建物は若狭小学校、若狭公園に隣接し、1階は図書館、2・3階が公民館で地域住民の学習の場として誕生
した。特に生涯学習に関する情報等を提供する事業として、パーソナルコンピューターと電話回線を利用
したパソコン通信を県内の行政機関ではじめて導入した。
　平成16年度から21年度まで、公募による非常勤館長を配置した。
　平成22年度より公民館業務の一部をNPO法人に委託している。

年表
平成3年度
11月 若狭公民館の発足に伴い、館長　高良繁、公民館主事　山城正章が発令された。

平成4年度
4月 公民館主事　吉峯なおみが発令された。
5月 公民館主事　當間一也、社会教育指導員　島袋文雄、新崎美智子が配置された。
6月 若狭公民館及び図書館の開館式が行われた。
 利用団体・サークル（32団体）へ施設の提供が始まった。
7月 家庭教育学級　講演会「学校週5日制と家庭・地域社会でのとりくみ方」実施
8月 生涯学習情報提供事業『NAHAあけもどろネット』開局式が行われた。
 名画シアター「夏企画」実施（全8回）
 夏休み親子ふれあい事業「写生・紙工作」実施（全5回）
 夏休み親子ふれあい事業「料理教室」実施（全2回）
9月 市民講座「琉球民謡講座」実施（全12回）
 「児童絵画教室」実施（全6回）
 家庭教育学級　講演会「学校週5日制と子ども会活動」実施
 市民講座「ヘルシークッキング（家庭料理）」実施（全5回）
10月 「家庭教育学級講座」実施（全7回）
 市民講座「ヘルシークッキング（ワインと料理）」実施（全5回）
11月 名画シアター「オールディーズ・30’＆40’」実施（全10回）
1月 市民講座「リズム体操」実施（全10回）
 高齢者学級「うきしま大学」実施（全9回）
 「女性学級」実施（全9回）
2月 市民講座『暮らしを楽しむ手づくり講座」実施（前6回）
 家庭教育学級　講演会「新一年生をもつお母さんへ」実施
3月 「第１回若狭公民館まつり」開催

平成5年度
5月 市民講座「ちぎり絵講座」実施（全10回）
 家庭教育学級「お母さんの勉強室」実施（全8回）
6月 「ろうあ者向けワープロ入門講座」実施（全4回）
 市民講座「男の食卓①」実施（全5回）
7月 親子ふれあい事業「夏休み親子写生大会」実施
8月 夏休み特別企画「アニメ上映会」実施（全7回）
9月 高齢者学級「うきしま大学」実施（全7回）
 市民講座「水彩画」実施（全10回）
 女性学級「見直そう衣・食・住！」実施（全12回）
11月 市民講座「マンドリン講座」実施（全10回）
 成人講座「自動車学入門」実施（全5回）
 成人講座「おもしろ宗教学」実施（全6回）
2月 家庭教育学級　講演会「新一年生をもつお母さんへ」実施
 市民講座「男の食卓②」実施（全5回）
3月 「第2回若狭公民館まつり」開催
 少年教室「化石は古代へのタイムマシン」実施（全4回）

平成6年度 
5月 市民講座「男の食卓-1」実施（全5回）
 市民講座「フラワーアレンジメント」実施（全5回）
7月 情報活用能力養成講座「パソコン入門講座」実施（2組に分けて全8回づつ実施）
 市民講座「布の絵本」実施（全10回）
 家庭教育ふれあい推進事業「子育てひろば」（全9回）
9月 少年教室・親子ふれあいドッキング事業「ふれあい、体験キャンピング」実施
 市民講座「クラッシクギター講座」実施（全10回）
11月 若狭公民館利用団体連絡協議会が結成された。初代会長には太田利雄氏が選出された。
 市民講座「花Ⅱ」実施（全5回）
 高齢者学級「うきしま大学」実施（全7回）
 親子ふれあい事業「親と子の手作り教室（版画／凧）」実施（全2回）
12月 女性学級「会話美人」（全7回）
1月 市民講座「カラオケ講座」（全10回）
 市民講座「男の食卓-2」実施（全5回）
 成人講座「鑑賞入門　琉球の芸術」（全8回）
2月 「利用団体登録」制度が始まった。
 「第3回若狭公民館まつり」開催
 特別文化講演会「舞踊五題」「組踊」実施
3月 家庭教育学級　講演会「新一年生をもつお母さんへ」実施

平成7年度 
4月 館長　高良繁配置替えにより、館長　宮良毅が発令された。
5月 市民講座「働くあなたのウチナーグチ入門」実施（全10回）
6月 市民講座「混声・歌ごえハーモニー」実施（7月23日まで・全8回）
7月 社会教育優良施設として県教育委員会　教育長　仲里長和より表彰を受ける。
9月 市民講座「暮らしのなかにハーブを」実施（全7回）
 成人講座「ワンポイントPOPアート」実施（全4回）
10月 市民講座「料理の鉄人（中華編）」実施（全4回）
12月 優れた公民館活動が認められ、県公民館連絡協議会会長より表彰を受ける。
 女性学級「翔べフェアレディー」実施（全10回）
1月 地域青少年事業「新春 もちつき IN 公民館」実施
 高齢者学級「うきしま大学　今 残す 若狭町古地図」実施（全10回）
 市民講座「男の中華（初級編）実施（全4回）
2月 親子ふれあい教室「体験、キビ刈り＋クルザーターづくり」（全2回）
 「第4回若狭公民館まつり」開催
3月 少年教室「ザ  ナイトウォーク チャレンジ 30」実施

平成8年度
4月 公民館主事１減に伴い社会教育指導員１増
5月 市民講座「親子でハーモニカ」実施（全10回）
6月 市民講座「夫婦でもてなしクッキング（中華・飲茶編）実施（全４回）
 家庭教育学級「子育て広場・ドゥリーミーキッズ」実施（全6回）
7月 高齢者学級「うきしま大学　今 残す 若狭町古地図」実施（全11回）
8月 親子ふれあい事業「親子で豆腐づくり」実施
9月 女性学級「若さ女性学級」実施（全8回）
 市民講座「トラベル英会話」実施（全10回）
10月 市民講座「漆芸」実施（全10回・実地見学2回実施）
11月 成人講座「街ぐわー経済学 儲き塾」実施（全10回）
12月 家庭教育学級「子育て広場・すくすくクラブ」実施（全4回）
 地域青少年事業「ちいき青少年文化祭」実施
1月 地域青少年事業「新春 もちつき IN 公民館」実施
 情報活用能力養成講座「パソコン入門講座」実施（全2回）
3月 「第5回若狭公民館まつり」開催
 少年教室「ザ  ナイトウォーク チャレンジ 40」実施

平成9年度
5月 高齢者学級「うきしま大学　思いでの若狭町村の民俗誌を残そう」実施（全10回）
6月 家庭教育学級「子育て広場（あおぞら教室）実施（全7回）
7月 市民講座「カナヅチの人のためのシュノーケリング教室」（全4回）
 市民講座「音楽（エレキギター）」実施（全10回）
9月 女性学級「ワーキング・ウーマンのための応援講座」実施（全6回）

 少年教室「秋のトム・ソーヤとハックルベリー・フィン」実施
12月 地域連携事業「若狭クリーン・グリーン・グレイシャス運動」実施
1月 地域連携事業「新春もちつき大会」実施
 全国公民館連合会主催第3回全国公民館館報コンクールで「広報わかさ」が優秀賞を受ける
2月 親子ふれあい教室「親子でプラネタリウムをつくろう」実施
 「第19回若狭公民館まつり」開催
3月 地域交流事業「第16回ナイトウォーク」実施
 地域交流事業「比嘉座わかさ公演」実施

平成23年度
4月 館長　津嘉山剛配置替えにより、館長　平良恒次が発令された
 地域子ども教室「放課後子ども教室 若狭ちむどんどん太鼓」実施（毎週火・木曜日）
5月 高齢者学級「テレビが変わる！」実施（全2回）
6月 青年のための講座・交流事業「わかさTV ～番組をつくろう～」実施（全3回）
7月 成人講座「防災基礎講座」実施
 成人講座「若狭地域の自主防災組織づくり」実施（全2回）
 青年のための講座・交流事業「remoscope in 若狭公民館」実施
8月 少年教室「夏のトム・ソーヤとハックルベリー・フィン」実施
10月 家庭教育学級「シングルママ・パパ コレクション！」実施（全3回）
 「第33回全国公民館研究集会 in さが」において成人教育の実践発表
 「第15回若狭地域文化祭」開催
11月 市民講座「コウサカワタル『伝えたいコト／伝わる表現』」実施
 市民講座「若狭の昔むかし」実施（全2回）
 地域連携事業「前島小学校学童『巨大シャボン玉づくり』」実施
 成人講座「ジブンよ、かわれ。」実施
12月 家庭教育学級「地域で子育て」実施
 成人講座「＝復帰あの頃を知る＝『復帰闘争と反復帰論』」実施
 地域連携事業「CGG年末美化清掃プラスONE」実施
1月 地域連携事業「新春 もちつき大会」実施
 少年教室「冬のトム・ソーヤとハックルベリー・フィン」実施
 乳幼児学級「Happy ママ・キッズ クラブ」実施（全3回）
2月 成人講座「＝復帰あの頃を知る＝『写真で知る！激動の時代！』」実施
 「第20回若狭公民館まつり」開催
3月 地域連携事業「100人でだるまさんがころんだ ファイナル！」実施
 地域学習支援事業「ひな祭りお茶会」実施
 地域学習支援事業「シンポジウム『平等と自立を手に入れるために！』」実施
 地域交流事業「第16回ナイトウォーク」実施
 成人講座「＝復帰あの頃を知る＝『ニュース映像で振り返る 復帰40年』」実施

平成24年度
5月 館長　平良恒次配置替えにより、館長　下地敏雄が発令された
 市民講座「おしらせの方法、教えます！」実施（全2回）
6月 乳幼児学級「Happy マタニティ クラブ」実施（全5回）
 親子ふれあい教室「“親子で防災”やってみよう！～若狭小・幼稚園編～」実施（全2回）
7月 市民講座「おしらせの方法、教えます！〔実践編〕」実施
 成人講座「シンポジウム『平等と自立を手に入れるためにvol.2』
 　　　　　～歴史背景から考える日本の婚外子と非婚の母～」実施
 少年教室「夏休み！若狭公民館 こどもモノづくり教室」実施（全5回）
8月 市民講座「絵手紙教室」実施（全2回）
 成人講座「震災とアート ～“記録”と“伝える”ということ」実施
 少年教室「若狭サファリパーク ～アニマル・オリンピック2012開催！～」実施
10月 「第16回若狭地域文化祭」開催
11月 市民講座「那覇の歴史を知るvol.1『戦後沖縄における料亭の立地展開』」実施
 市民講座「 那覇の歴史を知るvol.2『象棋（チュンジー）』」実施（全3回）
 市民講座「琉球八社を訪ねて」実施（全2回）
 青年のための講座・交流事業「うちなーぐちで伝える未来」実施
12月 成人講座「＝復帰あの頃を知る＝『沖縄の過去・現在・そして将来』」実施
 地域連携事業「CGG年末美化清掃プラスONE」実施
 地域連携事業「簡単しめ縄づくり」実施
 少年教室「WAKASA こどもクラブ」実施（全4回）
1月 地域連携事業「新春 もちつき大会」実施
2月 「第21回若狭公民館まつり」開催
 若狭公民館開館二十周年記念式典・祝賀会実施開催
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　旧若狭市場跡に完成した当施設は、国道58号線以西でははじめての文化施設である。平成元年４月に
公民館・図書館建設用地として、用度管財課より教育委員会へ移管され、建設について地域住民、利用団体
からの意見・要望を聴取し、平成3年6月22日工事着工、平成4年3月19日竣工した。
　建物は若狭小学校、若狭公園に隣接し、1階は図書館、2・3階が公民館で地域住民の学習の場として誕生
した。特に生涯学習に関する情報等を提供する事業として、パーソナルコンピューターと電話回線を利用
したパソコン通信を県内の行政機関ではじめて導入した。
　平成16年度から21年度まで、公募による非常勤館長を配置した。
　平成22年度より公民館業務の一部をNPO法人に委託している。

年表
平成3年度
11月 若狭公民館の発足に伴い、館長　高良繁、公民館主事　山城正章が発令された。

平成4年度
4月 公民館主事　吉峯なおみが発令された。
5月 公民館主事　當間一也、社会教育指導員　島袋文雄、新崎美智子が配置された。
6月 若狭公民館及び図書館の開館式が行われた。
 利用団体・サークル（32団体）へ施設の提供が始まった。
7月 家庭教育学級　講演会「学校週5日制と家庭・地域社会でのとりくみ方」実施
8月 生涯学習情報提供事業『NAHAあけもどろネット』開局式が行われた。
 名画シアター「夏企画」実施（全8回）
 夏休み親子ふれあい事業「写生・紙工作」実施（全5回）
 夏休み親子ふれあい事業「料理教室」実施（全2回）
9月 市民講座「琉球民謡講座」実施（全12回）
 「児童絵画教室」実施（全6回）
 家庭教育学級　講演会「学校週5日制と子ども会活動」実施
 市民講座「ヘルシークッキング（家庭料理）」実施（全5回）
10月 「家庭教育学級講座」実施（全7回）
 市民講座「ヘルシークッキング（ワインと料理）」実施（全5回）
11月 名画シアター「オールディーズ・30’＆40’」実施（全10回）
1月 市民講座「リズム体操」実施（全10回）
 高齢者学級「うきしま大学」実施（全9回）
 「女性学級」実施（全9回）
2月 市民講座『暮らしを楽しむ手づくり講座」実施（前6回）
 家庭教育学級　講演会「新一年生をもつお母さんへ」実施
3月 「第１回若狭公民館まつり」開催

平成5年度
5月 市民講座「ちぎり絵講座」実施（全10回）
 家庭教育学級「お母さんの勉強室」実施（全8回）
6月 「ろうあ者向けワープロ入門講座」実施（全4回）
 市民講座「男の食卓①」実施（全5回）
7月 親子ふれあい事業「夏休み親子写生大会」実施
8月 夏休み特別企画「アニメ上映会」実施（全7回）
9月 高齢者学級「うきしま大学」実施（全7回）
 市民講座「水彩画」実施（全10回）
 女性学級「見直そう衣・食・住！」実施（全12回）
11月 市民講座「マンドリン講座」実施（全10回）
 成人講座「自動車学入門」実施（全5回）
 成人講座「おもしろ宗教学」実施（全6回）
2月 家庭教育学級　講演会「新一年生をもつお母さんへ」実施
 市民講座「男の食卓②」実施（全5回）
3月 「第2回若狭公民館まつり」開催
 少年教室「化石は古代へのタイムマシン」実施（全4回）

平成6年度 
5月 市民講座「男の食卓-1」実施（全5回）
 市民講座「フラワーアレンジメント」実施（全5回）
7月 情報活用能力養成講座「パソコン入門講座」実施（2組に分けて全8回づつ実施）
 市民講座「布の絵本」実施（全10回）
 家庭教育ふれあい推進事業「子育てひろば」（全9回）
9月 少年教室・親子ふれあいドッキング事業「ふれあい、体験キャンピング」実施
 市民講座「クラッシクギター講座」実施（全10回）
11月 若狭公民館利用団体連絡協議会が結成された。初代会長には太田利雄氏が選出された。
 市民講座「花Ⅱ」実施（全5回）
 高齢者学級「うきしま大学」実施（全7回）
 親子ふれあい事業「親と子の手作り教室（版画／凧）」実施（全2回）
12月 女性学級「会話美人」（全7回）
1月 市民講座「カラオケ講座」（全10回）
 市民講座「男の食卓-2」実施（全5回）
 成人講座「鑑賞入門　琉球の芸術」（全8回）
2月 「利用団体登録」制度が始まった。
 「第3回若狭公民館まつり」開催
 特別文化講演会「舞踊五題」「組踊」実施
3月 家庭教育学級　講演会「新一年生をもつお母さんへ」実施

平成7年度 
4月 館長　高良繁配置替えにより、館長　宮良毅が発令された。
5月 市民講座「働くあなたのウチナーグチ入門」実施（全10回）
6月 市民講座「混声・歌ごえハーモニー」実施（7月23日まで・全8回）
7月 社会教育優良施設として県教育委員会　教育長　仲里長和より表彰を受ける。
9月 市民講座「暮らしのなかにハーブを」実施（全7回）
 成人講座「ワンポイントPOPアート」実施（全4回）
10月 市民講座「料理の鉄人（中華編）」実施（全4回）
12月 優れた公民館活動が認められ、県公民館連絡協議会会長より表彰を受ける。
 女性学級「翔べフェアレディー」実施（全10回）
1月 地域青少年事業「新春 もちつき IN 公民館」実施
 高齢者学級「うきしま大学　今 残す 若狭町古地図」実施（全10回）
 市民講座「男の中華（初級編）実施（全4回）
2月 親子ふれあい教室「体験、キビ刈り＋クルザーターづくり」（全2回）
 「第4回若狭公民館まつり」開催
3月 少年教室「ザ  ナイトウォーク チャレンジ 30」実施

平成8年度
4月 公民館主事１減に伴い社会教育指導員１増
5月 市民講座「親子でハーモニカ」実施（全10回）
6月 市民講座「夫婦でもてなしクッキング（中華・飲茶編）実施（全４回）
 家庭教育学級「子育て広場・ドゥリーミーキッズ」実施（全6回）
7月 高齢者学級「うきしま大学　今 残す 若狭町古地図」実施（全11回）
8月 親子ふれあい事業「親子で豆腐づくり」実施
9月 女性学級「若さ女性学級」実施（全8回）
 市民講座「トラベル英会話」実施（全10回）
10月 市民講座「漆芸」実施（全10回・実地見学2回実施）
11月 成人講座「街ぐわー経済学 儲き塾」実施（全10回）
12月 家庭教育学級「子育て広場・すくすくクラブ」実施（全4回）
 地域青少年事業「ちいき青少年文化祭」実施
1月 地域青少年事業「新春 もちつき IN 公民館」実施
 情報活用能力養成講座「パソコン入門講座」実施（全2回）
3月 「第5回若狭公民館まつり」開催
 少年教室「ザ  ナイトウォーク チャレンジ 40」実施

平成9年度
5月 高齢者学級「うきしま大学　思いでの若狭町村の民俗誌を残そう」実施（全10回）
6月 家庭教育学級「子育て広場（あおぞら教室）実施（全7回）
7月 市民講座「カナヅチの人のためのシュノーケリング教室」（全4回）
 市民講座「音楽（エレキギター）」実施（全10回）
9月 女性学級「ワーキング・ウーマンのための応援講座」実施（全6回）
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平成 4 年度 平成 6 年度

平成 7 年度 平成 9 年度

平成 10 年度 平成 15 年度

平成 16 年度 平成 17 年度

平成4～5年度
館長 高良　　繁
主事 吉峯なおみ
 山城　正章
 當間　一也
社会教育 島袋　文雄
指導員 金城　孝子

平成6年度
館長 高良　　繁
主事 吉峯なおみ
 末吉　正幸
 當眞　一也
社会教育 山田　民子
指導員 饒平名弘美

平成7年度
館長 宮良　　毅
主事 吉峯なおみ
 末吉　正幸
社会教育 當眞　一也
指導員 山田　民子
 上原千恵美

平成8年度
館長 宮良　　毅
主事 吉峯なおみ
 末吉　正幸
社会教育 上原美智子
指導員 山田　民子
 上原千恵美

平成9年度
館長 宮良　　毅
主事 平良　尚子
 赤嶺　　拓
社会教育 上原美智子
指導員 上原千恵美
 八尾　泰弘

平成10～11年度
館長 阿波連　寛
主事 平良　尚子
 赤嶺　　拓
社会教育 新城　捷也
指導員 八尾　泰弘
 伊波　就子

平成12年度
館長 阿波連　寛
主事 平良　尚子
 赤嶺　増美
社会教育 伊波　就子
指導員 比嘉　春子
 松田梨絵子

平成13年度
館長 高里　洋介
主事 上江洲　寛
 赤嶺　増美
社会教育 松田梨絵子
指導員 安里美智子
 安次嶺リサ

平成14年度
館長 高里　洋介
主事 上江洲　寛
 赤嶺　増美
社会教育 安里美智子
指導員 花城　恵子
 金城由紀子

若狭公民館歴代職員



　旧若狭市場跡に完成した当施設は、国道58号線以西でははじめての文化施設である。平成元年４月に
公民館・図書館建設用地として、用度管財課より教育委員会へ移管され、建設について地域住民、利用団体
からの意見・要望を聴取し、平成3年6月22日工事着工、平成4年3月19日竣工した。
　建物は若狭小学校、若狭公園に隣接し、1階は図書館、2・3階が公民館で地域住民の学習の場として誕生
した。特に生涯学習に関する情報等を提供する事業として、パーソナルコンピューターと電話回線を利用
したパソコン通信を県内の行政機関ではじめて導入した。
　平成16年度から21年度まで、公募による非常勤館長を配置した。
　平成22年度より公民館業務の一部をNPO法人に委託している。

年表
平成3年度
11月 若狭公民館の発足に伴い、館長　高良繁、公民館主事　山城正章が発令された。

平成4年度
4月 公民館主事　吉峯なおみが発令された。
5月 公民館主事　當間一也、社会教育指導員　島袋文雄、新崎美智子が配置された。
6月 若狭公民館及び図書館の開館式が行われた。
 利用団体・サークル（32団体）へ施設の提供が始まった。
7月 家庭教育学級　講演会「学校週5日制と家庭・地域社会でのとりくみ方」実施
8月 生涯学習情報提供事業『NAHAあけもどろネット』開局式が行われた。
 名画シアター「夏企画」実施（全8回）
 夏休み親子ふれあい事業「写生・紙工作」実施（全5回）
 夏休み親子ふれあい事業「料理教室」実施（全2回）
9月 市民講座「琉球民謡講座」実施（全12回）
 「児童絵画教室」実施（全6回）
 家庭教育学級　講演会「学校週5日制と子ども会活動」実施
 市民講座「ヘルシークッキング（家庭料理）」実施（全5回）
10月 「家庭教育学級講座」実施（全7回）
 市民講座「ヘルシークッキング（ワインと料理）」実施（全5回）
11月 名画シアター「オールディーズ・30’＆40’」実施（全10回）
1月 市民講座「リズム体操」実施（全10回）
 高齢者学級「うきしま大学」実施（全9回）
 「女性学級」実施（全9回）
2月 市民講座『暮らしを楽しむ手づくり講座」実施（前6回）
 家庭教育学級　講演会「新一年生をもつお母さんへ」実施
3月 「第１回若狭公民館まつり」開催

平成5年度
5月 市民講座「ちぎり絵講座」実施（全10回）
 家庭教育学級「お母さんの勉強室」実施（全8回）
6月 「ろうあ者向けワープロ入門講座」実施（全4回）
 市民講座「男の食卓①」実施（全5回）
7月 親子ふれあい事業「夏休み親子写生大会」実施
8月 夏休み特別企画「アニメ上映会」実施（全7回）
9月 高齢者学級「うきしま大学」実施（全7回）
 市民講座「水彩画」実施（全10回）
 女性学級「見直そう衣・食・住！」実施（全12回）
11月 市民講座「マンドリン講座」実施（全10回）
 成人講座「自動車学入門」実施（全5回）
 成人講座「おもしろ宗教学」実施（全6回）
2月 家庭教育学級　講演会「新一年生をもつお母さんへ」実施
 市民講座「男の食卓②」実施（全5回）
3月 「第2回若狭公民館まつり」開催
 少年教室「化石は古代へのタイムマシン」実施（全4回）

平成6年度 
5月 市民講座「男の食卓-1」実施（全5回）
 市民講座「フラワーアレンジメント」実施（全5回）
7月 情報活用能力養成講座「パソコン入門講座」実施（2組に分けて全8回づつ実施）
 市民講座「布の絵本」実施（全10回）
 家庭教育ふれあい推進事業「子育てひろば」（全9回）
9月 少年教室・親子ふれあいドッキング事業「ふれあい、体験キャンピング」実施
 市民講座「クラッシクギター講座」実施（全10回）
11月 若狭公民館利用団体連絡協議会が結成された。初代会長には太田利雄氏が選出された。
 市民講座「花Ⅱ」実施（全5回）
 高齢者学級「うきしま大学」実施（全7回）
 親子ふれあい事業「親と子の手作り教室（版画／凧）」実施（全2回）
12月 女性学級「会話美人」（全7回）
1月 市民講座「カラオケ講座」（全10回）
 市民講座「男の食卓-2」実施（全5回）
 成人講座「鑑賞入門　琉球の芸術」（全8回）
2月 「利用団体登録」制度が始まった。
 「第3回若狭公民館まつり」開催
 特別文化講演会「舞踊五題」「組踊」実施
3月 家庭教育学級　講演会「新一年生をもつお母さんへ」実施

平成7年度 
4月 館長　高良繁配置替えにより、館長　宮良毅が発令された。
5月 市民講座「働くあなたのウチナーグチ入門」実施（全10回）
6月 市民講座「混声・歌ごえハーモニー」実施（7月23日まで・全8回）
7月 社会教育優良施設として県教育委員会　教育長　仲里長和より表彰を受ける。
9月 市民講座「暮らしのなかにハーブを」実施（全7回）
 成人講座「ワンポイントPOPアート」実施（全4回）
10月 市民講座「料理の鉄人（中華編）」実施（全4回）
12月 優れた公民館活動が認められ、県公民館連絡協議会会長より表彰を受ける。
 女性学級「翔べフェアレディー」実施（全10回）
1月 地域青少年事業「新春 もちつき IN 公民館」実施
 高齢者学級「うきしま大学　今 残す 若狭町古地図」実施（全10回）
 市民講座「男の中華（初級編）実施（全4回）
2月 親子ふれあい教室「体験、キビ刈り＋クルザーターづくり」（全2回）
 「第4回若狭公民館まつり」開催
3月 少年教室「ザ  ナイトウォーク チャレンジ 30」実施

平成8年度
4月 公民館主事１減に伴い社会教育指導員１増
5月 市民講座「親子でハーモニカ」実施（全10回）
6月 市民講座「夫婦でもてなしクッキング（中華・飲茶編）実施（全４回）
 家庭教育学級「子育て広場・ドゥリーミーキッズ」実施（全6回）
7月 高齢者学級「うきしま大学　今 残す 若狭町古地図」実施（全11回）
8月 親子ふれあい事業「親子で豆腐づくり」実施
9月 女性学級「若さ女性学級」実施（全8回）
 市民講座「トラベル英会話」実施（全10回）
10月 市民講座「漆芸」実施（全10回・実地見学2回実施）
11月 成人講座「街ぐわー経済学 儲き塾」実施（全10回）
12月 家庭教育学級「子育て広場・すくすくクラブ」実施（全4回）
 地域青少年事業「ちいき青少年文化祭」実施
1月 地域青少年事業「新春 もちつき IN 公民館」実施
 情報活用能力養成講座「パソコン入門講座」実施（全2回）
3月 「第5回若狭公民館まつり」開催
 少年教室「ザ  ナイトウォーク チャレンジ 40」実施

平成9年度
5月 高齢者学級「うきしま大学　思いでの若狭町村の民俗誌を残そう」実施（全10回）
6月 家庭教育学級「子育て広場（あおぞら教室）実施（全7回）
7月 市民講座「カナヅチの人のためのシュノーケリング教室」（全4回）
 市民講座「音楽（エレキギター）」実施（全10回）
9月 女性学級「ワーキング・ウーマンのための応援講座」実施（全6回）
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平成 18 年度

平成 20 年度

平成 23 年度

平成 24 年度

平成 19 年度

平成 22 年度

平成15年度
館長 高里　洋介
主事 上江洲　寛
 比嘉　麻子
社会教育 金城由紀子 
指導員 花城　恵子
 運天　郁子

平成16年度
館長 山田　民子
主事 大田　　修
 比嘉　麻子
社会教育 花城　恵子
指導員 金城由紀子
 伊波千恵子

平成17年度
館長 山田　民子
主事 大田　　修
 比嘉　麻子
社会教育 伊波千恵子
指導員 國井　佳子

平成18年度
館長 山田　民子
主査 津嘉山　剛
主事 山口　麻子
（臨時　諸見みどり）
社会教育 新垣　　尚
指導員 宮城　　潤

平成19年度
館長 宮城潤
主査 津嘉山　剛
主事 山口　麻子
（臨時　宮城美枝子）
社会教育 東　　澄子
指導員 大山　智代

平成20～21年度
館長 宮城　　潤
主査 津嘉山　剛
主事 嘉数　博美
社会教育 東　　澄子
指導員 大見謝和美

平成22年度
館長 津嘉山　剛
（臨時　由利 玲子）
地域サポートわかさ
部長 宮城　　潤
副部長 東　　澄子
指導員 上江田常実
 徳嶺ひとみ
 一柳　亮太

平成23年度
館長 平良　恒次
地域サポートわかさ
部長 宮城　　潤
副部長 東　　澄子
指導員 上江田常実
 安次富　恵
 一柳　亮太

平成24年度
館長 下地　敏雄
地域サポートわかさ
部長 宮城　　潤
副部長 東　　澄子
指導員 上江田常実
 安次富　恵
 一柳　亮太



若狭公民館の主なできごと

平成４年 開館
 生涯学習情報提供事業「あけもどろネット」開局
平成11年 第51回優良公民館文部大臣表彰
平成16年 公募による非常勤館長を配置（平成21年まで）
平成21年 第３回全国公民館ホームページコンクール最優秀賞受賞
平成22年 一部業務をNPO法人地域サポートわかさに委託
 第３回全国公民館報（広報わかさ）コンクール優秀賞受賞
平成23年 第４回全国公民館ホームページコンクール最優秀賞受賞


